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巻頭図版 4 竪穴式住居址出土遺物 (古墳時代 )



松山平野の中心部を南西に流れる石手川の南岸に位置する樽味・桑原地区では、最近

の松山東部環状線の建設以来、急激に宅地開発が進み、数多 くの貴重な遺跡が発見され

ています。これまでの埋蔵文化財発掘調査によって、縄文時代～中世における集落の様

相が次第に明らかになってきました。

ここに報告する樽味四反地遺跡 6次調査では、古墳時代初頭の首長居館 と考えられる

大型建物址 とそれに関連する溝や柵、古墳時代中～後期の竪穴式住居址群、中世の集落

関連遺構などが確認されました。

すでに古墳時代初頭の首長居館につきましては松山市文化財調査報告書94集にて公開

しており、今度は古墳時代中期～中世の調査成果を報告 します。

今回の報告では多数の住居址、祭祀具の石製臼玉や食事を示す動物骨・魚骨・貝が注

目され、古墳時代の生活を復元するうえで貴重な資料 となるものです。

発掘調査および報告書刊行にあたり、協力 していただいた地権者ならびに周辺の市民

の方々、関係各位には厚 くお礼を申しあげます。

本書が、埋蔵文化財の調査研究の一助となり、さらには文化財保護、生涯教育の向上

に寄写できれば幸いです。

平成17年 3月 31日

松山市教育長

土 居 貴 美



例   言

1:本書は、1998年度 (平成10年度)に松山市教育委員会が国庫補助事業として松山市樽味 4丁目230

番地で調査 した埋蔵文化財の調査報告書である。なお、本報告書 も2004年度 (平成16年度)の

国庫補助事業として発刊 したものになる。

2:本遺跡調査報告書は F樽味四反地遺跡一弥生時代～古墳時代初頭編―』 (平成15年 3月 既刊)と 、

本書の『樽味四反地遺跡Ⅱ一古墳時代中期～中世編―』の 2分冊からなる。

3:本文中では遣構の呼称を記号化 し、竪穴式住居l■ iSB、 掘立柱建物址 :掘立、柵 :SA、 土

坑 :SK、 溝 iSD、 柱穴・小穴 :SP、 性格不明遺構 :SXで記述 した。

4:本書での標高数値はすべて海抜標高を示 し、方位は国土座標Ⅳ系に従っている。

5:遺構・埋土の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色帖』 (1998)に準例

した。

6:野外写真は調査担当者と大西朋子が、遺物写真 と図版作成は大西朋子が担当 した。

7:遺構の実測は橋本雄―・小玉亜紀子、遺物の実測・製図等は小玉亜紀子指示のもと、忽那理恵、

佐伯利枝、田崎真理、林頌子、松友由美が行った。

8:挿図の縮尺は縮尺値をスケール下に記 した。遺物実測図は原則 として、須恵器・土師器・石器は

1/3、 鉄器・玉類は 1/1と した。なお、縮分値はスケール下に記 している。

9:調査では下條信行、田崎博之、村上恭通 (愛媛大学)、 石野博信 (徳 島文理大学 )、 松井章 (奈良

文化財研究所 )、 多田仁、柴田圭子、松村 さを里 (愛媛県埋蔵文化財調査センター)の諸先生方

にご指導・ご教示を頂いた。記 して感謝申し上げます。

10:自 然科学分析は、伽古環境研究所に委託 した。

11:発掘調査及び報告書作成については、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターの協

力を得て実施 した。

12:本書の執筆は小玉、編集は小玉と梅木謙―が行つた。

13:本書に報告した記録類・出土遺物は松山市立埋蔵文化財センターにおいて保管されている。

14:製版 カラー図版-175線、自黒図版 -175線

印刷 オフセツト印刷

用紙 カラー図版―ニユーVマ ット菊版 93.5kg使 用

白黒図版―ニューVマ ット菊版 93.5kg使用
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第 I章 は じ め に

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯 (第 2図 )

1996(平成8)年 10月 、地権者より宅地造成に伴う埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文

化教育課 (以下、文化荻育課)に提出された。

確認願いが申請された松山市樽味 4丁 目230番地は、松山平野でも有数の遺跡地帯である『樽味四

反地遺物包蔵地』内に所在する。申請地は石手川中流域南岸に位置 し、西側には、弥生時代から古墳

時代までの集落関連遺構が多数確認されている樽味遺跡群 (樽味四反地遺跡 1～ 5次調査、樽味高木

遺跡 1～ 3次、樽味立添遺跡 1次、樽味遺跡 I～ Ⅲ次)が存在 し、南側には束本遺跡や桑原遣跡など

が存在する。

したがって、文化教育課は申請地内の埋蔵文化財の調査について協議を行った。その結果、事前に

試掘調査を実施することになった。試掘調査は1996(平 成 8)年 10月 29日 に実施 した。申請地内に 1

本の トレンチを設置 し、土層観察や遺構・遺物の確認を行った。試掘調査の結果、遺物包含層 と竪穴

式住居址、溝、土坑、柱穴などの生活関連遺構が確認された。

この結果を受け、文化教育課と申請者の二者は協議を重ね、発掘調査を実施することになった。調

査は弥生時代から中世までの集落構造の解明や、古地形 。古環境復元を主目的とし、文化教育課が

1998(平 成10)年 5月 20日 より開始 した。

(2)調査組織

調 査 地 松山市樽味 4丁 目230番地

遺 跡 名 樽味四反地遺跡 6次調査

調査期間 1998(平成10)年 5月 20日 ～同年12月 28日

調査面積 999r

調査組織 (平成10年度) 松山市教育委員会 教 育 長

事務局 局  長

次  長

次  長

教育委員会 課  長

刊行組織 (平成16年度)

〔平成17年 3月 31日 現在〕

松山市教育委員会

事務局

池田 尚郷

大野 嘉幸

岩本 一夫

丹下 正勝

松平 泰定

土居 貴美

久保 浩三

石丸  修

丹生谷博一

仙波 和典

篠原 忠人

教 育

局

企 画

企 画

企 画

課

長

長

官

官

官

長文化財課
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第1図 松山平野地形概要図 (平井幸弘氏・1993に 1部加筆)

第2図 調査地周辺の遺跡

① 樽味四反地遺跡6次

2瀬戸風峠古墳群

3文京遺跡

4若草町遺跡

5湯築城跡

6岩崎遺跡

7束本・枝松遺跡

8経石山古墳

9三島神社古墳

10畑寺古墳群

11拓南中学校・釜ノロ遺跡

12福音寺遺跡

13福音小学校構内遺跡

14久米高畑遺跡 。来住廃寺

15来住町遺跡

国土地理院
「松山北部」「松山南部」

(縮尺1/50,000)
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境環

(3)調査経過

【調査】発掘調査は 1998年 5月 25日 から重機で表土剥 ぎを開始 した。まず、試掘調査に基づいて

Ⅳ層までの掘削を行った。その後、人力で遺構の検出作業を行った。検出した遺構の記録や、遺物の

取 り上げを行 うために、愛媛大学の構内に設置されている平面直角座標Ⅳ系基準点から調査区内に座

標点を移動 し、これを基準 とした4mの方眼調査区割 りを設定 した。

遺構は、V層 を基盤 とする面で確認 した。弥生時代や古墳時代の竪穴式住居址、溝、柵、掘立柱建

物址、土器棺墓、土坑、小穴、中世の掘立柱建物l■、柵、土坑、小穴を確認することができた。つづ

いて検出状況の写真撮影を行い、遺構ごとに掘削、測量、写真撮影と調査を進めた。調査は北部から

始め、南部に進行 していった。なお、調査区南部の住居址群 5・ 6の完掘後には、床面から大型掘立

柱建物 (掘立005)の柱穴が確認された。このため、11月 19日 に調査区の完掘写真を撮影 し、その後

調査区南西部を拡張 し、掘立柱建物の規模などを調査することとなった。拡張の結果、大型掘立柱建

物・掘立005(古墳時代初頭 )、 掘立008(古代 )、 竪穴式住居址群 (古墳時代中～後期 )、 S K017(弥

生時代 )、 S K019(中 世)や小穴が確認できた。

調査区内全域の遺物は、主な遺構に限 り出土状況の測量図を作成 し取 り上げた。その他は ドット方

式 とグリッドで取 り上げた。住居址が重複関係にある地点では、複数の住居址から滑石製臼玉、ガラ

ス小玉、炭化物、灰化 した骨片などが出土 した。このため、これらの住居址埋土は採取 し、水洗作業

を試みた。

12月 15日 には南西部拡張区の完掘写真撮影を、同月22日 には掘立005の航空写真撮影と、掘立005の

柱穴 (SP6)の 土層剥ぎ取 り作業を行った。現地説明会は10月 17日 (土)と 12月 19日 (土 )の 2度

開催 した。

12月 23日 には埋め戻 しを開始 し、現場の撤収は12月 28日 に終了 した。

【現地説明会】 発掘調査中には 2度現地説明会を開催 した。第 1回 は10月 17日 (土 )に調査地の

北側の遺構を対象とし、樽味地区の古墳時代中～後期 と古墳時代初頭の集落について説明を行った。

2回 目の説明会は12月 19日 (土 )に拡張 した調査区南西部の大型掘立柱建物址 (掘立005)を 中心

に首長居館の説明を行った。

どちらの説明会にも地域の住民や考古学ファンなどが集まり、総勢220人 にも及ぶ参加者を得た。

2.環 境 (第 1～ 4図 )

【地理的環境】本調査地のある松山平野は、四国山地の北西部に位置する。平野は東を山地に西を

海岸にし、北東から南西に向かって流れる石手川、小野川、重信川などで形成された複合扇状地・沖

積低地・浜堤からなる。平野北東部には石手川があ り、高縄山から谷を抜けて西に流れる。石手川が

形成 した半径約 4 kmの 扇状地の中央付近に今回の樽味四反地遺跡 6次調査地がある。調査地は石手川

の南岸の新期扇状地面に立地する。

この地域は「樽味・桑原地区」と呼称され、松山平野有数の遺跡帯である。今回の調査地周辺には、

調査の北側0.2kmに 石手川があり、南側0.lkmの 樽味四反地遺跡 1次調査地や同遺跡 5次調査地の南側
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には弥生時代～古代の自然流路や溝が数多 く確認されている。この地は等高線で確認すると谷部にあ

たる。以上のことより、樽味四反地遺跡や樽味高木遺跡のある南北方向約0.2km幅 の付近は、自然流

路に挟まれた土地であつたことが分かつている。

【歴史的環境】ここでは、「樽味・桑原地区」の遺跡の動態を紹介する。

旧石器時代 この地域での旧石器時代の遺物は、経石山古墳で細石器、東本遺跡 4次調査地でナイ

フ形石器が出土 している。いずれも後世の遺構に混入 した遣物や表採品である。本調査地でも後期後

半期のナイフ形石器が 1点出上 している。

縄文時代 早期では束本遺跡 4次調査地で槍先形石器・石鏃・スクレイパーが出上 している。後期

～晩期になると桑原田中遺跡 1次調査地と三島神社古墳の客土から土器の出土がある。

本調査地でも、古墳時代の溝から弥生時代の遺物に混 じって晩期の上器が 1点、調査地内から3点

の土器が出土 している。

なお、この時代の後期の遺跡は石手川南岸域よりも、文京遺跡や南海放送遺跡などの城北地区に遺

跡が多 く確認されている。

弥生時代 前期～中期中葉では樽味高木遺跡 3次調査地、東本遺跡 4次調査地などで土器が出上 し

ている。中期後葉～後期は樽味遺跡 1次、樽味高木遺跡 2,3次 、桑原西稲葉遺跡 1次、樽味四反地

遺跡 2・ 3・ 4次、樽味立添遺跡 1次で竪穴式住居址、溝 といった遺構 と遺物が確認されている。こ

の時期は平野内で遺跡の数が急増 し、石手川北岸の文京遺跡では破鏡や大型掘立柱建物l■が検出され、

拠点的集落が出現 している。

古墳時代 古墳時代初頭では樽味高木追跡 2・ 3次調査地、樽味四反地遺跡 2～ 5次調査地、樽味

立添遺跡 1次調査地で竪穴式住居l■、掘立柱建物址 と遺物が検出されている。特に、樽味立添遺跡 1

次調査地からは土器の一括遺物が出土 した。

中期～後期では樽味高木遺跡 1・ 3次調査地、樽味四反地遺跡 2・ 3・ 4次調査地で多 くの竪穴式

住居址や掘立柱建物址 と遺物が検出され、桑原本郷遺跡では多量の滑石製臼玉が出土 している。また、

集落の東側丘陵部には畑寺古墳群、東野お茶屋台古墳群、集落の南側には前方後円墳である三島神社

古墳や経石山古墳がある。

この時期、樽味・桑原地区は最大級規模の古墳や多数の竪穴式住居址群が確認されてお り、平野内

で主要な地域のひとつだったことが伺える。

古代 樽味四反地遺跡 1・ 5次調査地では自然流路が検出され、樽味四反地遺跡 5次調査地では円

面硯が 4点出土 している。

中世 樽味遺跡 1・ 2次調査地では14～ 16世紀の集落が確認 されている。

なお、石手川北岸では樽味遺跡 と同時期の14世紀に、松山平野を支配 していた河野氏の築いた湯築

城l■がある。
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第3図 調査地周辺の遺跡分布図 (S=1:400)
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樽妹四反地o次調査地は

第94集 (弥生時代～古墳時代初顔編)

において調査位置に誤りがあった為
加筆修正をした。

は じ め に

調査地位置図 (S=1:250)

樽味四反地1次

諷
彦

愛
媛
大
学
農
学
部
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第Ⅱ章 調査の概要

(1)調査地の区割り 悌 5図 )

今回の調査では、調査地内を4mのグリツドに分けて作業を進めた。東から西へA～ G、 北から商

へ 1～ 11と し、呼称はAl・ A2～ G llと した。

(-2)検出遺構 悌 6図 )

検出遺構には弥生時代から中世までのものがあり、本報告書では古墳時代中期から中世までの以下

の遺構を説明する。

古墳時代中～後期 :1竪穴式住居l■37棟、掘立柱建物址 5椋、土抗 1基―。

古代 :掘立柱建物址2棟。

中世 :掘立柱建物址 5棟、柵列 4-基、土坑 l基
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基 本 土 層

(3)基本土層 い 7・ 8図 )

本調査区の基本層序は、拡張以前の東西南北の壁面 4面 と大型掘立柱建物の柱穴断面 (第 94集 。第

40図 SP6)を 利用 し、当調査区の土層堆積状況は 5層 に大別することができた。

遺構の検出はV層 (地 山)上面で行った。各層の特徴は以下である。

1  層 :現代の耕作土。調査地点は二毛作を行ってお り、調査直前は小麦を栽培 していた。厚さは

18cmを測る。暗灰黄色 (2.5Y4/2)の粘質土。

H一①層 :調査区の北西部と南部の一部とに分布する。灰褐色系 (中世)の柱穴が掘り込まれている。

褐灰色 (10Y R5/1)に 、明赤褐色 (5YR5/8)力ⅥOO/o入 る。粘性が強い。遺物包含層。

H一②層 :調査区全域に分布し、Ⅱ―①層と同様に中世の灰褐色系柱穴が掘り込まれている。灰責褐

色 (10Y R4/2)に 、褐灰色 (10Y R5/1)力XO°/o入 る。粘性が強い。遺物包含層。

lll  層 :調査区全域に分布し、暗褐色系の柱穴が掘 り込まれている。黒褐色 (10Y R2/3)と (10

Y R2/2)と が500/0ず つ入る。粘性が強い。遺物包含層で、Ⅳ層と土色 。質が類似 してい

る。

Ⅳ  層 :調査区の南部に分布 し、古墳時代中～後期の住居址や掘立005な どが掘 り込まれる。極暗

褐色 (7.5Y R2/3)に 、褐灰色 (10Y R5/1)が200/O入 る。直径 1～ 2 cn4大 の長石や石英

が多量に入る上である。やや粘質土だが、 I～ Ⅱ層に較べてパサパサしている。遺物包含

層。

V―①層 :い わゆる地山にあたり、調査区全域にある。褐色 (7.5Y R4/6)に 、黒褐色 (10Y R2/2)

が20%入 る。粘質上で、直径 1～ 2 cm大の長石や石英が多量に入る。Ⅳ層同様にパサパサ

している。無遺物層。

V―②層 :調査区全域に分布し、無遺物層で、砂層になる。灰黄褐色 (10Y R4/2)。 標高38.00m前

後でV一①層から漸次的に変わる。なお、V一②層～V一④層は図化していない。

V―③層 :無遺物層で、砂層。褐灰色 (10Y R6/1)で、直径10cm未満の河原石を多く含む。

V一④層 :無遺物層で、砂層。掲灰色 (7.5Y R6/1)で、直径 5 cm未満の河原石を少量含む。
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第Ⅲ章 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代中 。後期には、竪穴式住居址37基、掘立柱建物址 5棟、土坑 1基がある。以下、遺構ごと

に事実報告をする。

1.竪貞式住居址

古墳時代の竪穴式住居址 (SB)は37基確認でき、その殆どが7カ 所で密集して検出した。そこで

報告では各密集を「群」と呼称し報告する。

(1)第 1群竪京式住居址 (第 6・ 9図、図版3)

第 1群は調査区の北東部、Al～ 4、 Bl～ 4、 Cl～ 4区 に位置 し、隅九方形の竪穴式住居址10

基を検出した。また、第 1群は3つ の小群「 a」 。「 b」 。「 c」 に分けられ、各小群は同地′点で連

続的に推移するものと判断している。各小群内の切 り合い関係 と時間的推移は以下である。

a i S B006→ S B 005→ S B 004

b i S B012→ S B 010→ S B011→ S B 009→ S B008

c i S B002→ S B 001

また、 a・ b・ cの切 り合い関係は、 c tt S B002が att S B004・ b tt S B 008を 切っていること

から、 c群は a・ b群 より新 しい。さらにb tt S B008は attS BO髄 を切るため、 b群は a群 より新

しいと判断している。以下、古い住居群の a群→ b群→ c群の順序で説明して行 く。

S B006(第 9図、図版 3)

S B 006は 調査区の北東部、C3・ 4区 に位置 し、 S B 005。 S B 004・ 掘立003に切 られる。 SB

005。 S B 004・ S B 009・ S B010と 同じ方位をとる。残存状況は良くない。平面形態は隅九方形で、

規模は南北検出長5.20m、 東西検出長1.76m、 深さ0.10mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP⑩の 1本 を確認 した。四本柱構造と考えられるが、他の柱穴は確認出来

なかった。平面形態は不整形な円形で、直径0.16mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋

土は暗褐色粘質上である。周壁溝は西壁に僅かに確認できる。断面形態は皿状で幅0.10m、 深さ0.02

mである。

住居に係わる土は貼床土を確認 した。褐色粘質土と焼土塊とが含まれる。

遺物の出土状況 :土師器片・須恵器片の小片が全域から出土 したが、実測可能な遺物はない。

時期 :S B 006で は時期を詳細に示す遺物はない。切 り合い関係では S B 004と S B 005よ り古い遺

構である。以上のことより、 S B 006は 上限を古墳時代初頭以後にし、下限を古墳時代 5世紀末～ 6

世紀初頭 (I-5段階)以前にする住居址である。
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13暗掲色土(7 5YR314)+焼 土塊+炭化物〔SB005〕
14灰掲色土(7 5YR6/2)〔 SP埋土〕    0

X92850
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竪穴式住居址

S B 005(第 9図、図版 3)

S B005は 調査区の北東部、B3・ 4～ C3・ 4区 に位置 し、 S B 001・ S B 002・ S B004・ 掘立

003に 切 られ、 S B 006を 切る。なお、第 2群竪穴式住居址の S B014と のその切 り合いは判断出来な

かった。上記 した S B 004・ S B009,S B010と ほぼ同じ正方位 となる。残存状況は良 くない。平面

形態は隅丸方形で、規模は南北検出長5.00m、 東西検出長4.50m、 深さ0.06mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP④～⑩の4本からなり、平面形態は円形と不整形な円形で、直径はSP
④ O.19m、 sP⑫ O.12m、 SP⑬ O。 17m、 SP⑩ O.22mを測 る。柱痕跡 は SP⑭ で直径 0.10mで あ る。

主柱穴の埋土は、SP⑩・⑩が灰褐色粘質土と直径0,01m大のV一①層を10°/。 含み、SP⑦・⑬は灰

褐色粘質土である。周壁溝は西壁に巡 り、埋土は暗褐色粘質上である。断面形態は皿状で幅0,05～

0,08m、 深さ0.041■ を測る。

住居に係わる土は貼床土を確認した。暗褐色粘質上、焼土塊、炭化物が含まれる。

遺物の出土状況 :土師器・須恵器の小片が全域から出土したが、実測可能な遺物はない。

時期 :S B 005で は時期を詳細に示す遺物はない。切 り合い関係では、 S B 006よ り新 しく、SB
004よ り古い遺構である。以上のことより、 S B 005は 上限を古墳時代初頭に、下限を古墳時代 5世紀

末～ 6世紀初頭以前にする住居址である。

S B004(第 9図、図版 3)

S B 004は調査区の北東部、B3・ 4～ C3・ 4区に位置し、 S B 001・ S B 002・ S B 008・ SA
004に 切られ、 S B011・ S B 012・ S B 005'S B006を 切る。平面形態は隅丸方形で、規模は南北長

5,66m、 東西検出長4.20m、 深さ0.14mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、SP④～⑮の 3本からなり、四本柱構造と考えられるが、残る 1基の柱穴

は確認出来なかった。平面形態は不整形な円形で、直径はSP⑬・⑭O。 17m、 SP⑮O.19mを 測る。

柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は、SP⑬が黒褐色粘質土と直径0,02m大のV一①層を

300/O含み、SP⑭は褐灰色粘質土と直径0.02m大 のV―①層を10%含み、SP⑮は黒褐色粘質土であ

る。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認 し、埋土は黒褐色粘質土、焼土塊、炭化物が含まれる。貼床

土は暗褐色粘質土とにぶい褐色粘質土 とが10%程度含まれる。

遺物の出土状況 :土師器・須恵器の小片が全域から出土 したが、実測可能な遺物はない。

時期 :S B 004で は時期を詳細に示す遺物はない。切 り合い関係ではS B011・ S B 005・ S B 006よ

り新 しく、 S B 008。 S B 001,S B 002よ り古い遺構である。以上のことからS B 004は 、上限が古墳

時代初頭以後 となり、下限が古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段 階)の S B 008以前の住居に

なる。
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古墳時代の遺構 と遺物

S B 012(第 9図、図版 3)

S B012は調査区の北東部、Al・ 2～ Bl・ 2区 に位置 し、 S B004・ S B008・ S B010・ SB
011・ S B 009・ 掘立012・ S A004に切られ、 S D001,S A001,S A002を 切る。なお、掘立003は そ

の切 り合いを判断出来なかった。 S B 008と 主軸をほぼ同じくし、その直下に位置するために遺構の

大部分を削平 されている。平面形態は隅九方形で、規模は長軸東西6.70m、 短軸南北検出長5.30m、

深さ0,06mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP⑤・⑥・⑦ の 3本からなる。四本柱構造と考えられるが、南西部の柱

穴は確認出来なかった。平面形態は円形と楕円形で、SP⑤O.34m、 SP⑥O.30m、 SP⑦O.28mを

測る。柱痕跡はSP⑦で直径0。 12mを測る。主柱穴の埋土は、SP⑤・⑦が褐灰褐色粘質上にV―①

層を50/O含 み、SP⑥は褐灰色粘質上であった。周壁溝は南・西壁に僅かに巡り、断面形態は皿状で

幅0。 16m、 深さ0.04m、 埋土は暗褐色粘質土である。東壁では直径0.06～ 0。10mの小穴が並ぶ。

住居に係わる土は貼床土を確認し、暗褐色土と焼土塊とが含まれ、床面全域で厚さ0.02mを 測る。

遺物の出土状況 :土師器・須恵器の小片が全域から出土したが、実測可能な遺物はない。

時期 :S B012で は時期を詳細に示す遺物はない。切 り合い関係ではS D001・ S A001,002よ り新

しく、 S B 010と S B oo4よ り古い遺構である。以上のことから、 S B012は 上限が古墳時代初頭以後

で、下限が古墳時代 5世紀末～6世紀初頭 (I-5段階)以前となる。

S B 010(第 9図、図版 3)

S B 010は 調査区の北東吉Б、A4～ B3・ 4区 に位置 し、 S B 001。 S B 002・ S B004・ S B 008・

S B011・ 掘立012・ S A004に切 られ、 S B012を切る。なお、掘立003と の切 り合いは判断出来なか

った。 S B 008・ S B 009の 直下に位置するために遺構の大部分は削平 されてお り、残存部分は南半分

となる。平面形態は隅九方形で、規模は東西5.80m、 南北検出長3,70m、 深さ0,28mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP①の 1本からなる。四本柱構造と考えられるが、他の柱穴は確認出来な

かつた。平面形態はやや不整形な円形で、直径0,26mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の

埋土は、褐灰色粘質土にV一①層を5%含む。周壁溝は西壁に僅かに巡 り、埋土は暗掲色粘質土であ

る。断面形態は皿状で幅0.08m、 深さ0.04mである。北 。南 。東壁では確認出来なかった。

住居に係わる土は暗褐色粘質上、焼土塊、炭化物があり、埋土と貼床土との判別は出来ていない。

遺物の出土状況 :土師器・須恵器の小片が全域から出土したが、実測可能な遺物はない。

時期 :S B 010で は時期を詳細に示す遺物はない。切 り合い関係ではS B012よ り新しく、 S B 004

とS B ollよ り古い遺構である。以上のことから、 S B010は上限が古墳時代初頭以後で、下限が古墳

時代 5世紀末～6世紀初頭 (I-5段階)以前の住居である。
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竪穴式住居l■

S B011(第 9図、図版 3)

S B011は、調査区の北東部、B2・ 3～ C2・ 3区 に位置 し、住居址の北側は調査区外にいたる。

S B 001・ S B002・ S B 004・ S B 008に 切 られ、 S B 012。 S D001・ S△ 001・ 002を 切る。なお、掘

立003と の切 り合いは判断出来なかった。 S B 008の 直下に位置するために、遺構の大部分は削平され

ている。平面形態は隅丸方形で、規模は東西検出長5.70m、 南北検出長5。36m、 深さ0。 12mを測る。

住居の主柱を構成する柱穴はSP③～⑫の4本からなり、平面形態は不整形な円形で、直径はSP
⑨O.24m、 SP⑩O.34m、 SP①は0.25m、 SP⑫は0.21mで ある。 柱痕跡はSP③で直径約0.05m、

SP⑩で0.06mの 痕跡を確認した。主柱穴の埋土は、SP⑨・⑩・⑫が黒褐色粘質土に明褐色粘質土

を10%程度含み、SP①が黒褐色粘質土と暗褐色粘質土を500/Oずつ含む。

住居に係わる土は埋土と貼床上がある。埋土は暗褐色粘質土、貼床土は暗褐色粘質土に、にぶい掲

色粘質上が入り、厚さ0.1～ 0.2mで、床全面に貼られる。出土遺物は実測可能なものがない。他に埋

土ないし貼床から炭化物のモモ核が 6点出土している。

時期 :S B011で は時期を詳細に示す遺物はない。切 り合い関係ではS B010よ り新しく、 S B 004

とS B 009よ り古い遺構である。以上のことから、 S B011は上限が古墳時代初頭以後で、下限が古墳

時代 5世紀末～6世紀初頭 (I-5段階)以前の住居である。

S B 009(第 9図、図版 3)

S B 009は 調査区の北東部、A2,3～ B2・ 3区 に位置し、S B 008。 掘立012・ S A004に 切られ、

S B 010を 切る。なお、掘立003と の切り合い関係は判断できなかった。 S B 010と 主軸を同じくし、

S B 010・ S B 008の 直下に位置するために遺構の大部分は削平されており、残存部分は南東コーナー

に限られる。平面形態は隅九方形で、規模は東西検出長2.22m、 南北検出長0.48m、 深さ0.21mを 測

る。

主柱を構成する柱穴は、SP⑮～②の 4本からなり、平面形態は不整形な円形で、直径はSP⑮
O.24m、 SP④O.30m、 SP②O.26m、 SP②O.22mで、柱痕跡は全て確認出来なかった。主柱穴の埋

土はSP⑮～②が暗褐色粘質土である。

住居に係わる土は埋土ないし貼床土の土が暗褐色粘質土、焼土塊、炭化物が含まれる。

遺物の出土状況 :土師器・須恵器の小片が全域から出土したが、実測可能な遺物はない。

時期 :S B009で は時期を詳細に示す遺物はない。切 り合い関係ではS B010よ り新しく、 S B 008

(I-5段階)よ り古い遺構である。したがって、 S B 009は 、上限が古墳時代初頭以後、下限が古墳

時代 5世紀末～6世紀初頭 (I-5段階)の住居である。
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古墳時代の遺構 と遺物

S B 008(第 9図、図版 3)

S B 008は 、調査区の北東部、Al。 2～ Bl・ 2区 に位置 し、住居の北側は調査区外にいたる。

第 1群竪穴式住居l■の中では、新 しい遺構の一つで、篭 も残存する比較的残 りの良い遺構である。 S

B002・ 掘立012に 切 られ、 S B 004。 S B 009。 S B011・ S B010。 S B 012・ S D001を 切る。平面形

態は隅九方形で、規模は長軸東西6.50m、 短軸南北5.60m、 深さ0.24mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP①～④の4本からなり、平面形態は円形で、直径はSP①O.18m、 SP

②O.26m、 SP③ O.26m、 SP④O.30mと ばらつきが見られる。柱痕跡は全て確認出来なかった。主

柱穴の埋土はSP①～④が暗褐色粘質上であり、SP③から須恵器片が 1点出土している。周壁溝は

南の一部・西壁で巡り、断面形態は、皿状で幅0.08～0.20m、 深さ0.08mである。西壁周壁溝中には

直径0.08mの 小穴が不規則に9基並ぶ。東壁では確認出来ていない。周壁溝の土は、上部で暗掲色土

に焼土塊と炭化物とが混じり、下部では暗褐色粘質土に黄橙色粘質上が含まれる。造り付けの竃を住

居北壁面の中央部で検出している。電上部の残存は良くないが、床面を僅かに掘 り窪めており、中央

部付近からは「支石」と考えられる石が出土している。

住居に係わる土は、埋土と貼床土を確認している。埋土は暗褐色粘質土に焼土塊と戊化物が含まれ

る。貼床土は極暗褐色粘質土に焼土塊が含まれ、床面の西半分域で厚さ0.08～ 0。 10mである。

遺物の出土状況 (第 10図、図版 9):出土遺物は主柱穴、埋上、検出面付近から出上している。主

柱穴の遺物はSP③出土の 1に限られる。須恵器の杯蓋で、柱穴埋土か柱痕跡かは不明である。埋土

出土遺物は2～ 8で、住居址南半分の床面直上で出上した。埋土からは握 り拳大の礫も多く出土して

いる。検出面付近で出土した4は、主柱穴 SP③の検出面にあたり、主柱穴出土の遺物の可能性も考

えられる。

時期 :埋土出上の 2は、 S B 008が廃絶した直後の時期を示す可能性のある遺物で、切 り合い関係

からはS B 004・ S B 009・ S B011・ S B 010。 S B 012・ S D001よ り新しく、 S B 002・ 掘立012よ り

も古い遺構である。古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段階)に比定できる。

S B 002(第 9・ 11・ 12図 、図版 3)

S B 002は 調査区の北東部、B3・ 4区 に位置し、 S B 001・ 掘立012・ S A004。 S K001,S K002

に切られ、 S B 008,S B 010。 S B011・ S B012・ S B 004。 S B 005を 切る。主軸はS B 001と 同じ

であり、西隣部分に位置するため大部分は削平されている。平面形態は隅九方形で、規模は長軸南北

4.40m、 短軸東西3.70m、 深さ0.24mを 測る。

主柱を構成する柱穴は検出していない。周壁溝は西壁に僅かに巡り、断面形態は皿状で幅0.10m、

深さ0.04mを 測る。北・南壁では確認出来ていない。住居址西側の壁面中央部では焼土の範囲を確認

した。焼土の範囲は東西検出長0.60m、 南北検出長048m、 深さ012mで、埋土の上面で検出された。

竃の痕跡と考えられる。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認し、埋土は黒褐色粘質上に直径0.01m大 のブロックの焼土塊

と炭化物とが含まれる。貼床土は暗掲色粘質土、褐色粘質土、黒褐色粘質上が含まれ、床面全域で厚

さo。 10mを測る。
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古墳時代の遺構 と遺物
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遺物の出土状況 (第 12・ 14図):出土遺物は埋土、焼上の範囲から出土している。埋上の遺物は床

面直上で、土師器 。須恵器の小片が出土 し、28・ 29。 31がある。焼上の範囲からは30。 32・ 33が出土

している。32は 亀の「支石」と考えられる。30,33は焼上の範囲から出土 していながら、 2次焼成は

受けていない。

時期 :28は S B 002埋 土出土品で、コー 2・ 3段階に比定できるが、 S B 002は S B 001(Ⅱ -1段

階)よ り古い遺構である。以上のことから、 S B 002の廃絶時期はS B 001の 古墳時代 6世紀前半

(Ⅱ -1段階)以前と考えられる。
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竪穴式住居址

Luo,98=1 V-lV
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(S=1180)

第司2図  SB001・ 002遺物出土状況図

S B 001(第 9,11・ 12図、図版 3)

S B 001は調査区の北東部、A3・ 4～ B3,4区 に位置し、掘立012。 S K001。 S K002に 切られ、

S B 002,S B010を 切る。平面形態は隅九方形で、規模は長軸東西4.75m、 短軸南北4.40m、 深さ

0.40mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP④～②の4本からなり、平面形態はやや不整形な円形で、直径0.16～

0.18mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は、SP④ o② o②が灰褐色粘質土に直径

0.01m大のV―①層を150/O含 み、SP④は灰褐色土 (7.5Y R4/1)である。周壁溝は南壁に僅かに巡

り、断面形態は皿状で、幅0。 10～ 0.18m、 深さ0.04mである。北 。東・西壁では周壁溝は確認出来な

かった。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認し、埋土は灰褐色粘質上で褐色粘質土が直径0.01～ 0.02m大

のブロックで 50/O程 度入り、焼土塊も含まれる。貼床土は灰褐色土で褐色上が直径0,05～ 0,07m大の

ブロックで700/O程度含まれ、床面全域で厚さ0.05～ 0.10mを測る。

騒③了it,0鼻1
五yく 0

O 
υ
tt sB。

。1 。  O

畠・ィ縁騨
∴堵 ?様

ο
レ
鍮

-21-



古墳時代の遺構 と遺物

第13図  SB001出土遺物実測図
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竪穴式住居址

―
‐

　

ド

(S=1:3)

第14図 SB002出 土遺物実測図

遺物の出土状況 (第 12・ 13図、図版 9):遺 物は埋土、貼床、 トレンチ・検出面付近から出上 して

いる。埋上の遺物は床面直上とやや浮いた状態で、土師器片・須恵器片が全域から出上 した。握 り拳

大の礫 も多 く出土 している。埋土から出土 した遺物は 9。 12,16。 18・ 20。 21・ 23～ 27である。16は

土師器甕形土器で住居址北東コーナーの床面直上で出土 した。23は土師器甑形土器の把手で、住居址

南西コーナー付近の床面直上にて出土 した。貼床では■・13・ 15が出土 した。 トレンチ・検出面付近

では10。 14・ 17・ 19。 22が出土 した。10は須恵器杯蓋の完形品で、住居址中央部からやや北の検出面

付近で出上 し、天丼部を上にしていた。19の土師器甕形土器は住居址西側の検出面付近で、 S B 001

とS B 002の 境部分で出土 した。

時期 :埋土出上の 9・ 10。 12は 、S B 001が廃絶 した直後の時期を示す遺物であり、切 り合い関係

では S B 002よ り新 しく、掘立012・ S A004よ り古い遺構である。以上のことより、 S B 001の 廃絶時

期は古墳時代 6世紀前半 (Ⅱ -1段階)に比定できる。
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古墳時代の遺構 と遺物
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第刊5図 第司群竪穴式住居l■ 出土遺物実測図
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竪穴式住居址

第 1群竪水式住居址出土遺物 (第 15図、図版 9)

S B 004、 S B 005、 S B 006、 S B 009、 S B 010、 S B011、 S B O12の 調査では、検出面での切 り

合い関係を判別するのが難しく、遺物はグリッドで取 り上げをした。

出土遣物には、須恵器、土師器、石製品、玉類がある。34～ 42は須恵器である。34～ 37は杯蓋で

34・ 35は古墳時代 6世紀中頃、36・ 37は古墳時代前半。38は杯身、39は高郭で、古墳時代 5世紀中頃。

40は 重形土器の日縁部で、古墳時代 6世紀後半～ 7世紀初頭頃。41は三又は器台の口縁部で、古墳時

代 6世紀代頃である。421よ 有蓋高杯の蓋。43～ 51は土師器で、43～46は奏形土器の口縁部である。

47・ 48は碗形土器、49・ 50は高杯形土器、51は 甑形土器の把手である。52・ 53は石製品で、52は柱状

片刃石斧の破損品で、扁平片刃石斧に二次加工する際の研磨段階資料。53は ナイフ形石器で、後期旧

石器時代後半期に比定される。住居に直接関わる遺物ではなく、流れ込みである。54・ 55は 玉類で、

ともに石製の臼玉である。

(2)第 2群竪穴式住居址 (第 6・ 16図、図版2・ 5)

第 2群は調査区の東部中央、A4～ 6、 B4～ 6、 C4～ 6区に位置し、隅丸方形の竪穴式住居址が

3基 (S B 003・ S B016。 S B 014)と 焼土 (焼± 1)を 1基検出した。切り合い関係からは古い遺

構から新しい遺構へS B003→ S B016→ S B014→焼± 1の順序となる。

なお、調査時に玉類が多量に出土したことから、埋土と貼床の上を採取し、水洗作業した。その結

果、多量の玉類、種子を含む炭化物、焼けて灰化した骨類、鉄器類が出土した。炭化物の種類につい

ては第Ⅷ章自然科学分析に記載している。

S B016(第 16図、図版 2・ 5)

S B 016は 調査区の北東部、A5・ 6～ B5。 6～ C5・ 6区 に位置し、 S A004・ 焼± 1,SB
O14に 切られ、 S B 003を 切る。平面形態は南側がやや広がる隅丸方形で、規模は長軸南北7.38m、 短

軸東西6。 98m、 深さ0.28mを測る。

主柱を構成する柱穴は、SP①～④の4本からなり、平面形態はやや不整形な円形で、SP①O.30

m、 SP②O.23m、 SP③O.28m、 SP④O.24mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土

は、SP①・②・④が灰褐色粘質土と褐灰色粘質土を含み、SP③が灰褐色粘質土を含む。周壁溝は

北 。南 。東壁に巡り、断面形態はいずれも皿状で幅0.05～ 0.1lm、 深さ0.08～ 0.12mで ある。SP④か

ら遺物が 1点出土している。西壁では幅0.12～ 0.34mの小穴が連続する。北 。西壁の周壁溝はS B016

と同じ位置にあるため、 S B 016の周壁溝かS B 003の周壁溝かは判断出来ていない。北壁中央付近で

は竃の痕跡を1基、住居の南西部では間仕切り溝を1条確認した。竃はS B 016の 底面を掘 り込んで

おり、規模は長軸南北0.46m、 短軸東西0.42m、 深さ0,06mを 測る。篭埋土には灰褐色粘質上、焼土

塊、炭化物が多量に含まれている。間仕切り溝は断面形状が皿状で、検出長0.47m、 幅0,12mを 測る。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認した。坦土は黒掲色粘質土と褐色粘質土、特に南側では直径

0.20m以下の風化した自然礫が多量に含まれている。貼床は黒褐色粘質土と掲色粘質土とが含まれる。
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1 黒掲色土(7 5YR3/1)十 掲色土風化礫が大量に入る。〔S8016埋土〕
2灰掲色土(7 5YR4/2)〔SB016周壁〕
3黒褐色土(7 5YR3/1)十 掲色土(7 5YR4/6)〔SB01観占床〕
4黒褐色土(7 5YR3/1)+焼 土塊+炭化物〔SB016焼土層〕
5黒褐色土(7 5YR3/1)十 焼土塊〔S8016貼床〕
6灰褐色土(7 5YR6/2)+焼 土塊+炭化物〔SB016土坑〕
7暗褐色土 (7 5YR3/4)十 褐色土 (7 5YR4/6)〔 S8003埋土か貼床〕
8暗褐色土(7 5YR3/4)+褐 色土 (7 5YR4/6)7よ り掲色土が多い。〔SB003貼床〕

L==3840m

L=3840m

9掲灰色土 (7 5YR4/2)〔SB004貼床〕
10灰褐色土 (7 5YR4/2)〔 SB016主桂穴〕
11褐灰色土(7 5YR5/1)+掲 色土(7 5YR4/6)〔S8016主柱穴〕
12黒褐色土 (7 5YR3/1)〔 SB003主柱穴〕
13黒褐色土(7 5YR3/1)+掲 色土 (7 5YR4/6)〔 S3003主柱穴〕
14極暗褐色土(7 5YR2/3)〔SP埋土〕
15 黒褐色」i(7 5YR3/1)〔 SP埋土〕

0                         4m

(S=1:80)

第16図 第2群竪穴式住居l■ (SB003・ 016)測量図

遺物の出土状況 (第 17～24図 、図版10):遺物は埋土、貼床、埋土～貼床、主柱穴、竃から出土 し

ている。埋土からは検出面と床面直上全域とで多量の須恵器、土師器、石製品、玉類、鉄製品、灰化

した骨類、炭化物が出土 した。
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竪穴式住居址

(S=1:80)

第17図 SB016遺物出土状況図

埋上の遺物は56・ 58～ 140である。56・ 58～ 64は須恵器、65～ 77は土師器、78～ 88は 石製品と自然

石、89～ 91は鉄製品、92～ 140は玉類である。図化 していない灰化 した骨類や炭化物 もある。この内、

58・ 59・ 60。 63～ 68・ 77・ 80～ 84は床面出上の遺物である。58は須恵器杯身の完形品で、住居中央

部で口縁部を上にして検出された。59の須恵器杯身 1点 も同様の状態で検出された。63・ 82・ 83は住

居南側で検出し、64・ 66・ 67は住居北側中央部で密集 して検出した。65は土師器甕形土器で、住居南

西コーナー部分で口縁部が下になり検出された。89～ 91は鉄製品で、水洗作業をした埋土から出上 し

た。92～ 140は 玉類で、92が弱瑞製勾玉 (1点 )、 93～ 133が石製臼玉 (41点中99の 1点が赤色チャー

ト製)、 134～ 136がガラス製小玉 (3点 )、 137は ガラス製の粟玉 (1点 )、 138～ 140が土製丸玉 (3点 )

である。玉類のうち92の嗚瑞製勾玉と133の 臼玉は住居南東部の遺構検出時に出上した。その他は水

洗作業を行った埋土から出土したものである。また、水洗作業を行った埋土からは灰化した骨類を約

100点 と多量の炭化物が出土した。採取された種類は黒変したタイ類の歯36点、魚類骨片 1点、ほ乳

類の四肢骨 7点、ほ乳類の骨片10点、不明44点である。
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古墳時代の遺構 と遺物

貼床の遺物は141～209で 、141は須恵器、142・ 143は土師器、1441よ 石製品、145～ 1491ま 鉄製品、

150～ 209は玉類で、図化 していない灰化 した骨類と炭化物がある。この内、水洗作業を行った埋土か

ら出土 した遺物は145～ 149の 鉄製品、150～ 209の玉類、灰化 した骨類97点、炭化物である。鉄製品

147～ 149は 鉄製の針である。玉類は、150が馬瑞製勾玉の未製品 (1点 )、 151～ 201が臼玉 (51点 )、

202～208がガラス製小玉 (7点 )、 209が土製九玉 (1点)である。灰化 した骨類には黒変 したタイ類

の歯61点 、タイ類の歯 ?2点、タイ類の前上顎骨 1点、タイの歯 1点、イワシ類椎骨 1点、魚類骨片

2点、イノンシの臼歯 3点、ニホンジカの臼歯 2点、ニホンジカ・馬・牛などの臼歯 2点、ほ乳類の

頭蓋骨 1点、ほ乳類の四肢骨 9点、ほ乳類の助骨 2点、ほ乳類の歯 6点、ほ乳類の歯 ?1点、ほ乳類

の骨片32点 、カエルの四助骨 1点、不明24点 がある。また、多量の炭化物が出土 している。

埋土ないし貼床の遺物は210～ 230。 233～ 241で ある。213は 結晶片岩製勾玉、2141よ 碧玉製管玉、

215～ 229。 233～ 241は臼玉、2301ま ガラス小玉である。竃の遺物は231と 232である。231は出土地点が

特定されず、篭に直接伴うかは分からない。232の支石で、平らな面を上にして竃中央に立てられて

いた。主柱穴の遺物はSP④から出上した57で ある。

時期 :坦土出上の56・ 58～ 64は S B 016が廃絶した直後の時期を示す遺物であり、切り合い関係か

らはS B 003よ り新しく、 S B014・ 焼± 1よ り古い遺構である。以上のことから、 S B 016の 廃絶時

期は古墳時代 6世紀前半 (Ⅱ -1段階)に比定できる。

S B 003(第 16図、図版 2・ 3)

S B 003は 調査区の東部中央、A5,6、 B5,6、 C5・ 6区 に位置し、 S B014。 S B016・ 焼

± 1に切られる。上記したS B014・ S B016と 主軸を同じくし、その直下に位置するために残存状況

は良くない。平面形態は隅九方形で、規模は長軸南北 6.62m、 短軸東西6.10m、 深さ0.04mを測る。

主柱を構成する柱穴は、SP⑤～③の4本からなり、平面形態は円形で、 S P⑤O.29m、 SP⑥

O.29m、 SP⑦O.26m、 SP③O.37mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は、SP⑤

が黒褐色粘質土を含み、SP⑥が黒褐色粘質土と褐色粘質土を含み、SP⑦・③が極暗褐色粘質土を

含む。周壁溝は北・南 。東壁に巡り、断面形態はいずれも皿状で幅0.05～ 0.21m、 深さ0.08～ 0.12mで

ある。西壁は幅0.12～ 0.34mの 小穴が連続する。北・西壁の周壁溝はS B 016と 同じ位置にあるため、

S B 016の周壁溝か S B 003の周壁溝かは判断出来ていない。

住居に係わる土は、埋土か貼床かが判別出来なかった土と、貼床上を確認した。前者は暗褐色粘質

土と褐色粘質土が含まれ、床面全域で厚さ0.08～ 0。 12mを測る。貼床土は暗褐色粘質土と褐色粘質土

が含まれている。

遺物の出土状況 :遺物は埋土か貼床土かが判別出来なかった土から、焼けて灰化した黒変したタイ

類の歯 2点、エイ類 ?の椎骨 1点、ほ乳類の四肢骨 2点、ほ乳類の骨片24点、不明多数と炭化物が出

上している。

時期 :S B 003は遺物は出土していない。遺構の切り合い関係では、 S B 014・ S B 016・ 焼± 1よ

り古い遺構である。以上のことから、 S B 003は 下限が古墳時代 5世紀末～6世紀初頭 (I-4・ 5

段階)の S B 014以前の住居である。
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竪穴式住居址

SP④ :57

0          5         10cm

(S=1:3)

第18図 SB016出土遺物実測図 (1)
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古墳時代|の 遺構と遺物

第19図  SB016出 土遺物実測図 (2)
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第21図 SB016出土遺物実測図 (4)
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竪穴式往居l■

O      S      10cm

(S=1:3)
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第22図 SB016貼床部出土遺物実測図 (1)
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古墳時代の遺構と遺物

S B 014(第28図 、図版 2・ 5)

S B014は調査区の東部中央、B4・ 6、 C4・ 5区 に位置 し、 S B 016,S B 003・ 焼± 1を 切る。

なお、第 1群の S B005と の切 り合いは判別出来ていない。平面形態は隅九方形で、規模は長軸東西

3.80m、 短軸南北3.40m、 深さ0.08mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP①～④の4本からなり、平面形態はSP①・③ o④が円形で、SP②隅

丸方形である。直径はSP①O.30m、 SP② o③
O。 18m、 SP④O.15mで ある。柱痕跡はSP①で直

径0.06mの 痕跡を確認した。主柱穴の埋土は、SP①・④が灰褐色粘質土に直径0.01m大 のV一①層

を 50/O含み、SP② o③が灰褐色粘質上に直径0.01m大 のV―①層を10%含む。周壁溝は北・西 。東

壁に巡 り、断面形態はいずれも皿状である。西壁の周壁溝は2条あり、幅0。 18～ 0.32m、 深さ0.12～

0.14mで ある。北壁は幅0.12～ 0.34mの小穴が連続する。

内部施設には、住居北壁面の中央部で造 り付けの篭を検出している。竃上部の残存状況は良くない。

床面は長軸南北0.83m、 短軸東西0.81mの楕円形に掘 り窪めていた。竃埋土は2層確認でき、上層の

第 1層 は暗褐色粘質土に橙色粘質土、直径0.05～ 0.30m大の橙色粘質上が50%程度、粘土塊が含まれ、

下層の第 2層 は暗褐色粘質土に直径0.20～ 0.30m大 の橙色粘質土力詑0°/O程度と粘土塊とが含まれる。
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第23図  SB016貼床部出土遺物実測図 (2)
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竪穴式住居址

住居に係わる土は貼床上を確認した。貼床土は暗褐色粘質土に直径0,02～0.03m大のブロツク状の

にぶい褐色粘質土力YO%程度含まれる。

遺物の出土状況 (第28`29図 )i遺物は貼床から258～263と 、水洗作業を行った土から焼けて灰

化したイノシシの肩甲骨1点、ほ乳類の骨片 l点カド出土している。

時期 :貝占床出上の258。 259は、S B014が建てられた時期を示す遺物である。したがって、S B 014

の時期は古墳時代 5世―紀後半～6世紀前半 (I-4・ 5段階～■-1段階)に なる。
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第24図 SB016埋土ないし貼床部出土遺物実測図 (1)
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古墳時代の遺構 と遺物

第 2群竪穴式住居址調査時出土の遺物 (第 26・ 27図 )

第 2群竪穴式住居址の遺構検出時にトレンチや検出面で出上した遺物には242～ 257がある。

S B016な いしS B 003か ら出土した遺物は242～254で、242は須恵器高台付杯身、243は高台付の緑

釉土器、246は ミニチュア土器の支脚と考えられる。248～2Mは玉類で、248～ 253は石製の臼玉、254

は土製九玉である。

S B016な いしS B014か ら出土した遺物で、255～257は石製臼玉である。

焼± 1(第 28図 )

焼± 1は調査区の北東部、A4・

の上にある。平面形態は楕円形で、

0.02～ 0.26m掘 り込む。

5～ B4・ 5区 に位置し、S P0821こ 切られ、S B 016,S B 003

規模は南北検出長2.02m、 東西検出長1.17mを 測り、V一①層を

" (S=1:1)

カマ ド:231・ 232

埋土ないし貼床部 :233～ 241

第25図  SB016カ マ ド・埋土ないし貼床部出土遺物実測図 (2)
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竪穴式住居址
キ

焼± 1に係わる土は 4層確認 した。第 1層 は浅黄橙色粘質土 と焼土塊 とが含 まれ、第 2層 はにぶい

橙色粘質土 と焼土塊 とが含 まれ、第 3層 は灰褐色粘質土 と焼土塊 とが含 まれていた。いずれの層 も焼

土塊が多量に含 まれていた。第 4層 は黒褐色粘質上で、焼土塊は含 まれない。

遺物の出土状況 (第 28・ 30図):遺物には第 2・ 3層出土品と水洗作業を行った土から灰化 した骨

片がある。第 2層からは検出面で土師器 。須恵器の小片が出土しているが、小片のため実測 していな

い。第 3層 では264～ 268が出土 し、264・ 265,268が検出面での出土品である。268は焼± 1中央部や

や北側に位置する。灰化 した骨片には、ほ乳類の四肢骨片 1点、ほ乳類の骨片 4点、カエルの四肢骨

1点がある。

時期 :第 3層出土の264・ 265か ら古墳時代 6世紀後半 (Ⅱ -4段階)に比定できる。

を43

(S=1:3)

SB003・ 016出 土遺物実測図
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側
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第27図  SB014・ 016出 土遺物実測図
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古墳時代の遺構と遺物
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L=3840m

0

1 浅黄橙色土(7 5YR3/4)〔 焼±1〕

2 にぶい橙色土(7 5YR7/4)〔 焼±1)

3灰掲色土(7 5YR5/2)十 焼土娩〔焼±1〕

聖 帥 l

C― CI

1 暗掲色土(7 5YR3/3)十 にぶい掲色土(10YR7/3)〔 SB014貼床〕
2 黒掲色土 (7 5YR3/1)〔 S8016埋土〕
3暗褐色土(7 5YR3/4)+掲 色土(7 5YR4/6)〔S8003貼床〕
4 掲灰色土 (7 5YR4/1)〔 SB014主柱穴〕
5褐灰色土(7 5YR4/1)+に ぶい褐色土(10YR7/3)(SB014主桂穴〕

SB014

r

トレンチ

L=3840m

(S=1:40)

1 晴褐色土(7 5YR3/4)十 橙色(5YR6/8)十 焼土塊〔SB014カマド〕
2 暗褐色土(7 5YR3/4)+橙 色(5YR6/8)+焼土塊1より橙色が少ない〔S8014カマド〕  A― A'

3 暗褐色土(7 5YR3/3)十 にぶい掲色土(loYR7/3)〔SB014貼床〕           ~

(S=1:80) E
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|

一ｍ ヤY―-65617

(S=1:40)
4 黒禍色土(7 5YR4/2)〔 焼±1〕

5 黒掲色土(7 5YR3/1)〔 S8016埋土〕
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第28図  SB014・ 014カ マ ド・焼±1測量図
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竪穴式住居l■

フロ 瑯
0          5         10cm

(S=1:3)

(S=1:3)

(S=1:6)

第30図 焼±1出土遺物実測図
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古墳時代の遺構 と遺物

(3)第 3群竪穴式住居址 (第 6・ 31図 、図版3)

第 3群は調査区の北西部、D3～ 6、 E3～ 6、 F5・ 6区 に位置 し、隅九方形の竪穴式住居址 が

10基検出された。 さらに、第 3群は小群 a・ b・ cに分 けられ、これらは同地点で連続的に推移す る

ものである。各小群内の切 り合い関係 は以下である。

a:S B 024。 S B 027・ S B 020→ S B 019→ S B 028

b i S B022→ S B021

c i S B018→ S B025→ S B 026

また、 a・ b・ cは切 り合い関係からatt S B 028が b tt S B021・ S B 022を 切るため a群 は b群

より新 しい。さらに、b tt S B021は c tt S B 025を 切るため b群は c群 より新 しくなる。したがって、

小群は新 しい住居から古い住居へ a群→ b群→ c群の順序 となる。

なお、調査時に玉類が多量に出上 したため、その埋土 と貼床の上を水洗作業 した。その結果、多量

の玉類、種子を含む炭化物、灰化 した骨・貝類、鉄器類が得 られている。炭化物については第Ⅷ章 自

然科学分析に記載 している。

S B 028(第 31。 32図 、図版 3・ 6)

S B 028は 調査区の北西部、D3・ 4～ E3・ 4区 に位置 し、掘立001・ 掘立011に 切 られ、 SB

019,S B 020,S B 024・ S B 027・ S B 021・ S B 022・ 掘立003,S K021,S K022を 切る。平面形

態は隅丸長方形で、規模は長軸東西5.24m、 短軸南北4.50m、 深さ0.24mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、 SP①～④の 4本からな り、平面形態は不整形な円形で、直径はSP①

O.23m、 SP②O.14m、 SP③O,17m、 SP④O.22mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋

土は、黒掲色粘質土である。周壁溝は南・東 。西壁に小穴が僅かに巡 り、断面形態は皿状で幅0.08～

0.16m、 深さ0,04mで ある。内部施設は土坑が 1基、住居北側の主柱穴 SP②付近で確認出来た。土

坑の埋土は暗褐色粘質土に直径0.05～ 0.10m大 のブロック状の焼土塊 と炭化物 とが500/O程 度含 まれて

いる。また、遺物は土師器甕形土器が口縁部を下にして検出された。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認 し、埋土は黒褐色粘質土に、にぶい黄褐色粘質土 と粘土塊 と

が含まれる。貼床土は黒褐色粘質土 とにぶい責掲色粘質上が含まれ、床面全域で厚さ0,03～0,07mを

測る。

遺物の出土状況 (第 32・ 33図 、図版11):遺物は埋土、貼床、検出面付近から出土 している。埋土

の遺物は269～ 282、 285～288である。床面直上から須恵器片、玉類、灰化 した骨類、炭化物が全域か

ら出上 した。この内、269と 270は須恵器のネ蓋 と杯身で、床面直上からネ蓋が杯身の上に合わさって

検出された。杯身の中には271～281の 直径0.02～ 0.04mの 自然礫が11点入つていた。その他、住居北

東部コーナー付近では土器片が散在 して検出された。貼床の遺物は283・ 289～ 293で ある。その他 に

は灰化 した骨が 1点出土 している。検出面付近で出土 した遺物には284がある。284は須恵器の高杯で、

土坑の西隣で脚部を上に、口縁部を下にして検出された。他に灰化 した不明の骨が出土 している。

時期 :埋土出上の269。 270・ 282と 検出面付近出土の284は 、 S B 028が廃絶 した直後の時期を示す

遺物であり、 S B 028の 廃絶時期は古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段階)に比定できる。
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掘立001
SP②

0                        4m

(S=1:80)

14暗掲色土 (loYR3脚 )+褐色土 (10YR4/6)〔 SB02が占床〕
15黒褐色土(7 5YR3/1)十にぶい責橙色土 (10YR6/4)〔 SB022の主柱穴〕
16黒掲色土 (7 5YR3定 )+明褐色土 (7 5YR5/6)〔SB021埋土〕
17極暗褐色土 (7 5YR2海 )十にぶい黄橙色土 (10YR62)

十明掲色土 (7 5YR5/6)〔 SB021貼床〕SB01狙占床が熱により変化
18暗掲色土 (7 5YR3/3)+焼土塊 (7 5YR3海 )〔 S8021カ マド〕
19黒褐色土(7 5YR3/2)十焼土 (7 5YR3r3)

(直径lcm大のブロックが20%程度含まれる)〔 SBo21土坑〕
20黒掲色土(10YR2/2)十 にぶい責褐色土 (10YR5/4)〔 SK022〕

21褐色土(10YR4/4)十 黄掲色土 (10YR5/8)〔 SK021〕

22暗掲色土(7 5YR3/3)十にぶい黄掲色土 (10YR5/4)〔 SK020〕

23 灰掲色土 (7 5YR4/2)〔灰掲色系SP〕

24暗掲色土 (7 6YR3/4)+焼土塊〔SB0281こ切られるSP〕

25黒掲色土(10YR3/2)十 にぶい責褐色土 (10YR4/3)〔 SB027に切られるSP〕

26暗掲色土(7 5YR3脚)+にぶい責褐色土 (10YR4/3)〔 SB027に切られるSP〕

第31図  第3群竪穴式住居 l■北部測量図
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SB028

掘立001
SP⑤

SB022 SB024 S鳴蜜22

E― ET
14

1 黒掲色土 (10YR2/3)十 にぶい責掲色土(10YR5/4)十 焼土塊

土坑の周辺には焼土塊が多くなる。(SB028埋 土〕
2 黒褐色土 (10YR2/3)十 にぶい黄掲色土(10YR5μ )〔 SB028貼床〕

3 暗褐色土 (7 5YR32)十焼土塊 (直径2～3cmのブロックが40%合まれる)

十炭化物 〔S8028炉 〕

4 暗掲色土 (7 5YR3/4)十焼土塊 〔SP埋上〕I日 SB027の貼床を切る

5 黒掲色土 (10YR2/2)〔 SB028の主柱穴〕

6 極暗掲色土 (7 5YR2/3)〔 SB027貝占床〕

7 暗褐色土 (7 5YR3/4)+に ぶい黄褐色土(10YR94)〔 SB027の主桂穴〕

8 極R吉掲色Eと (7 5YR2/3)十掲色土 (7 5YR4/6)〔 SB019周壁清・埋土〕

9 黒褐色土 (7 5YR3/2)十暗褐色土 (7 5YR3/4)

+褐色
=上

(7 5YR4/6)〔 SB019貝占床〕

10黒褐色土 (7 5YR3/2)十掲色土 (7 5YR4/6)〔 SB019の主柱穴〕
11晴赤掲色土 (5YR3滋 )+掲色土 (7 5YR4/6)〔SB020埋土〕

12暗赤掲色土 (5YR3/2)十 黒掲色土 (7 5YR3/2)〔SB020貼床〕
13暗掲色土 (10YR3/3)十 にぶい責掲色土 (10YR5/4)〔 SB024貼床〕
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古墳時代の遺構と遺物

IY―

-65629

(S=1 :80)

第32図 SB028遺物出土状況図

S B019(第31図 、図版 3)

S B 019は 調査区の北西部、D3・ 4区に位置 し、掘立001・ 掘立011・ S B 028。 S B0211こ 切 られ、

S B 020。 掘立003を 切る。なお、 S B 027と の切 り合い関係は判断出来なかった。平面形態は隅丸方

形で、規模は南北検出長5.00m、 東西検出長4.68m、 深さ0.30mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、SP⑨～⑫の 4本からなり、平面形態は円形で、直径はSP⑨ O。 16m、 S

P⑩O.30m、 SP①O.24m、 SP⑫O.15mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は、 S

P③～⑫とも暗褐色粘質土とにぶい責褐色粘質上である。周壁溝は北 。東壁に僅かに巡り、断面形態

は皿状で幅0.08～ 0.24m、 深さ0.06mである。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認し、埋土は暗褐色粘質土に褐色粘質土を含み、貼床は黒褐色

粘質上に暗褐色粘質土と掲色粘質土とが含まれ、残存している床面全域で厚さ0.14mを 測る。

遺物の出土状況 (第 34図、図版11):遺物は埋土とトレンチから出土している。埋土の遺物は309

～311で、307・ 308は トレンチ出土である。309の結晶片岩製有孔円盤、焼けて灰化したタイ類の歯 3

点、不明 7点 と炭化物が出土している。

時期 i S B019は 時期を特定する遺物が出上していない。
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古墳時代の遺構 と遺物

また、遺構の切 り合い関係では S B020よ り新 しく、(I-5段階)の S B 028よ り古い遺構である。

以上のことから、 S B 0191よ 上限を古墳時代 5世紀後半 (I-4段階)、 下限を 5世紀末～ 6世紀初頭

(I-5段 階)と するS B 028以 前の住居である。

S B 020(第 31図 、図版 3)

S B 020は 調査区の北西部、D3・ 4区 に位置 し、掘立001・ 掘立011・ S B 028,S B 019。 S B 021

に切 られ、掘立003を切る。なお S B027・ S B 024と の切 り合い関係は判断出来ていない。平面形態

は隅丸長方形で、規模は長軸南北5。60m、 短軸東西3.50m、 深さ0.20mを 測る。

主柱 を構成する柱穴は判別出来なかった。周壁溝は北壁に僅かにある。断面形態は皿状で幅0。 18～

0.20m、 深さ0.04mで ある。

住居に係わる土は埋土と貼床上を確認 し、埋土は暗赤褐色粘質土に掲色粘質土を含み、貼床は暗赤

褐色粘質土に黒掲色粘質土が含まれ、残存 している床面全域で厚さ0.04mを 測る。

遺物の出土状況 (第34図 、図版11):遺物は埋土 と貼床から出土 している。埋上の遺物は297・ 299

～303・ 305。 306で 、他に、灰化 し黒変 したタイ類の歯 3点、タイ類の角骨 ?1点、不明 2点 と炭化

物が出土 している。貼床の遺物は295。 296・ 298。 304で 、他に、灰化 したタイ類の歯 2点、タイ類の

方骨 1点、ほ乳類の臼歯 1点、不明12点 と炭化物が出土 している。

時期 :貼床出上の295。 296は 、 S B020が建てられた時期を示す遺物であ り、古墳時代 5世紀後半

～ 6世紀初頭 (I-4段階)に比定できる資料である。遺構 も切 り合い関係では、 S B 028・ S B 019

より古い遺構である。以上のことから、 S B 020は 古墳時代 5世紀後半 (I-4段階)に建てられた可

能性が高い。

S B027(第 31図、図版 3)

S B 027は 調査区の北西部、D3・ 4～ E3,4区 に位置 し、掘立001・ 掘立011。 S B 028・ SB

021に切 られ、 S K022を 切る。なお、 S B015。 S B 019,S B 022・ S B 024・ 掘立003と の切 り合い

関係は判断出来ていない。平面形態は隅九長方形で、規模は長軸東西4.82m、 短軸南北4.38m、 深 さ

0.14mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP⑤・⑥・⑦ o①の 4本である。周壁溝は北 。東・西壁に巡 り、断面形態

は皿状で幅0.12～ 0.30m、 深さ0.10mである。

住居に係わる土は貼床土を確認した。極暗褐色粘質土とにぶい黄褐色粘質土からなり、床面全域で

厚さ0.14mを測る。

遺物の出土状況 (第 34図 ):遺物は貼床から出土 している。貼床では294の須恵器壷の口縁部が出

土 している。

時期 :貼床出上の294は、 S B 027が 建てられた時期を示す遺物であり、古墳時代 5世紀後半～ 6世

紀初頭 (I-4・ 5段階)に比定できる。遺構の切 り合い関係では、 S B 028よ り古い遺構である。以

上のことから、 S B 027は 古墳時代 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-4・ 5段階)に建てられた可能性が

高い。

-44-



7絢 4
295

◎

‐
ｄ
側

◎

も

３。

竪穴式住居址

一　

　

　

　

四四
期

‐‐腕
脳

翔

将

⑭

O         S        10cm

(S=1:0)

SB027:294
SB020:295～ 306

《彦
‐
Φ
３０

一６
〉
‐
廻
朗

◎

‐
囲
３‐

◎

‐
咽
貶

◎
‐
回
３０

つ

0
306

0            2cm

―

(S‐1:1)

〔

翌

‐

］

３‐

0          5         10cm

(S=1:3)

‐‐息
棚
幣
‐‐
Θ

SB019:307～ 311

圏
314

0            2cm

―
(S=1:1)

SB024:312～ 914

第34図  SB019・ 020・ 024・ 027出土遺物実測図
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古墳時代の遺構 と遺物

S B024(第 31図、図版 3)

S B 024は調査区の北西部、D3,4～ E3・ 4区 に位置 し、掘立001,S B 028・ S B 021,SB

022に切 られる。なお、 S B 020,S B 027・ 第 4群竪穴式住居址の S B032と の切 り合い関係は判別が

出来ていない。平面形態は隅九方形で、規模は南北5.58m、 東西検出長4.12m、 深さ0.12mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP⑬～④の4本からなり、平面形態は円形で、直径 SP⑬O.28m、 SP⑭

O.20m、 SP⑮O.22m、 SP⑭O.20mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は黒褐色粘

質土である。周壁溝は北・南・西壁に巡り、断面形態は皿状で幅0.16～ 0.34m、 深さ0。 10mである。

住居に係わる土は貼床土を確認した。貼床は暗褐色粘質土に、にぶい責褐色粘質上が含まれる。

遺物の出土状況 (第34図、図版11):遺物は貼床から出上している。貼床の遺物は312～314で、他

に灰化したイワシ類の椎骨 1点、小型魚類の椎骨 1点、赤貝の稚貝 ?1点、不明16点や炭化物が出土

している。

時期 I S B024は 時期を特定する遺物が出土 していない。遺構の切 り合い関係からは、 S B 024は古

墳時代 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-4・ 5段階)の S B 021・ S B 022よ り古い遺構である。以上の

ことから、 S B 024は下限が古墳時代 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-5段階)の S B 021・ S B 022・

S B 028以 前の住居である。

S B021(第 6・ 35図、図版 3)

S B 021は 調査 区の北西部、 D4・ 5～ E

027・ S B019。 S B020。 S B025。 S B 026

る。

平面形態は隅九方形で、規模は東西4.20m、 南北検出長4.20m、 深さ0,18mを 測る。

主柱を構成する柱穴はSP①～④の4本からなり、平面形態は円形で、直径はSP①O,30m、 SP
②O.24m、 SP③O,30m、 SP④O.30mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は、褐灰

色粘質土と直径0.01m大のにぶい褐色粘質土をlo%含む。周壁溝は南壁に小穴が僅かに巡る。断面形

態は筒状で幅0.08～ 0。 10m、 深さ0.03～ 0.05mである。住居北壁面の中央部では造 り付けの竃と、その

付近で土坑 1基 を検出した。篭は S B 0281こ 北側を切られており、南狽1も 残存状況は良くない。平面

形態は不整形で、貼床を僅かに掘 り窪めていた。規模は東西検出長0.78m、 南北検出長0.32m、 深さ

0.08mで ある。埋土は暗掲色粘質土に直径0.02mの粘土塊が200/O程度含まれる。土坑は篭の南隣に位

置し、貼床の下で検出した。平面形態は不整形で、規模は東西1.18m、 南北0.32m、 深さ0,12mで あ

る。埋土は黒褐色粘質上に直径0.01mの 粘土塊が200/O程度含まれる。

住居に係わる土は埋土と貼床上を確認し、埋土は黒褐色粘質土と明褐色粘質上が含まれ、貼床土は

極暗褐色粘質土と明褐色粘質土が含まれ、床面全域で厚さ0,08～ 0.10mを 測る。

4・ 5区 に位置 し、 S B 028に切 られ、 S B 024・ SB
・掘立004・ S K013・ S K020,S K021・ S K022を 切
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1 黒掲色土(7 5YR3/2)+明 褐色土 (7 5YR5/6)〔SB021埋土〕

2 極暗掲色土 (7 5YR2/3)十 明褐色土 (7 5YR5/6)〔SB021貼床〕

3 暗掲色土 (7 5YR3/3)十 焼土塊〔SB021カ マド〕

4 黒掲色土 (7 5YR3/2)十 焼土 (7 5YR3/3)

(直径l cm大のブロックが20%程度含まれる)〔SB021土坑〕

5 掲灰色土 (7 5YR4/1)十 にぶい掲色土 (10YR5/4)〔 SB021の主柱穴〕   0                     4m

:維1紳1尊摯M)端刺 珪石話評却
9 掲灰色土 (7 5YR4/1)十 にぶい責橙色土 (10YR6/4)〔 SB025〕

10黒褐色土(10YR2/3)十 にぶい黄掲色土(10YR5/4)十焼土塊〔SB028退土〕
11黒褐色土(10YR2/3)十 にぶい黄掲色土(10YR5/4)〔 SB028貼床〕
12黒掲色土(7 5YR3/2)〔掘立004SP②〕
13黒掲色土(7 5YR3/2)〔SP埋上、SB021を切る〕
14黒掲色土(7 5YR2/3)〔SP埋上、SB021に 切られる〕
15暗褐色土(7 5YR3/4)〔SP埋土、SB021に 切られる〕
16黒掲色土(7 5YR2/1)〔SP埋土、S8021に 切られる〕
17黒掲色土(7 5YR2/2)十 にぶい褐色土 (10YR5/4)〔 SP埋上、SB021に 切られる〕
18暗褐色土 (10YR3/4)〔 SB021との切り合い関係不明〕

第35図  SB021・ 022測量図・遺物出土状況図
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第36図  SB021出土遺物実測図

遺物の出土状況 (第35,36図、図版 6):遺物は埋土、貼床、土坑から出土 している。

埋上の遺物は床面直上で、須恵器片、土師器片、玉類、灰化 した骨類、炭化物が全域から出土 し、

315,319,321,322・ 324～ 330、 他に灰化 したタイ類の歯 5点、魚類の歯 1点、貝類の破片 1点、ほ

乳類の肩甲骨 1点、ほ乳類の骨片 3点、不明多数と炭化物が多量にある。321は土師器の甕形土器で、

電の西隣で土器片が散在 して検出され、322の上師器碗形土器は床面上に口縁部を上にして出土 した。

329は石製の臼玉で住居南壁付近で検出された。貼床出土は316・ 320。 323・ 331で ある。他に灰化 し

たタイ類の歯 2点、イノンシ ?の臼歯片 1点、ほ乳類の骨片 2点、不明14点や炭化物が多量に出土 し

ている。土坑出土は317で、 2つ に割れて検出された。埋土ないし只占床出土品は318である。

時期 :埋土出上の315,319は S B 021が廃絶 した直後の時期を示す遺物である。貼床 と土坑出上の

316・ 317・ 320は S B 021が建てられた時期を示 し、315。 317・ 319は S B017が廃絶された時を示す遺

物である。また、遺構の切 り合い関係では、古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段 階)の SB

028よ り古い遺構である。S B021の 築時期は古墳時代 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-4・ 5段階)で、

廃絶時期は古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段階)の住居である。
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S B 022(第 6・ 35図 、図版 3)

S B 022は 調査区の北西部、E4・ 5区 に位置 し、 S B 021・ S B0281こ 切られ、 S B 024・ S B 025

を切る。平面形態は隅九方形で、規模は南北検出長4.18m、 東西検出長2.12m、 深さ0.06mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、SP⑤～③の 4本からなり、平面形態は円形で、直径はSP⑤ O。 28m、 S

P⑥O.30m、 SP⑦・③O.32mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は、黒褐色粘質土

に直径0.01m大のにぶい黄橙色粘質土を10%含む。周壁溝は南・東壁に小穴が僅かに巡る。断面形態

は筒状で幅0.08～ 0.16m、 深さ0.06mで ある。内部施設は住居の南西部に間仕切 り溝を 1条確認 した。

断面形態は皿状で、検出長0.84m、 幅0.34m、 深さ0。 10mを測る。

住居に係わる土は貼床上を確認 し、暗褐色粘質土とにぶい黄橙色粘質土を200/0含み、床面全域で厚

さ0.02～ 0,08mを 測る。

遺物の出土状況 :遺物は埋土と貼床土から須恵器と土師器の小片が出土 している。小片のため、実

測出来ていない。この他に、埋土では灰化 したタイの歯 1点 と炭化物 とが、貼床では灰化 した魚骨類

不明 4点 と炭化物とが出土している。

時期 i S B0221ま 時期を特定する遺物が出上 していない。遺構の切 り合い関係からは、 S B 024・ S

B025よ り新 しく、 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-4・ 5段階)の S B 021よ り古い遺構である。以上

のことから、 S B 022は下限が古墳時代 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-4・ 5段階)に なる。 SB

021,S B 028以前の住居である。

S B 026(第 6・ 37図 、図版 3)

S B 026は 調査区の北西部、D5・ 6～ E5。 6区 に位置 し、 S B 021に 切 られ、 S B 025を 切る。

なお、 S B 022・ S B018・ 掘立004の切 り合い関係は判断出来ていない。平面形態は隅丸長方形で、

規模は長軸東西4.32m、 短軸南北3.22m、 深さ0.02mを 測る。主柱を構成する柱穴は確認出来なかっ

た。周壁溝は北・南・西壁を巡 り、断面形態は皿状で幅0.18～ 0。 26m、 深さ0.04mで ある。

住居に係わる土は貼床土を確認 した。只占床土は褐灰色粘質土とにぶい黄橙色粘質土が含まれる。全

域で厚さ0.04mを 測る。

遺物の出土状況 (第38図 ):遺物は貼床 と周壁溝から出土 した。貼床では334・ 335が出土 している。

他に、灰化 したタイ類の歯 9点、ほ乳類の助骨 1点、不明多数と炭化物が出上 している。

時期 :貼床出上の334は S B 026が建てられた時期を示す遺物の可能性がある。遺構の切 り合い関係

からは、 I-5段 階の S B 025よ り新 しく、 I-4・ 5段階の S B021よ り古い遺構である。 S B 026

は下限が 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-5段階)と なり、 S B 021よ り以前の住居である。
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1 褐灰色土 (7 5YR4/1)十 にぶい黄橙色土(10YR6/4)〔 SB026貼床〕
2 褐灰色土 (7 5YR4/1)十 にぶい責橙色土(10YR6/4)〔 SB026貼床〕
3 黒褐色土 (7 5YR3/1)十 にぶい黄橙色土(10YR6/4)〔 SB025の主柱穴〕
4 褐灰色土(7 5YR4/1)+に ぶい責橙色土(10YR6/4)〔 SB025の主柱穴〕
5 極暗褐色土 (7 5YR2/3)十 明褐色土(7 5YR5/6)〔SB021貼床〕
6 暗褐色土(10YR3/4)+にぶい黄橙色土 (loYR6/4)〔 SB022貼床〕
7 黒褐色土 (7 5YR3/2)〔掘立004SP③〕
8 褐灰色土 (7 5YR4/1)〔SP埋土。SB026を切る〕
9 褐灰色土 (7 5YR4/2)〔SP埋土。SB025に 切られる〕
10暗褐色土 (10YR3/4)〔 SP埋土。SB025・ 026と の切り合い関係不明〕
11黒掲色土 (7 5YR3/1)〔SK埋土。SBo25との切り合い関係不明〕

第37図  SB025・ 026測量図

0                        4m

(S=1:80)
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竪穴式住居址

S B 025(第 6・ 37図 、図版 3)

S B 025は 調査区の北西部、D5・ 6～ E5・ 6～ F5。 6区 に位置 し、 S B 021・ S B 022・ SB

026・ 掘立004に切 られ、 S B 018。 S P072を 切る。平面形態は隅九方形で、規模は長軸東西6.26m、

短軸南北5.60m、 深さ0,04mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、SP①～④の4本からなり、平面形態は円形で、直径はSP① o②O,30m、

SP③O.38m、 SP④O.16mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。主柱穴の埋土は、SP① o④は黒

褐色粘質土に直径0.01m大のV―①層をlo%含み、SP②・③は褐灰色粘質土である。周壁溝は北・

南 。東・西壁に巡り、断面形態は皿状で幅0.08～ 0.24m、 深さ0,06mで ある。南壁では直径0,08mの小

穴も確認した。

住居に係わる土は貼床上を確認し、褐灰色粘質上に、にぶい黄橙色粘質土が直径0.05～ 0.10m大の

ブロックで100/0程度含まれ、全域で厚さ0.04mを 測る。

遺物の出土状況 (第38図 ):遺物は貼床から332・ 333が出上した。周壁溝では336が出土している。

なお、337～339は S B 025な いしS B026の 出土品である。他に、灰化したタイ類の歯 2点、不明とえ

化物が出上している。

時期 :貼床出上の332は S B 025が建てられた時期を示す遺物の可能性がある。遺構の切り合い関係

では、下限をI-5段階にするS B018よ り新しく、 I-5段階のS B021よ り古い遣構である。以上

のことより、 S B 025は 上限が 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段階)で、下限が 5世紀末～ 6世紀初

頭 (I-5段階)の S B 021以前の住居である。

S B 018(第 39図 )

S B 018は 調査区の北西部、E6・ F6区 に位置し、 S B 025に 切られる。平面形態は隅九方形で、

規模は長軸南北3,92m、 高北3.38m、 深さ0.08mを 測る。

主柱を構成する柱穴や周壁溝は確認出来なかった。住居に係わる土は貼床土を確認した。貼床土は

褐灰色粘質上に、にぶい黄橙色粘質土と風化した花開岩が含まれる。

(S=1:3)

―
(S=1:1)

SB026:334・ 335
SB025:332・ 333・ 336
SB025・ 026:337-339

第38図  SB025・ 026出土遺物実測図
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1 褐灰色土(7 5YR4/1)十 にぶい黄橙色土(10YR6/4)

十一部に風化した花闘岩が入る。〔SBo18貼床〕
2 褐灰色土(7 5YR4/1)+に ぶい責橙色土 (10YR6/4)〔 SB025貼床〕
3 黒褐色土(7 5YR3/1)〔SP埋土、SB018を切る〕
4 掲灰色土 (7 5YR4/1)〔 SP埋上、SB018に 切られる〕
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第39図  SBO司 8測量図・出土遣物実測図

遺物の出土状況 (第39図):遺物は貼床から340の高杯が出上 している。他に、灰化 したタイ類の

歯 9点、不明と炭化物が出土 している。

時期 :遺構の切 り合い関係からは、 S B 025よ り古い遺構である。以上のことから、 S B018は 下限

が 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段階)の S B025'S B 021以 前の住居である。

第 3群竪文式住居址出土遺物 (第40・ 41図 、図版11,12)

S B019。 S B 020。 S B 021。 S B 022。 S B 024,S B 027の住居については、遺構検出面で切 り合

い関係を判別するのが難しく、遺物は途中までグリッドで取 り上げた。この時点の出土品を以下にま

とめて報告する。

遺物には、須恵器、土師器、石製品、鉄製品、玉類、灰化 した骨・貝類、炭化物が出土 している。

341～ 350は須恵器で、351～ 353は土師器である。353は軟質系甑形土器の把手部分である。354は弥生

時代の器台形土器の胴部である。357～362は鉄製品で、357・ 360は穂鎌の一部、358は藝工具の一部、

359は棒状鉄製品の一部、361・ 362は鉄針の一部である。363～388は玉類で、363は石製管玉、364～

385は 石製臼玉、386～ 388は ガラス製小玉である。このうち、366は赤色チャート製である。灰化した

骨類はタイ類の歯54点 、スズキの歯骨 1点、イワシ類 ?の椎骨 5点、魚類の顎骨 2点、魚類の権骨 2

点、魚類の歯 2点、魚骨 4点、ほ乳類の助骨 1点、ほ乳類の骨片15点、カエルの四肢骨 3点、カエル

の関節 1点、二枚貝の稚貝 1点、不明59点がある。炭化物も多量に出上した。

A―A'
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0         5        10cm

(S=1:3)

0           19         20cm

(S=刊 :6)

第40図 第3群竪穴式住居l■出土遺物実測図 (1)
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第41図 第3群竪穴式住居l■出土遺物実測図 (2)
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竪穴式住居址

(4)第 4群竪穴式住居址 (第42図、図版3)

第 4群は調査区の北西部と拡張区EO～ 3・ FO～ 3区に位置 し、隅丸方形の竪穴式住居址を4基

検出した。切 り合い関係からは、古い遺構から新 しい遺構へ S B 034→ S B 033→ S B 032の 順序 とな

り、 S B 035は他の住居と切 り合わない。

S B 032(第 42図、図版 3)

S B 032は 調査区の北西部、E2・ 3～ F2・ 3区に位置 し、住居の西側は調査区外にいたる。掘

立001に 切られ、S B033。 S B 034・ S D001・ S A001・ S A002を 切る。平面形態は隅丸方形で、規

模は南北8.38m、 東西3.48m、 深さ0.16mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、SP①を確認した。平面形態は不整形な円形で直径0。 72m、 柱痕跡の直径

は0.18mを 測る。主柱穴SP①の埋土は暗掲色粘質土である。周壁溝は東壁に僅かに巡り、断面形態

は皿状で幅0.54～ 0.42m、 深さ0.12mである。北・南壁では確認出来なかった。内部施設は北壁中央

付近で篭の痕跡を 1基検出した。篭は焼土の範囲を確認したに限られ、平面形態は不整形、規模は南

北検出長0,74m、 東西検出長0,88m、 深さ0,04mを 測る。竃の埋土には灰褐色粘質土に直径0.05～ 0.30

cm大のブロック状の焼土塊が30%程度と、炭化物が多量に含まれていた。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認した。埋上には褐灰色粘質土が含まれる。貼床土は灰褐色粘

質土に直径0.05～ 0.30m大の褐色粘質土が700/0程度含まれ、床面全域で厚さ0.01～ 0.08mを測る。

遺物の出土状況 (第42図):遺物は埋土とトレンチで検出し、埋上の遺物は床面直上で出土してい

る。また、埋土からは握り拳大の自然礫も出土している。埋土の遺物は389～ 394で、393～ 395が石製

品と自然石、393は石庖丁の未製品である。

時期 :埋土出上の389は S B 032が廃絶された時期を示す遺物であり、遺構の切り合い関係ではSB
033・ S B 034よ り新しい遺構である。以上のことから、 S B 032は古墳時代 5世紀末～ 6世紀前半

(I-5～ Ⅱ-1段階)に廃絶された住居とする。

S B 033(第 43図、図版 3)

S B 033は 調査区の北西部拡張部、EO。 1～ 3～ FO。 1・ 2区に位置し、住居の北 。南 。東・

西側は調査区外にいたる。 S B0321こ 切られ、 S B 034を 切る。平面形態は隅九方形で、規模は南北

6.00m、 東西検出長4.68m、 深さ0.24mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、SP① o②の2本が調査区内で検出できた。平面形態は円形で、直径はS

P①O.34m、 SP②検出長0.44mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。

主柱穴の埋土は暗褐色粘質土である。周壁溝は北 。南 。東壁に巡り、断面形態は皿状で幅0.08～

0.10m、 深さ0.10mである。内部施設は北壁付近で竃の痕跡を1基検出した。竃の西側は調査区外に

いたる。平面形態は精円形で、規模は南北検出長1.00m、 東西検出長0.52m、 深さ0.14mを 測る。亀

の埋土には暗掲色粘質土に、焼土塊と炭化物とが多量に含まれている。

住居内からは埋土と貼床土を確認した。埋土は暗褐色粘質土に、橙色粘質土と褐色粘質土とが含ま

れる。貼床土は極暗褐色粘質上に、橙色粘質土と握 り拳大の礫とが含まれ、床面全域で厚さ0.08～

0.14mを測る。

遺物の出土状況 (第43,44図):遺物は埋上、竃、周壁溝・貼床・トレンチ 。ベルトから出上して
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1 掲灰色土(7 5YR5/1)〔S8032埋土〕
2 褐灰色土(7 5YR4/1)十 褐色土 (7 5YR4/6)〔 SB032貼床〕
3 明褐色土(7 5YR5/6)十 暗褐色土 (7 5YR3/4)〔 SB033貼床〕
4 黒掲色土 (7 5YR3/1)十 橙色土(7 5YR6/3)〔SB033同壁溝〕
5 暗掲色土 (7 5YR3/4)十 橙色土(7 5YR6/8)十 掲色土 (7 5YR4/4)〔 SB034貼床〕

L=3840m

(S=1:80)
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第42図 第4群竪穴式住居l■ (SB032)測量図・出土遺物実測図
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竪穴式住居址

401

ヽ

トレンチ

/O

1 暗掲色土(7 5YR3/4)+橙 色土 (7 5YR6/3)十 掲色土 (7 5YR4/4)〔SB033埋土〕
2 橙晴掲色土 (7 5YR2/4)十 橙色土(7 5YR6/8)+に ぎり拳大の石〔SB03観占床〕
3 黒褐色土(7 5YR3/1)+橙 色土 (7 5YR6/8)〔 SB033同壁清〕
4 明褐色土 (7 5YR5/6)十 暗掲色土(7 5YR3/4)+焼 土塊十炭化物〔SB033カマド〕
5 暗褐色土 (7 5YR3/4)十 橙色土 (7 5YR6/8)十 褐色土 (7 5YR4/4)〔SB034貼床〕
6 黒褐色土 (7 5YR2/2)十 橙色土 (7 5YR6/8)十 掲色土 (7 5YR4/4)〔SB034貼床〕
7 暗掲色土 (7 5YR3/4)〔SK埋土〕
8 掲灰色土 (7 5YR5/1)〔SB032埋土〕

402

SB033:396～ 404
SB033・ 034:405

9 掲灰色土(7 6YR4/1)十 褐色土(7 5YR4/6)〔SB032貼床〕
10黒掲色土 (7 5YR3/2)十 明掲色土(7 5YR5/8)〔S8035埋土〕
11 黒掲色土 (7 5YR3/2)〔SB035埋土〕
12暗掲色土 (7 5YR3/3)〔SB035埋土〕
13灰掲色土 (7 5YR6/2)
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古墳時代の遺構と遺物

407

0                      10Cm
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第44図  SB032・ 033出土遺物実測図

いる。埋上では床面直上で須恵器片・土師器片、自然礫が全域から出上 し、396・ 398・ 399・ 403・

404で ある。竃の焼上の中から401が出上 した。貼床の遺物は小片のため実測 していない。397の杯身

が南側周壁溝で出土 している。 トレンチ・ベル トからは400・ 402が出上 し、405は S B 033な いしSB

034の 遺物である。

なお、第44図の出土品はS B 032な いしS B 033の遺物で、遺構検出面で出土したものである。

時期 :周壁溝出上の397は S B033が建てられた時期を示す遺物で I-5段階の須恵器であり、埋土

出上の396・ 398・ 399は S B 033が廃絶 した時期を示す遺物で I-5～ Ⅱ-1段階の須恵器である。遺

構の切 り合い関係では I-5～ Ⅱ-1段階に廃絶された S B032よ り古 く、 S B 034よ り新 しい遺構で

ある。以上のことから、 S B 033は 古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段階)に建てられ、 5世

紀末～ 6世紀前半 (I-5。 Ⅱ-1段階)に廃絶された住居 となる。

S B034(第43図、図版 3)

S B 034は 調査区の北西部拡張部、EO,1～ 3～ FO。 1・ 2区に位置 し、住居の北 。南 。東・

西側は調査区外にいたる。 S B 032・ S B 033に 切 られ、 S B 033の 直下に位置する。平面形態は隅丸

方形で、規模は南北4.94m、 東西検出長4.18m、 深さ0.06mを 測る。主柱を構成する柱穴は、 SP

③・④の2本が調査区内で確認できた。平面形態は円形で、直径はSP③O.34m、 SP④O.52mを 測

る。埋土は極暗褐色粘質土である。柱痕跡は確認できなかった。周壁溝は北 。東壁に巡り、断面形態

は皿状で幅0.08～ 0。22m、 深さ0,04mである。住居に係わる土は貼床上を確認した。貼床土は暗褐色

粘質土と橙色粘質土と褐色粘質土が含まれ、 S B 033の 直下の貼床土は黒褐色粘質土と褐色粘質土で

あった。

遺物には須恵器片、土師器片が出上しているが、小片のため実測はしていない。

時期 :遺構の切り合い関係からはS B 032・ S B 033よ り古い遺構である。 S B 034は 古墳時代 5世

紀末～6世紀初頭 (I-5段階)を下限にする住居である。

S B 035(第 43図 )

S B 035は 調査区の北西部拡張部、FO区 に位置し、住居の北 。東・西側は調査区外にいたる。他

の遺構との切り合いはない。平面形態は隅丸方形の可能性が高く、規模は東西検出長0.68m、 南北検

出長0.08m、 深さ0.22mを 測る。住居に係わる土は埋土と貼床土とがあり、埋土には黒褐色粘質上が

含まれ、貼床上には暗褐色粘質土が含まれる。遺物は出上していない。

時期 :検出面上部に包含層 (Ⅲ層)があることから、古墳時代の住居とする。

Ａ
Ｈ
Ｎ

４

１印
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竪穴式住居址

(5)第 5群竪穴式住居址 (第45図、図版4)

第 5群は調査区の南部のC8・ 9～ D8。 9区 に位置 し、隅丸方形の竪穴式住居址を2基 (SB
036・ S B037)を 検出した。切 り合い関係は判別出来なかった。

S B 036(第 45図、図版 4)

S B 036は 調査区の南部、C8・ 9～ D8・ 9区 に位置 し、掘立005を 切る。なお、 S B 037・ 掘立

010と の切 り合い関係は判断出来なかった。平面形態は隅九方形で、規模は長軸南北3.44m、 短軸東

西3.32m、 深さ0.06mを 測る。

主柱を構成する柱穴は確認 していない。周壁溝は北・南 。東・西壁に小穴が連続 して巡 り、断面形

態は皿状で幅0.08～ 0.16m、 深さ0.12mで ある。

住居に係わる土は埋土と貼床土を確認 した。埋土は暗褐色粘質土に、褐色粘質土が含まれる。貼床

土は暗褐色粘質土に、明褐色粘質土が含まれる。埋土は S B 037の埋土と区別出来なかった。
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1 暗掲色土 (7 5YR2/3)十 掲色粘質土 (7 5YR4/6)〔 SB036貼床〕
2 暗掲色土(7 5YR3/4)+明 掲色土 (7 5YR5/6)〔SB036貼床〕
3 黒掲色土 (7 5YR2/3)

4 暗掲色土 (7 5YR3/3)〔SP176埋土〕
5 暗掲色土 (10YR3/3)〔 SP098埋土〕
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第45図 第5群竪穴式住居l■ (SB036・ 037)測量図・遺物出土状況図
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第46図  SB036出土遺物実測図
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竪穴式住居址

遺物の出土状況 (第45,46図 、図版12):遺物は埋土、貼床、 トレンチから出上 した。埋上の遺物

は床面直上で須恵器片、土師器片、石製品が全域から出土 している。遺物は409～ 418で 埋土出土の

409。 411・ 412・ 414～ 418で ある。409は住居南西側で出土 し、411の須恵器杯身の完形品は住居南側

で口縁部を上にして出上 した。414・ 415は住居中央部で出土 し、417の結晶片岩の石錘は住居北西部

コーナー付近で出土 した。417の両側面にはそれぞれ 2つ の使用痕跡がある。貼床の遺物は413で 、 ト

レンチの遺物は410で あり、410は須恵器杯蓋で、天丼部外面に刻み目が連続 して見える。

時期 :埋土出上の409,4111よ、 S B036が廃絶 した直後の時期を示す遺物である。 したがって、 S

B036の 廃絶時期は古墳時代 5世紀末～ 6世紀前半 (I-5・ Ⅱ-1段階)に比定できる。

S B 037(第 45図、図版 4)

S B 037は 調査区の南部、C9～ D9区 に位置し、掘立005を 切る。なお、 S B 037・ 掘立010と の切

り合い関係は判断出来なかった。平面形態は隅九方形で、規模は東西2.42m、 南北0.48m、 深 さ0,08

mを 測る。

主柱を構成する柱穴は確認 していない。周壁溝は北 。東壁に巡 り、断面形態は皿状で幅0.08～ 0,16

m、 深さ0,12mである。

住居に係わる土は埋土ないし貼床土を確認 し、暗褐色粘質上に褐色粘質上が含まれる。 S B 036埋

土 との区別は出来なかった。

遺物の出土状況 (第45。 47図、図版13):遺物は須恵器片、土師器片、石製品が出土 した。遺物は

419～424の うち421は市場系須恵器の高杯型器台の外部片である。

時期 :S B 086は建てられた時期ない し廃絶された時期 を古墳時代 5世紀末～ 6世紀前半 (I一

5'Ⅱ -1段階)に比定する。

ガ翁鵡

＼◇

第47図  SB037出 土遺物実測図

(S=1:3)
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古墳時代の遺構 と遺物

(6)第 6群竪穴式住居址 (第48図、図版7)

第 6群は調査区の南部のB10,11～ C10,11～ D10。 11区 に位置 し、隅丸方形の竪穴式住居址 1基

(S B 039)と 円形 1基 (S B 038)を 検出 した。切 り合い関係は、古い遺構から新 しい遺構へ S B 038

→ S B 039の 順序となる。

S B039(第 48図、図版 7)

S B039は 調査区の南部、C10。 11～ D10・ 11区 に位置 し、 S B 038を 切 り、掘立010に 切 られる。

平面形態は隅丸方形で、規模は南北検出長4.32m、 東西4.22m、 深さ0.32mを測る。主柱 を構成する

柱穴は確認 していない。周壁溝は西側にある。

住居に係わる土は埋土 と貼床土を確認 した。埋土はパサパサの黒褐色粘質土で、貼床土は黒褐色粘

質土に、暗褐色粘質土と明黄褐色土とが含 まれる。

遺物の出土状況 (第49図、図版13):遺物は埋土 とベル トから出上 している。埋土からは床面直上

で全域から出上 し、426～430がある。ベル トからはほぼ完形品の425がある。

時期 I S B039は 掘立010よ り古 く、 S B 038よ り新 しい遺構である。 S B 039は 古墳時代 5世紀末～

6世紀前半 (I-5段階)に廃絶された住居の可能性が高い。

S B 038(第 48図、図版 7)

S B038は 調査区の南部、 B10。 11～ C10・ 11区 に位置 し、住居の南側調査区外 にいたる。 SB

039・ 掘立010に 切 られる。平面形態は円形で、規模は直径4.66× 検出長2.42m、 深 さ0.62mを 測る。

主柱 を構成する柱穴と周壁溝は確認 していない。

住居に係わる土は埋土 と貼床土を確認 した。埋土には黒褐色粘質土が含まれ、床面に幅0,98× 0,80

mの炭化物層を検出した。貼床土は褐色粘質土 と極暗褐色粘質土と炭化物 とが含まれる。

遺物の出土状況 (第49図、図版13):遺物は埋土から出上 し、床面直上で全域から出土 している。

遺物は431～438で、431・ 432・ 433は住居西側で検出した。431は土師器甕形土器の完形品である。

時期 :S B038は S B039と 掘立010よ り古い遺構である。 S B 038は 下限が古墳時代 5世紀～ 6世紀

前半 (I-5段階)の S B 039以 前の住居である可能性が高い。

S B 038・ 039出土遺物 (第 50図 )

439～ 449は S B 038な いしS B039の 遺物で遺構検出面で出土 したものである。遺構検出面で切 り合

い関係を判別することが難 しく、途中まで遺物はグリッドで取 り上げている。なお、上部の第Ⅳ層が

遺構検出時には多少残存 していたので、全てが第 6群 に伴うものではない。出土遺物は439～441が須

恵器で、439の杯蓋は I-5段 階、440の 杯蓋はⅡ-4段階、441の 高郭脚部は I-4・ 5段階の遺物

である。442～ 448は 土師器で、444は 土師器壺形土器の破片で、胴部上半の破片面に直径0.02mの 円

孔が焼成後に2ヶ 所穿られている。449は 自然礫である。
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竪穴式住居址
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第50図 SB038'039出土遺物実測図 (2)

(7)第 7群竪穴式住居址 (第 51図、図版8)

第 7群は調査区の南西部拡張区のE10・ 11～ F10。 11～ G10・ 11区 に位置し、隅九方形の竪穴式住

居址 2基を検出した。切 り合い関係は、古い遺構から新 しい遺構へ S B041→ S B042の 順序 となる。

S B 041(第 51図 、図版 8)

S B 041は 調査区の南部拡張区、E10・ 11～ F10。 11区 に位置 し、掘立005を 切 り、 S B 042・ 掘立

008に 切られる。平面形態は隅九方形で、規模は南北6.25m、 東西5,50m、 深さ0,18mを 測る。

主柱を構成する柱穴は確認 していない。周壁溝は北 。南 。東 。西壁に巡 り、断面形態は皿状で幅

0.26～ 1.26m、 深さ0.10mで ある。

住居に係わる土は貼床土を確認 した。貼床は黒褐色粘質土に、褐色粘質上が含まれる。

遺物の出土状況 (第 51図 ):遺物は貼床から452～457が出上 している。454は須恵器の奏で、住居

の南東壁際で検出した。

時期 :貼床出土の452・ 453は S B 041が建てられた時期を示す遺物である。遺構の切 り合い関係か

らは掘立005よ り新 しく、 S B 042・ 掘立008よ り古い遺構である。 S B 041は古墳時代 5世紀末～ 6世

紀前半 (I-5～ Ⅱ-1段階)に建てられた住居 とする。
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1 黒褐色土(loYR2/3)十褐色土 (7 5YR4/6)〔S8041貼床〕
2 黒掲色土 (loYR3/2)十 掲色土 (7 5YR4/6)〔 SB042貼床〕
3 暗掲色土 (7 5YR3/4)〔SP埋上、S8041に 切らオとる〕
4 暗褐色土 (loYR3/3)〔SP埋土、SBo41を切

'ブ

、SB0421こ切られる〕
5 黒掲色土 (loYR2/2)〔SP埋上、SBo42を切る〕
6 黒褐色土 (7 5YR3/1)〔掘立oo9 SP②埋土〕
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第51図 第7群竪穴式住居l■ (SB041

-66-

042)測量図・ 出土遺物実測図



竪穴式住居址

S B 042(第 51図 )

S B 042は 調査区の南部拡張区、F10・ ll～ G10。 11区 に位置 し、住居の南 。西壁は調査区外にい

たる。 S B 041・ 掘立005を 切 り、掘立0091こ 切 られる。平面形態は隅九方形で、規模は南北検出長

4.16m、 東西検出長2.16m、 深さ0.10mを 測る。

主柱を構成する柱穴は確認 していない。周壁溝は北 。東壁に巡 り、断面形態は皿状で幅0.08～ 0。 10

m、 深さ0.06mで ある。直径0.08mの 小穴が0,14mの 等間隔で東壁の周壁溝内に巡っている。

住居に係わる土は貼床土を確認 した。貼床は黒trB色粘質上に褐色粘質土が含まれる。遺物は須恵器

片と土師器片が出上 しているが、小片のために実測はしていない。

時期 :SB弘2は 5世紀末～ 6世紀前半 (I-5～ Ⅱ-1段階)の S B 041よ り新 しい遺構である。

S B 042は古墳時代 5世紀末～ 6世紀前半 (I-5～ Ⅱ-1段階)以後の住居である。

S B 041・ 042出土遺物 (第51図 )

450・ 451の須恵器はS B041な いしS B 042の遺物で遺構検出面での出土品となる。遺構検出面で切

り合い関係の判別が難しく、途中まで遺物はグリッドで取り上げた。また、上部の第Ⅱ―②層の遺物

も含まれる可能性がある。

(8)単独 の 竪 穴 式 住 居 址 :竪穴式住居址が重複 していない住居址 3基を報告する。

S B 051(第 52図 、図版 8)

S B051は 調査区の西部中央、F8。 9～ G8。 9区 に位置 し、居住上の北側は調査区外にいたる。

掘立008,S K019に切 られ、掘立005を切る。平面形態は隅丸方形で、規模は長軸南北5.46m、 短軸

南北5.28m、 深さ0。 18mを測る。

主柱を構成する柱穴は、SP①の 1本が確認できた。平面形態は円形で、直径0,50mを 測る。柱痕

跡は確認できなかった。埋土は暗褐色粘質上である。周壁溝は北壁に僅かに巡 り、断面形態は皿状で

幅0,08～ 0。 14m、 深さ0.04mで ある。南 。東・西壁では確認出来なかった。

内部施設は北壁中央付近で竃の痕跡を 1基検出した。電埋土には黒褐色粘質土に、褐色粘質土、明

黄褐色粘質上、焼土塊、炭化物が多量に含まれている。なお、竃直下の掘 り込みは、周壁溝の可能性

も考えられ、規模は東西検出長0.60m、 短軸南北0.42m、 深さ0.06mを 測る。

住居に係わる土は貼床土を確認 した。貼床土は灰褐色粘質土に、褐色粘質土が含まれ、床面全域で

厚さ0,18mを 測る。

遺物の出土状況 (第 52図 ):遺物は貼床 と竃から出土 している。貼床の遺物は458～ 462であ り、

458～ 461は須恵器片で、458は住居南壁中央の壁際で出上 した。電の遺物は463の上師器甑形土器の破

片である。

時期 :貼床出土の458～461は須恵器で、I-4・ 5～ Ⅱ-2・ 3段階までの須恵器が出上 している。

遺構の切 り合い関係では、掘立005よ り新 しく、掘立008(下限がⅡ-3・ 4段階)。 S K019よ り古

い遺構である。以上のことから、 S B051は 上限を 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-4・ 5段階)、 下限

を6世紀後半 (Ⅱ -3・ 4段階)に なる住居である。
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S B017(第53図 )

S BO17は 調査区の西部中央、E7～ F7区に位置する。なお、住居の南側半分は完掘 していない。

平面形態は隅九方形で、規模は長軸東西4.05m、 短軸南北3.40m、 深さ0.10mを 測る。
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竪穴式住居lI

主柱を構成する柱穴は、SP①～③の3本が確認できた。平面形態はやや不整形な円形で、直径は

SP①O.52m、 SP②O.24m、 SP③O.86mを 測る。柱痕跡は確認できなかった。埋土はSP① o②

が黒褐色粘質土に直径0.01mの 焼土塊が 5%程度含まれ、SP③は黒褐色粘質上に直径0.01m大の褐

色粘質上が10%程度含まれる。周壁溝は北 。東・西壁に直径0。 12～0.24mの 小穴が連続して巡り、断

面形態は皿状で、深さ0.04mで ある。住居に係わる土は埋土ないし貼床土と、周壁溝埋土を確認した。

埋土ないし貼床土は黒褐色粘質土に、直径0.20m大のにぶい褐色粘質上が200/0程度含まれる。周壁溝

の埋土は黒褐色粘質上に、にぶい褐色粘質土が含まれる。

遺物の出土状況 (第53図 、図版13):埋土ないし貼床の遺物は465～ 475で、うち468～475は土の水

洗作業を行った際に確認した遺物である。468は鉄製の鉄鉦、469～ 4721ま鉄針、473～475は石製臼玉

である。他に、灰化したタイ類の歯 6点、不明多数と炭化物が多量に出土している。検出面の遺物は

464である。

時期 :S B017は 5世紀末～6世紀初頭前後 (I-5段階前後)とする。

S B 043(第 54図 )

S B 043は 調査区東壁中央、A6・ 7・ 8区に位置し、住居の東側は調査区外にいたる。直上に第

Ⅱ―②層が覆い、掘立013に切られる。なお、第Ⅲ・第Ⅳ層との切り合い関係は不明。平面形態は方

形で、規模は南北検出長3.10m、 東西検出長2.68m、 深さ0.34mを 測る。

主柱を構成する柱穴は、SP①の 1本が確認出来た。平面形態はやや不整形な円形で、直径0.16～

0。 18mを測る。埋土には暗褐色粘質上が含まれる。柱痕跡は確認できなかった。周壁溝は側溝 トレン

チを掘り込んでおり、全体の状況は不明である。僅かに東壁で直径0.12mの 小穴が幅0.12～ 0.14m間

隔に巡っていた。断面形態は筒状である。住居に係わる土は埋土と貼床上を確認した。埋土は黒褐色

粘質土に、直径0.2m大 の極暗褐色粘質上のブロックが30%程度と、極灰色粘質土が200/0程度含まれ

る。また人頭大と握り拳大の河原石が多量に含まれていた。貼床土は埋土と同色で、石英・長石の量

が埋土よりも多く含まれていた。なお、貼床の基底面では厚さ0.01mの炭化物層を確認した。

時期 :S B 043は 出土遺物がなく、遺構の切り合い関係では直上に第Ⅱ―②層が覆い、掘立013(中

世段階)よ り古い遺構である。また、埋土と貼床の上色・土質から、古墳時代の住居であろう。

(9)竪穴式住居址出上の遺物 (第 55・ 73図 )

ここで報告する第55図 476～ 520の 石製臼玉・521～ 524の ガラス小玉と、第73図625～ 628の 鉄製品は

竪穴式住居址の埋土および只占床土を水洗した際に確認したものである。遺構名を記入した荷札が紛失

したため個別の住居名が判断できなかった。他に、灰化した骨類と炭化物も多量に出上した。なお、

対象になる住居は下記の13基である。

第 2群竪穴式住居址の 3基 i S B003・ S B014・

第 3群竪穴式住居址の10基 :S B018。 S B019・

S B025。 S B 026。

S B 016

S B 020。 S B021・ S B022・ S B 024・

S B 027・ S B028
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竪穴式住居址

L=3860mA―A'
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古墳時代の遺構 と遺物

2.掘立柱建物址

掘立柱建物址 (掘立)は 5基 (掘立003・ 掘立004・ 掘立006。 掘立007・ 掘立009)を確認した。

掘立003(第56図 )

掘立003は C3・ D3区に位置する側柱の建物址である。第 3群竪穴式住居址のS B028・ SB
019,S B 020に 切られ、第 1群竪穴式住居址の S B 004。 S B 005。 S B006を切る。なお、 S B012・

S B 010。 S B011,S B 027と の切 り合い関係は判別出来なかった。東西棟で、建物方位をN―

4° ―Wに とる。規模は桁行 2間 (3.64m)、 梁行 2間 (3.40m)、 床面積12.38♂ である。柱間寸法は

桁間が1.80。 1.馳 m、 梁間寸法が1,70。 1.70mと なる。柱穴の平面形態は不整形な円形で、規模は直径

0.40～ 0.64m、 深さ0.14～ 0,42mを 測る。掘り方の断面形態は逆台形状で、柱痕跡があり、SP①で直

径0.12mを測る。遺物は出上していない。

時期 :遺構の切り合い関係から、掘立003は古墳時代初頭～6世紀初頭の第 1群竪穴式住居址より

新しく、第 3群竪穴式住居址 (I-5段階の S B 028・ I-4～ I-5段階の S B 019・ 上限を正-4

∽
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掘立柱建物址

段階にする S B 020)よ り古い遺構である。以上のことから、掘立0031ま上限が古墳時代初頭以後 とな

り、下限が S B 028の 古墳時代 5世紀末～ 6世紀初頭 (I-5段 階)と なる。

掘立004(第 57図 )

掘立004は D4・ 5～ E4・ 5区 に位置する側柱の建物址である。 S B021に切 られ、 S B 025・ S

P072を切る。なお、 S B 026と の切 り合い関係は判別出来ない。東西棟で、建物方位をN-4° ―W
にとる。規模は桁行 2間 (4.14m)、 梁行 2間 (4。 10m)、 床面積16.97♂ である。柱間寸法は桁間が

2.14・ 2.00m、 梁間寸法が2.00。 2.10mと なる。柱穴の平面形態は方形と不整形な円形がある。規模 は

方形が一辺0.38～ 0.52m、 円形が直径0.48～ 0.62m、 深さ0。 10～ 0.32mを 測る。掘 り方の断面形態は筒

状と逆台形状とがある。柱穴には柱痕跡があり、SP①・④・⑥で直径0.14mを 測る。礎石と礎板痕

跡はない。遺物は出土していない。

時期 :遺構の切 り合い関係からは、弥生時代前期末～中期初頭の S P 072・ 下限をI-5段階にす

る掘立004は S B 025よ り新しく、 I-5段階に廃絶されたS B021よ り古い遺構である。掘立0041よ上

限が S B 025の 古墳時代 5世紀末～6世紀初頭 (I-5段階)と なり、下限が S B 021の 建てられた古

u10,88=¬

1.黒掲色土(7.5YR3/2)〔 掘立oo4埋土〕
2.黒褐色土(7 5YR2/3)〔 掘立004埋土〕
3.暗掲色土(7 5YR3/4)+明褐色土(7 5YR5/6)〔掘立004埋土〕
4.黒色土(5YR2/2)十 暗掲色土(7 5YR3/3)〔掘立oo4柱痕跡〕
5.暗掲色土(7 5YR3/4)〔 SP072(弥 生時代前期末～中期初頭)〕

6.暗掲色土(10YR3/3)十 にぶい責褐色土(10YR5/4)〔 SB021埋土〕

第57図 掘立oo4測量図
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古墳時代の遺構 と遺物

墳時代 5世紀後半～ 6世紀初頭 (I-4・ 5段階)と なる。

掘立006(第 58図 )

掘立006は B8。 C8区に位置する側柱の建物址である。掘立007に切られる。なお、SP③は平面

での切 り合い関係を確認したに過ぎない。東西棟で、建物方位をN-0° ―Wの正方位にとる。規模

は桁行 1間 (3.08m)、 梁行 1間 (2.56m)、 床面積7.88♂である。柱穴の平面形態は円形である。規

模は直径力湘.38～ 0,70m、 深さ0.28～ 0.38mを 測る。掘 り方の断面形態は逆台形状である。柱痕跡は確

認出来なかった。遺物は掘り方ないし主柱穴からの出土品である。礎石と礎板痕跡はない。

遺物の出土状況 (第 58図 ):掘 立006S P ③から525。 526が、掘立006S P④から527が出上してい

る。

時期 :525・ 526は掘立006の遣物で、Ⅱ-1段 階の須恵器である。遺構の切 り合い関係から、掘立

006は掘立007よ り古い遺構である。掘立006は 古墳時代 6世紀前半 (Ⅱ -1段階)前後の時期 とする。

掘立007(第 58図 )

掘立007は B8,C8区 に位置する側柱の建物址であり、掘立006を 切る。なお、 SP③は平面での

切 り合い関係 を確認 したに過ぎない。東西棟で、建物方位 をN-6.5° ―Wに とる。規模は桁行 1間

(3.08m)、 梁行 1間 (2.98m)、 床面積9.18♂ である。柱穴の平面形態は円形 とやや不整形な円形であ

る。規模は直径が0.46～ 0。 77m、 深さ0.30～ 0.38mを測る。掘 り方の断面形態は逆台形状である。柱痕

跡は確認出来なかった。遺物は掘 り方ない し主柱穴からの出土品である。礎石と礎板痕跡はない。

時期 :遺構の切 り合い関係から、掘立007は掘立006よ り新 しい遺構である。掘立0071ま 古墳時代 6

世紀前半 (Ⅱ -1段階)前後の時期 とする。

掘立009(第 6図 )

掘立009は E ll・ F■ ,G ll区 に位置する建物址である。掘立の南 。東・西側は調査区外にいたり、

S B 042・ 掘立005を 切る。建物方位は判断出来ない。規模は 2間 (東西検出長3.80m)で、柱間寸法

は2.18・ 1.62mと なる。柱穴の平面形態は不整形な円形があり、規模は直径0.62～ 0.68m、 深さ0.24～

0.40mを 測る。掘 り方の断面形態は逆台形状であ り、柱痕跡は確認出来なかった。遺物は掘 り方ない

し主柱穴からの出土品である。礎石や礎板痕跡はない。

遺物の出土状況 (第59図 ):遺物はSP①から528が 出土 している。

時期 :528は掘立009の 遺物で、 I-4・ 5～ Ⅱ-1段階の須恵器である。遺構の切 り合い関係から

は、掘立009は I-5～ Ⅱ-1段階以後の S B 042と 掘立005よ り新 しい遺構である。以上のことより、

掘立009は 上限が古墳時代 5世紀末～ 6世紀前半 (I-5～ Ⅱ-1段階)以後 となる。
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(S=1:3)

第59図 掘立009出土遺物実測図

古墳時代の遺構と遺物
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第60図 SK023測量図・出土遺物実測図

3.土 坑

古墳時代中期～後期の上坑は4基 (S K020・ 021,022・ 023)を確認でき、ここでは出土品のある

と基 (S K023)を 報告する。

S K023(第60図 )

S K023は調査区の北部中央、Dl区 に位置 し、遺構の北側が調査区外にいたる。平面形態は隅丸

方形で、規模は東西検出長2.24m、 南北検出長0.58m、 深さ0.32mを 測る。埋土は暗褐色粘質土 と直

径0.lm大ブロック状の焼土塊が10°/O程度含まれる。

遺物の出土状況 (第 60図 、図版14):遺物は529～531で あり、5301よ 須恵器壼の破片で、頸部破面

の片面に内外から細かく打ち欠きを施され、さらに削られて平坦になる。

時期 :529の須恵器より、 S K023は 古墳時代 6世紀前半 (Ⅱ -1段階)と する。

-76-



第Ⅳ章 古代の遺構と遺物

古墳時代後期後半～古代に時期比定される遺構には掘立柱建物l■ 2棟がある。

1.掘立柱建物址

掘立008(第 61図 )

掘立008は E8・ 9・ 10～ F8・ 9。 10～ G8・ 9,10区 に位置する総柱の建物l■である。 S K019

に切られ、 S B 041・ S B 051・ 掘立005を 切る。南北棟で、建物方位をN-8.5° ―Wに とる。規模は

桁行 3間 (6.66m)、 梁行 3間 (5.28m)、 床面積35.16♂である。柱間寸法は桁間力認.38。 2.08。 2.20m、

梁間寸法が1.74・ 1.76。 1.78mである。側柱の平面形態は方形と不整形な円形とがある。規模は方形

が一辺0.54～ 0,70m、 円形が直径0.44～ 0。70m、 深さ0.30～ 0.70mを 測る。掘 り方の断面形態は逆台形

状である。柱穴には柱痕跡と考えられる窪みがSP④・⑦・⑫で確認され、直径0.08～ 0.14mを 測る。

束柱の平面形態は円形である。直径0.38～ 0.46m、 深さ0,18～ 0.30mを 測る。礎石と礎板痕跡はない。

遺物の出土状況 (第 61図 ):532～ 536イ よ掘 り方ないし主柱穴の出土である。 SP④から533・ 535、

SP⑦から532、 SP③から536、 SP①から534が出土している。

時期 :SP④の535は Ⅱ-3・ 4段階の須恵器である。遺構の切 り合い関係からは、掘立008は SK
019よ り古く、建てられたのが I-5～ Ⅱ-1段階 S B 041・ 下限をⅡ-3と するS B051・ 古墳時代

初頭掘立005よ り新しい。また、埋土から上限が古墳時代中頃～後半 (Ⅱ -3・ 4段階)と なり、下

限が古代となる。

掘立010(第 62図 )

掘立0041ま調査区南側のC9。 10～ D9・ 10・ 11区 に位置する側柱の建物址である。 S B 036。 SB
038・ S B 039・ 掘立005を 切る。掘立008の東5.80mに 、平行な位置にある。南北棟で、建物方位を

N-10.5° 一Wに とる。規模は桁行 3間 (6.80m)、 梁行 3間 (5.04m)、 床面積34.27♂ である。柱間寸

法は桁間が2.68。 2.32・ 1.80m、 梁間寸法が2.04・ 1.50。 1.50mで ある。柱穴の平面形態は方形と不整

形な円形とがある。規模は方形が一辺0.46～ 0.54m、 円形が直径0.46～ 1,22m、 深さ0.10～ 0.40mを 測

る。掘り方の断面形態は逆台形状である。柱痕跡は判断出来なかった。礎石と礎板痕跡はない。

遺物の出土状況 (第 62図 ):537・ 5381よ SP⑩の掘 り方ないし主柱穴からの出土である。

時期 :SP⑩の537は I-5段階の須恵器である。遺構の切 り合い関係からは、掘立01oは SB
038,S B 039・ 掘立005よ り新しく上限は S B 036廃絶時期の古墳時代 5世紀末～ 6世紀前半 (I―

5。 Ⅱ-1段階)と し、下限は建物方位と埋土から古代とする。
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古代の遺構と遺物
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第V章 中世の遺構 と遺物

中世遺構には、掘立柱建物址 5棟、柵 4条、土坑 3基がある。このうち掘立001・ 掘立011・ 掘立

012・ 掘立013・ 掘立014・ S A004・ S A005。 S A006・ S A007は平面形態、土色・土質の観察等で

中世に時期比定したものである。以下、遺構ごとに事実報告をするが、掘立柱建物址に伴う柵につい

ては掘立柱建物址と合わせて報告を行う。

1.掘立柱建物址

掘立柱建物l■ (掘立)は 5棟、柵 (S

掘立001(第 63図 )

掘立001は 調査区北西部のD4～ E4

4群竪穴式住居l■、掘立003、 S D001・

A)は 4条 を確認 した。

区に位置する総柱の建物址である。第 3群竪穴式住居址、第

S A001・ S A002を切る。なお、掘立011と の切 り合い関係

は判断出来なかった。

東西棟で、建物方位をN-3.5° 一Wに とる。規模は桁行 3間 (7.80m)、 梁行 2間 (3.80m)、 床面

積29.64♂ である。柱間寸法は桁間が2.72・ 2.94・ 2.14m、 梁間寸法が1.90。 1,90mで ある。柱穴の平面

形態は円形で、直径は0.18～ 0.24m、 深さ0.12～ 0.28mを 測る。掘 り方の断面形態は逆台形状で、柱痕

跡は判別出来なかった。埋土は灰褐色粘質土である。遺物は出土 していない。礎石と礎板痕跡はな く、

柵は伴わない。

時期 :掘立001の埋土は、中世に特徴的な灰掲色粘質土であることから、中世の建物 とする。

掘立011(第 64図 )

掘立0111よ調査区北西部のD3・ 4区 に位置する側柱の建物址である。第 3群竪穴式住居址、 SD
001・ S A001・ 002を 切る。なお、掘立001と の切 り合い関係は判断出来なかった。

南北棟で、建物方位をN-6° 一Wに とる。規模は桁行 2間 (3.98m)、 梁行 1間 (1,70m)、 床面積

6.77♂である。柱間寸法は桁間が1.82・ 2.16m、 梁間寸法が1.70mである。柱穴の平面形態は円形で、

直径は0.12～ 0.18mを 測 り、深さは不明。埋土は灰褐色粘質土である。柱痕跡は検出面の観察で判別

出来なかった。遺物は出上 していない。柵は伴わない。

時期 :掘立011の 埋土は中世に特徴的な灰褐色粘質土であることから、中世の建物 とする。

掘並Ю12・ S A004(第 64図 )

掘立012・ S A004は調査区北東部A2・ 3～ B2・ 3区 に位置する。掘立012は 総柱の建物址で、

第 1群竪穴式住居址を切る。

南北棟で、建物方位をN-3° 一Wに とる。規模は桁行 2間 (4.50m)、 梁行 2間 (4.46m)、 床面

積20.10ポである。柱間寸法は桁間が2.36・ 2.14m、 梁間寸法が2.14・ 2.32mで ある。柱穴の平面形態

は円形で、直径は0.20～ 0.40mを 測 り、深さは不明。埋土は全て灰掲色粘質土である。柱痕跡は検出

面の観察では判別出来なかった。遺物は出土 していない。掘立012に伴 う柵は S A004を 1条確認 した。

S A004は掘立の西側で、ほぼ平行に位置する。
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中世の遺構 と遺物

掘立014・ SA007

掘立012・ SA004

翻扇」と013・ SA005'SA006

(S宇 1 :80)

第64図 掘立011～ 014。 SA004～007測量図

掘立013

-82-



掘立柱建物 l■

S A004:建物から西側0.64～ 0.86mに あ り、第 1群竪穴式住居址、第 2群竪穴式住居址を切る。南

北 と南端では東西方向に屈曲し、「 L字状」を呈する。建物方位は南北でN-1° 一Wに とる。規模

は南北 2間 (8.16m)、 東西 1間 (1.50m)で ある。柱間寸法は南北が3.72・ 4.44m、 東西1.50mで あ

る。柱穴の平面形態は円形で、直径は0.18～ 0.34mを 測 り、深さは不明。埋土は全て灰褐色粘質土で

ある。柱痕跡は検出面の観察では判別出来なかった。遺物は出土 していない。

時期 :掘立012,S A004の 埋土は中世に特徴的な灰褐色粘質上であることから、掘立012と S A004

は中世 とする。

掘立 013・ S A 005・ S A 006(第 64図 )

掘立013・ S A005'S A0061ま 調査区北東部A6,7・ 8区 に位置 し、掘立013の東側は調査区外 に

いたる。掘立013は S B043を 切る。

南北棟で、建物方位をN-8° 一Wに とる。規模は桁行 2間 (4.40m)、 梁行 1間 (2.01m)、 床面

積8.12rで ある。柱間寸法は桁間力認.02・ 2.02m、 梁間寸法が2.01mで ある。柱穴の平面形態は円形で、

直径は0。 10～ 0.30mを 測 り、深さは不明。埋土は灰褐色粘質上である。柱痕跡は判別出来なかった。

遺物は出土 していない。掘立013に伴 う柵はS A005,S A006を 2条確認 した。柵は西側に位置 し、

S A005'S A006は 掘立の南側梁行の延長上0。 90～ 1.10mに ある。

S大 005:東西方向で、建物方位はN-87° 一Eに とる。規模は東西 3間 (5.52m)で 、柱間寸法は

2.10・ 0.62・ 2.80mである。柱穴の平面形態は円形で、直径は0,16～ 0.26mを 測 り、深さは不明。埋土

は全て灰褐色粘質上である。柱痕跡は検出面の観察では判別出来なかった。遺物の出土はない。

S A006:東西方向で、建物方位はN-91° 一Eに とる。規模は東西 2間 (5,22m)で 、柱間寸法は

2.44・ 2.78mで ある。柱穴の平面形態は円形で、直径は0.20～ 0.22mを 測 り、深さは不明。埋土は全て

灰褐色粘質土である。柱痕跡は検出面の観察では判別出来なかった。遺物の出土はない。

時期 :掘立013・ S A005,S A006の埋土は中世に特徴的な灰掲色粘質土であることから、掘立

013・ S A005,S A006は 中世とする。

掘立 014。 S A007(第64図 )

掘立014・ S A007は調査区南西部E9区 に位置する。掘立014は側柱の建物址で、第 7群竪穴式住

居址、掘立008を 切る。

南北棟で、建物方位をN-3° 一Eに とる。規模は桁行 1間 (2.48m)、 梁行 1間 (1.50m)、 床面積

3.72♂ である。柱穴の平面形態は円形で、直径は0.26～ 0.34mを測 り、深さは不明。埋土は灰褐色粘

質土である。柱痕跡は検出面の観察では判別出来なかった。遺物は出土 していない。掘立014に 伴 う

柵は S A007を 1条確認 した。 S A007は 掘立の北側で、ほぼ平行に位置する。

S A007:掘立から北側0.60mに あ り、 S B 051、 掘立005を 切る。東西方向で、建物方位は南北で

N-95° 一Eに とる。規模は東西 5間 (3.80m)で ある。柱間寸法は1.46・ 1.10,0.68・ 0。28・ 0.28mで

ある。柱穴の平面形態は円形で、直径は0.08～ 0.22mを 測 り、深さは不明。埋土は全て灰掲色粘質土

である。柱痕跡は検出面の観察では判別出来なかった。遺物は出土 していない。

時期 :掘立014,S A007の 埋土は中世に特徴的な灰褐色粘質土であることから、掘立014・ S A007

は中世 とする。
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その他の遺構 と遺物

2.土 坑

中世の土坑は 1基 (S K019)確認 した。

S K019(第 65図 )

S K019は調査区の南西部拡張区、F9区に位置 し、掘立008・ S B051・ 掘立005を切る。土坑の東

隣には掘立014が あり、北隣にはS A007がある。

平面形態は隅丸長方形で、規模は長軸南北2.15m、 短軸東西1.57m、 深さ0.16mを測る。埋土は掲

灰色粘質上である。

遺物の出土状況 (第 65・ 66図):出土遺物は539～544で ある。539は東播系須恵器摺鉢の口縁部で、

540は 磨・敲石である。541～ 544は平瓦で、541は 凸面が上、542は 凹面が上になって出上 し、543は

542の直下で検出されている。544は破片で土坑東壁にて出土 した。これらの平瓦は、道後の湯築城で

出土 した瓦に類似する。

時期 :539・ 541～ 544は 中世の遺物で、541～ 544の 平瓦は下限が16世紀中頃である。 したがって、

S K019は下限が16世紀中頃である。

第Ⅵ章 その他の遺構 と遺物

ここではSP出土遺物、包含層出土遺物、遺構検出面遺物、出土地不明遺物を報告する。

1。  SPJ上上遅圭1勿 (第 67・ 68図、図版14)

小穴・柱穴の出土遺物のうち、実測可能な545～ 566を 報告する。545～ 557は須恵器で、古墳時代 5

世紀後半～ 7世紀初頭 (I-4～ Ⅱ-5段階)の遺物である。558～562は土師器、563～ 565は石製品

で、566は椀状鉄滓の破片である。以下、各遺物の出土地点 を記載 してお く。

545・ 550i S P60、  546・ 551 : S P 067、  547i S P l12、  548: S P 050、  549: S P014、

552 i S P 133、  553: S P 065、  554: S P 156、  555: S P120、  556: S P 081、  557: S P 059、

558: S P020、  559: S P168、  560i S P 138、  561 : S P001、  562 1 S P087、  563: S P 083、

564 i S P028、 565: S P 123、  566: S P 153

2.包含層出土遺物 (第69,70図、図版10

第Ⅱ一①～Ⅳ層の出土品で主要な遺物を掲載した。

567～ 571は 中世の遺物で、567は 11～ 12世紀の高台付 き碗、568は 13～ 14世紀の杯、569は 円盤高台

が付 く杯、570は13世紀の摺鉢、571は貿易陶磁器の白磁である。572～589は古墳時代～古代の遺物で、

572～ 578は 5世紀後半～ 7世紀初頭 (I-4～ Ⅱ-5段階)の須恵器、579～ 5871ま土師器で、582は

土師器甕形土器で、胴部上半に線刻が入る。587は ミニチュア土器、588は端の羽口、589イよ土製品で

ある。590・ 591は石製品である。
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包含層出土遺物
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その他の遺構と遺物
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第70図 包含層出土遺物実測図 (2)

3.遺構検出面出土遺物 悌71・ 躍図)

592～ 616は 、遺構検出時に採取した遺物である。592～ 609は古墳時代の遺物で、598の須恵器は市

場系の無蓋高杯である。597～607は土師器、608は石製の自玉、609は ガラス製の小玉である。610～

612は弥生土器、613・ 614は縄文時代晩期の深鉢形土器の口縁部、615,616は スクレイパー。

4.出土地不明遺物 悌℃図)

617～ 624・ 629は 出土地不明の遺物である。617は灰釉陶器の可能性があり、618は東播系摺鉢、

619,620は須恵器である。622は ミニチュア土器の壼1形土器で、6231ま壼形土器の胴部に波状の文様が

施文されている。629は土製の九玉である。
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第Ⅶ章 成果 と課題

今回の樽味四反地遺跡 6次調査地では、弥生時代～中世の遺構 と、旧石器時代～中世の遺物を確認

した。最後に調査成果を時代ごとにまとめてみる。

1.旧石器時代・縄文時代

(1)出土品 後期旧石器時代後半期のナイフ形石器 1点 (53)が後世の遺構から出土 しているが、調

査地内では同時代遺構は検出されていない。縄文時代では遺構検出面で、晩期の深鉢 2点 (613・ 614)

が出上 しているが、調査地内および近隣地での同時期の遺構は検出されていない。 したがって、今後

の調査では旧石器時代～縄文時代の遣構確認が課題 となる。

2.弥生時代

(1)出土品 調査区内では、弥生時代遺構は土器棺を除 くと生活関連遺構を検出していないが、 SP

072で甕形土器 1点、 S P103で高杯形土器 1点、 S D001埋土から多量の凹線文土器が出土 している。

周辺遺跡には、前期は東方向450mに 樽味遺跡 1次調査地、中期は調査区北隣に樽味高木遺跡 2次調

査地および東方向170mに樽味高木遺跡 3次調査地、後期は東方向110mに樽味四反地遺跡 2・ 3・ 4

次調査地があり、今回出上の遺物は周辺地からの流入品とみられる。

3.古墳時代

古墳時代初頭には大型掘立柱建物址 (掘立005)、 直線溝 (S D001)、 柵 (S A001・ S A002)、 古

墳時代中～後期には竪穴式住居址37基、掘立柱建物址 5棟等を検出した。ここでは、古墳時代中～後

期の遺構 と遺物について整理する。

(1)竪床式住居址 住居址は37基あり、平面形態は隅丸方形32基、隅丸長方形 4基、円形 1基である。

住居址は 7カ 所で密集 していたために、詳細な時期を特定できる住居址は少なく、廃絶時期を特定出

来るのは第 1群 S B 008(I-5段 階)。 S B 001(Ⅱ -1段階)、 第 2群 S B 016(Ⅱ -1段階 )、 第

3群 S B 028(I-5段 階)、 S B 021(I-5段 階)の 5棟であった。このことからは、住居址の存

続期間が推定でき、須恵器 I-3～ Ⅱ-2段階に比定される古墳時代 5世紀中頃～ 6世紀後半での居

住の継続性が見て取れる。また、住居址からの遺物は多用で、須恵器、土師器、石製品、玉類、鉄製

品、灰化 した骨類・貝類、炭化物が多量に出上 し、生活の様相が垣間見 られる。

(2)掘立柱建物址 掘立柱建物は 5棟を検出した。このうち、掘立003と 掘立004は 2× 2間で、規模、

床面積、方位、主柱穴直径がほぼ同様で、多数の竪穴式住居址 と重複関係にある。掘立003は I-5

段階に、掘立004は I-4～ I-5段 階に時期比定され、竪穴式住居址 との組み合わせは判断できな

かったが、両者は同時期に存在 していたことが分かる。

(3)出土品 1)玉 類 :第 2群 と第 3群の竪穴式住居址に伴 う土 (埋上、貼床、周壁溝)か ら出上 し

ている。出土数は合計259点 で、種類は瑶璃勾玉 2点、結晶片岩製勾玉 1点、碧玉製管玉 2点、滑石

製ないし結晶片岩製管玉 1点・臼玉222点、赤色チャー ト製臼玉 2点、ガラス製小玉22点 ・粟玉 1点、

土製九玉 6点であ り、松山平野における同時代集落の出土数としては一 。二である。これらの住居か

ら出土 した玉類は、住居の建設・廃絶祭祀のためか玉生産のためかは判断できなかった。また、赤色

チャー ト製臼玉は平野内で 2例 日である。 2)鉄製品 :実測可能な遺物の合計は25点 で、針10点 、

針 ?1点、摘鎌 2点、鉄挺 1点、工具 (藝)1点 、工具の一部 3点、工具の一部ないし釘 1点、工
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成 果 と課 題

具の一部 ?3点、不明 2点である。特筆はS P 153出土の椀状鉄淳 (566)である。 3)重要品 :特

徴的な資料 も幾つか出上 している。25の 製塩土器、260・ 421・ 593の 地方窯市場系須恵器、353の軟質

系土器、21。 246・ 622の ミニチュア土器、 2・ 29。 71・ 142・ 262・ 332・ 582の線刻土器、309の結晶

片岩製有溝円板、588の輔羽口である。

(4)自 然環境 第 2群 と第 3群の埋土や貼床を水洗 したところ、灰化 した骨類片 と炭化物が多量に出

土 した。これらを分析 したところ以下のことが分かつた。 1)灰化 した骨類・貝類 :灰化 した骨類・

貝類片は焼かれていたために現代 まで残っていた。獣骨、魚骨、両生類、貝類等があり、獣骨にはイ

ノシシ・ニホンジカ・馬 。牛などの臼歯、ほ乳類の頭蓋骨・四肢骨・助骨、臼歯・骨片、魚骨にはタ

イ、タイ類、スズキ、ィヮシ類、魚類骨片、両生類にはカエル、貝類には赤貝 ?、 二枚貝がある。タ

イ類・タイの歯の中には内面が黒変 しているものがあ り、蒸 して食 された可能性がある。 2)炭化

物 :炭化物は全ての竪穴式住居址で検出され、 S B 016出 土品を分析 した。モモ核、イネ果実、オオ

ムギ炭化子葉、コムギ炭化子葉、ササゲ属がある。当時の食生活の一端が明らかになった。

4.古 代

(1)集落 掘立008と 掘立010を検出した。掘立008は総柱、掘立010は 側柱建物であり、構造が異なる

が、規模・床面積・方位がほぼ同じで平行に並んでいることから、関連性があると考えている。

5。 中 世

(1)掘立柱建物址と柵 褐灰色土を含む遺構は調査区全域で検出し、掘立柱建物址 5棟 と柵 4基を確

認 した。柵は全て掘立柱建物址に伴 うものであ り、掘立014で は柵に加え土坑 S K019も 伴っている。

掘立柱建物の桁・梁行の構造は全て異なるが、規模には10♂未満 3棟 と20♂代 2棟 とに区分できる。

時期では建物に伴う遺物がないために、詳細な時期決定は難 しいが、掘立001と 掘立011は建物域が重

複するため、少なくとも建物の小期は 2時期ある。

(2)S K019出上の瓦 掘立0141こ伴 う土坑 S K019で は、16世紀中頃を下限とする平瓦 4点 と東播系

須恵器片とが出土 している。平瓦541・ 544は北方向 l kmに位置する湯築城の郭Be区 に厚さ、釘穴位

置、釘穴直径を同じくする瓦が出上 している。当遺跡 と湯築城 とが直接的に関係することを示す資料

であり、重要な資料を得たことになる。

6.集落の推移

(1)推移の概要 旧石器・縄文時代では樽味地区で、出土例の少ない遺物が得 られたが、集落関連遺

構は未検出である。弥生時代では前期～終末期に一環 して竪穴式住居址は確認されず、居住域ではな

いことが確認された。古墳時代初頭には首長居館 と考えられる大型掘立柱建物址、直線溝、柵がある

が、竪穴式住居址は確認されておらず、一般的な集落でないことが知れる。古墳時代前期の集落関連

遺構はないが、古墳時代 中～後期には急増 し、竪穴式住居址37基 と掘立柱建物址 5棟が検出され、

I-3～ Ⅱ-2段階 (古墳時代 5世紀中頃～ 6世紀後半)の居住の様子が判明した。古代には掘立 2

棟を検出し、居住域の継続が認められる。中世には柵をもつ掘立柱建物群があり、平瓦からは湯築城

との関連性が伺えた。

以上、調査成果を記述 してきたが、課題は古墳時代初頭の首長居館 を含む樽味地域の様相を明らか

にすることと、今回検出した重複する竪穴式住居l■群の推移を整理 し、当地の古墳時代中～後期の集

落変遷を明らかにすることである。
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第Ⅷ章 自然科学分析

樽味四反地遺跡 6次調査における種実同定

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物

などから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすること

ができる。

2.試 料

試料は現地調査や整理作業の工程で採取 し、順次分析 したために2つ に分けて分析 と報告をする。

(1)分析試料 I群 :S B 016の 1区から4区 において、採取 された 9点である。内訳は、埋上では 1

区 (サ ンプル 1、 13.16g)、 2区 (サ ンプル 2、 6.37g)、  3区 (サ ンプル 3、 1.90g)、 4区 (サ ンプル

4、 0.868)の 4点、 S B016貝占床では、 1区 (サ ンプル 5、 61.418)、 2区 (サ ンプル 6、 20.608)、

3区 (サ ンプル 7、 3.538)、 4区 (サ ンプル 8、 3.378)の 4点、控え柱の柱痕跡出上の木材片 1点で

ある。

(2)分析試料 Ⅱ群 :古墳時代中期から後期 とされる竪穴住居址の覆土から水洗選別された種実類14点

である。試料の詳細を表 2に示す。

3.方 法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察 し、形態的特徴および現生標本 との対比によつて同定を行 っ

た。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示 した。

4.結 果

(1)分析試料 I群

1)分類群

樹木 1、 草本 2の計 3が同定された。学名、和名および粒数を表 1に示 し、主要な分類群を第74図

に示 した。以下に同定の根拠 となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

モモ 乃阿,sp誦∽Batsch 核 (炭化)バ ラ科

黄褐色・黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

〔草本〕

オオムギ HOrJevtt y工gtt L.炭化子葉 イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端には胚がある。背面には縦に一本の溝がある。

側面の形は曲率が大きく、胚と胚乳との接する輪郭線は山形である。

コムギ 
“

″cIIrm acsが yLIm L.炭化子葉 イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈する。腹部の端には胚がある。背面には縦に一本の溝があ
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る。比較的四角い形を呈 し、短い。

2)種実群集の特徴

① S B016埋土

1区ではモモ核、2区からもモモ核、3区からはモモ核片・オオムギ果実・コムギ果実が同定され、

4区は検出されなかった。

② S B01銀占床

1区ではモモ核片、 2区からもモモ核、 3区からはモモ核片、4区からはモモ核片・コムギ果実が

同定された。

(2)分析試料Ⅱ群

分析の結果、樹木 1、 草木 2の計 3分類群が同定された。学名、和名および粒数を表 2に示し、主

要な分類群を第75図 に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

モモ PrvavsPersiCa Batsch 核 バラ科

黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。

〔草木〕

イネ O1/zn d加盟L.種子 (炭化) イネ科

炭化果実は黒色で精円形を呈す。

ササゲ属 Ⅵ脚a種子 (炭化) マメ科

黒色で楕円形を呈す。へそは縦に細長い。ササゲ属にはリョクトウ、アズキ、ササゲなどの栽培

植物が含まれるが、現状の研究では識別は困難である。

5。 所見・考察

(1)分析試料 I群

樽味四反地遺跡の S B 016の 埋土 と貼床から検出された災化種実類は、モモ核、オオムギ果実、コ

ムギ果実であった。いずれも渡来の栽培植物であり、弥生時代以降から出土する。

(2)分析試料 Ⅱ群

古墳時代中期から後期 とされる竪穴住居址からは、モモ、イネ、ササゲ属の種実が検出された。い

ずれも栽培植物であ り、優良な食物になるものばか りである。住居跡から出土 していることから、食

用 とされたものが炭化 して破片 として残存 したと考えられる。イネやモモは弥生時代以降の遺跡で出

土例が多いが、ササゲ属の出土例は比較的少ない。

参考文献

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第2巻生業、株式会社雄山閣、p131‐139.

南木睦彦 (1991)栽培植物。古墳時代の研究第4巻生産と流通 I、 株式会社雄山閣、p.165-174.

南木睦彦 (1992)低湿地遺跡の種実。月刊考古学ジャーナルNo.355、 ニューサイエンス社、p.1322.

南木睦彦 (1993)葉 ・果実・種子。日本第四紀学会編、第四紀試料分析法、東京大学出版会、p.27悦 83.

吉崎昌― (1992)古代雑穀の検出。月刊考古学ジャーナルNo.355、 ニューサイエンス社、p.2-14.
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表 l I群の種実同定結果

S B016埋 土 S B016只占床
部位

1区1区和名 2区   3区 4区 2区   3区 4区

Arbor

PrvIPぃ persicn Bttsch

Herb

rrOr」etrt4 yJFgare L.

Triticum,∝すvLIm L

樹木

モモ

車木

オオムギ

コムギ

炭化核 (完形)

炭化核 (半形)

え化核 (破片)

炭化果実

炭化果実

十

２

１２＋

1

2

Total 合 計

重さ(g) 13.16g   637g 6141g   2060g 337g

備考 虫 .

表 2 Ⅱ群の種実同定結果

調査区 層準 分類群 (和名/学名) 個数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

S B 016 2区

S B016 3区

S B016 3区

S B016 3区

S B016 3区

S B016 3区

S B016 3区

S B016 3区

S B016 3区

S B 014 4区

S B 020 東壁

S B019 1区

S B011

SB群

上層

上層

埋土中

埋土～床面

埋土～貼床

埋土中

ササゲ属  Vigna

モモ      Pmaus persica Batsch

モモ      Prllnus persica Bahch

モモ     Prllnus persica Battch

モモ     Prunus pcrsica Batsch

ササゲ属  Vigna

不明破片

イネ    oryZa sativa L.

イネ    oryZa sativa L

モモ     Pmnus persica Batsch

モfI     Prunus pcrsica Batsch

モモ     Pmnus persica Batsch

モモ    Prunus persica Bttsch

モモ     Prunus persica Batsぬ

種子

核片

核片

核

核片

種子

果実

果実

核片

核破片

核破片

核片

核片

6

1
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1モモ核 (炭化) 2モモ核 (炭化)

自 然 科 学 分 析

3モモ核 (炭化)

7コムギ炭化子葉

1生 コムギ炭化子葉

第74図 分析試料 I群

モモ核 (炭化)

-5 0rrm

8同左

……““口い1 0rrm

12同左
HH口HH由 1_Ornm

5オオムギ炭化子葉 6同左

9コ ムギ炭化子葉 10同左
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1 モモ核 (サンプルNo.4)
― 生.Omm

4 モモ核 (サ ンプルNo.2)
- 1.Clmm

5 モモ核 (サ ンプルNo.3)

モモ核 (サ ンプルNo.14)

… 1.Omm

イネ果実 (サ ンプルNo.8)
……中Bl.Omm

2 同左
-1.Omm

6
1.Omm

7 イネ果実 (サ ンプルNo.9)

-1・
Omm

ササゲ属 (サンプルNo.1)
……中山1.Omm

第75図 分析試料 Ⅱ群

9 ササグ属 (サラブル雨ざ!6)

- 1・
Omm
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遺 構 一 覧

遺構 。遺物観察表

一凡例一

(1)以下の表は、本調査検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値

形態・施文欄 土器の各部位名称を略記 した。例)口→口縁部、頸→顎部、天→天丼部、裾→裾

部、胴→胴部、脚→脚部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記 した。例)長→長石、石→石英、密→精製土。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。例)石・長 (1～ 4)→「 1～

411m大の石英・長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表 3 竪穴式住居l■一覧

竪穴

(SB)
地 区 平面形

規模 (m)

長さ(長径)×幅(短径)×深さ
埋  土

主柱穴

(本 )

内部施設
周壁溝 備 考

高床 土坑 炉 カマド

A3・ 4

B3・ 4

九
形

隅
方

476× 440× 040
灰褐色土
褐色土

4 南壁一部

B3・ 4
九
形

隅
方

440× 370× 024 黒褐色土 西 西壁

B5・ 6

C5・ 6

丸
形

隅
方

662× 610× 004 暗褐色土
北南東
西壁

間仕切 り溝

B3・ 4

C3・ 4

丸
形

隅
方

566× (420+α )× 014 黒褐色土 3

B3・ 4

C3・ 4

丸
形

隅
方 (500+α )× (450+α )× 006 (貼床 )

暗褐色土
4 西壁

C3・ 4
隅丸
方形

(520+α )× (176+α )× 010
＞
土

床
色

貼
褐

く
暗 1 西壁

008
Ａ

Ｂ

隅丸
方形

6.50× (560+α )× 024 暗褐色土 4 南・西壁 】ヒF_41こ かかる

A2・ 3

B2・ 3

隅九
方形

(222+α )× (048+α )× 021 暗褐色土 4

A4
B3・ 4

隅丸
方形

580× (370+α )× 0.28 暗褐色土 1 西壁

B2・ 3

C2・ 3

丸
形

隅
方 (570+α )× (5.36+α )× 012 暗褐色土 4 北壁にかかる

012
Ａ

Ｂ

丸
形

隅
方

6Ю×(530+α )× 006 暗褐色土 3 南・西壁

B4・ 5

C4・ 5

丸
形

隅
方

380× 340× 008 暗褐色土
褐色土

4 北東西壁

ABC
5・ 6

九
形

隅
方

738× 698× 028 黒褐色土 4
北南東
西壁

間仕切 り溝

E7・ F7
丸
形

隅
方

405× 340× 010 黒褐色土 3
北 。東壁
小穴

E6・ F6
丸
形

隅
方

392× (338+α )× 008 褐灰色土

Ｄ

Ｅ

,4
,4

丸
形

隅
方 (500+α )× 468× 030 極暗褐色土 4 引ヒ西壁

D3・ 4

E3・ 4
隅丸

長方形
560× 350× 020 暗赤褐色土 北 壁

SB0281こ ウワら
/bる
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竪穴

(SB)
地 区 平面形

規模 (m)

長さ(長径)X幅 (短径)× 深さ
埋  土

主柱穴

(本 )

内部施設
周壁溝 備 考

高床 土坑 炉 カマド

D4・ 5

E4・ 5

丸
形

隅
方

(420+α )× 420× 018 黒褐色土 4 小 穴
SB028に ラワら
才をる

022 E4・ 5
丸
形

隅
方 (418+α )× (212+α )× 0_06 暗褐色土 4

南東壁
小穴

間仕切 り溝

024
Ｅ

４

Ｄ

３

丸
形

隅
方

558× (412+α )× 012 暗褐色土 4 北南西壁
SB0281こ 切 ら
れる

025
DEF
5・ 6

丸
形

隅
方

626× 560× 0.04 褐灰色土 4
北南東西
壁・小穴

D5'6
E5 6

隅丸
長方形

432× 322× 002 黒褐色土 北南東壁

027
D3 4
E3・ 4

隅丸
長方形

482× 438× 0.14 黒褐色土 4
北南東西

壁
SB028に 切 ら
才tる

Ｄ

Ｅ

隅丸
長方形

524× 450× 024 黒掲色土 4 ○ 東西壁 SB027を 切る

E2・ 3
F2・ 3

丸
形

隅
方

838× (348+α )× 016 褐灰色土 1 東壁
SB033・ SD001
を切る

EO,1
F01・ 2

丸
形

隅
方

600× (468+α )× 024 暗褐色土 2 北南東壁
SB032に切られ、
SB034を切る

EO・

FO・

丸
形

隅
方

494× (418+α )× 006
，
土

床
色

貼
褐

そ
暗

2 北東壁
SB033に ラ9ら
れる

035 F0 方形 ? (068+α )× (008+α )× 022 暗褐色土

C8・ 9
D8・ 9

丸
形

隅
方

344× 332× 006 暗褐色土
北南東西

壁

037 C8・ D8
丸
形

隅
方 (242+α )× (048+α )× 008 暗褐色土 北東壁

B10・

C10・
円 形 466× (242+α )× 062 黒褐色土 SB039を 切る

Ｃ

Ｄ

0・

0

九
形

隅
方

432× (422+α )× 032 黒褐色土 西 壁
SB0381こ 切 ら
″ιる

Ｅ

Ｆ

0

0・

丸
形

隅
方

625× 550× 018 黒褐色土
北南東西

壁
Ｆ

Ｇ

0・

0・

丸
形

隅
方

416× (216+α )× 010 黒褐色土 北・東壁
南西壁にかか
る

A6・ 7・ 8
丸
形

隅
方

310× 268× 034 暗褐色土 1
東壁
小穴

東壁にかかる
出土物なし

EFG
8・ 9

丸
形

隅
方

546× 528× 018 黒掲色土 l 北 壁

竪穴式住居l■一覧

遺 構 一 覧

(2)

表 4 竪穴式住居l■の炉・ カマ ドー覧

竪穴

(SB)
時 期 炉 カマ ド 位 置 平面形

規模 (m)

長 さ(長径 )× 幅 (短径 )× 深さ
出土遺物 備 考

古 墳 ○ 西 壁 楕円形 060× 048× 012
土師器
石器

古 墳 ○ ゴヒ 壁 楕円形 (116+α )× 082× 018 北壁にかかる

古 墳 ○ 封ヒ 壁 楕円形 083× 081× 025

古 墳 ○ 】ヒ 壁 楕円形 046× 042× 006

02ユ 古 墳 ○ 】ヒ 壁 不整形 078× (032+α )× 008

032 古 墳 ○ 】ヒ 壁 不整形 088× 074× 004

古 墳 ○ 司ヒ 壁 楕円形 100× (052)× 014 土師器 西壁 にかかる

古 墳 ○ 封ヒ 壁 不整形 108× 090× 018

焼±1 古 墳 不明 不 明 不 明 楕円形 (202)× (117)× 025 須恵器
土師器
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表 8 SB008出土遺物観察表  土製品

遺 構 一 覧

表 5 掘立柱建物址一覧

掘立
規模

(間 )

方 向
桁  行 梁   行

方 位
床面積

(活 )
時期 備考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

001 3× 2 東 西 780 272・ 294 ・ 214 N-35° 一W 2964 中世

2× 2 東西 340 170・ 170 N-4� ―W 1238 古墳

004 2× 2 東西 214・ 200 410 200  210 N-4° ―W 古墳

1× 1 東 西 308 308 256 256 N-0° 一W 788 古墳

007 1× 1 東 西 308 308 2,98 298 N-65° 一W 918 古墳

3× 3 南北 666 238・ 208 220 528 174 ・ 176 ・ 178 N-85° 一ヽV 3516 古代

009 (2)× 不明 不明 (380+α ) 162 不 明 不 明 不明 古墳～古代

3× 3 南北 680 268・ 232 504 204・ 150。 150 N-105° 一W 3427 古墳～古代

2× 1 南北 182・ 216 N-6° 一W 677 中世

2× 2 南北 450 236・ 214 232 N-3° 一E 2010 中世

2× (1+α ) 南北 (404+α ) 202 ・202 (201+α ) N-8° ―ヽV 812 中世

1× 1 南北 N-3° 一E 中世

表 6 柵列一覧

柵テu

(SA)

規模

(間 )

方 向
法

方  位 時期 備  考
実長 (m) 桂間寸法 (m)

004 2× 1 東西 816・ 150 372 ・444・ N-1° 一E 中世 掘立0121こイ半う

005 3 東 西 552 210・ 062・ 280 N-87° 一E 中世 掘立013に 伴う

2 東西 522 244・ 278 N-91° 一E 中 世 掘立013に 伴う

007 5 東西 146・ 110・ 068・ 028・ 028 N-95° 一E 中世 掘立0141こ伴う

表 7 土坑一覧

土坑

(SK)
地 区 平面形 断面形

規模 (m)

長さ(長径)× 幅(短径)× 深さ
埋 土 出土遺物 時期 備 考

F9
隅九

長方形
逆台形 215× 157× 016 掲灰色土

東播系須恵器
平瓦

中世

E4 方形 ? 舟底状 (044+α )× (020+α )× 012 暗褐色土 古墳

E4 方形 ? 不 明 (042+α )× (024+α )× 016 暗褐色土 古墳

E4
隅丸
方形

舟底状 (050+α )× (042+α )× 008 黒褐色土 須恵器 古墳

Dl
隅丸
方形

逆台形 (224+α )× (058+α )× 0.32 黒褐色土 須恵器 古墳

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 胎土

焼成

(外 面)

色調
(内面)

備 考
図
版

外 面 内 面

1 杯蓋
つまみ径26
残高 41

天丼部は平坦。つまみは円形で、
内面が窪む。天丼部と口縁部の境
には、鋭い断面三角形の稜が巡る。

回

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
長

(2～ 4)

◎

灰色

(N6/0)

重ね焼痕
SP③ 9

2 杯 身
口径 (100)
器高 44

口縁部は内傾 し、端部には沈線
が 1条巡る。受部は水平に伸び
る。内外面に線刻あり。

口

底
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
長

(05～ 1)
◎

灰褐色

(7 5YR5/2)
自然釉 9

3 碗
口径 (126)

残高 35
胴部～口縁にかけて内湾する。
端部は尖る。

ナ デ

口端 :板状ナデ
→ナデ

胴 :ナ デ

石

(05以 下 )

◎

オリーブ黒色

(7 5YR3/1)
灰色 (N働0)

自然釉
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表 9 SB008出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

4 石庖丁 ほぼ完存 緑色片岩 9425 未製品

5 磨 石 完存 砂岩

敲石 完存

7 台石 1/2

砥 石 砂岩 292 3900 9

表10 SB001出 土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内面)

備 考
図
版

タト面 内面

郭蓋
口径 (12.6)

器高 48
天丼部は平坦。天丼部と口縁部
の境に鋭い断面三角形の稜が巡
る。口縁端部は内面が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長
(1～ 2)

◎
庭
帥

杯蓋
口径
器高

天丼と口縁部の境に沈線が1条巡る。
外面に粘土塊とllh維痕跡あり。天丼
部には焼成後に剥がした痕跡がある。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
長 (1～ 2)

炭(05～ 25)

◎

灰色

(N働0)
自然釉 9

杯蓋
口径 (114)
残高 43

天丼部と口縁部の境に、鋭い断面三角形
の綾が入る。端部内面が窪む。天丼部外面
に、線刻か石が移動した1条 の沈線が巡る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石 。長
(05～ 2)

◎

灰色
(N5/0)

自然釉

杯身
径
高

口
残

(124)
36

口縁部は内傾する。端部は内面
に段を持つ。

回転ナデ 回転ナデ
密

◎
灰色

(N6/0)

蓋
口径
器高

天丼部が内側に歪む。口縁端部
は、尖る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
長

(1～ 3)

◎

灰色
(N6/0)

高 郭
径
高

底
残

(82)
47

裾部は、角度を変え接地する。
方形透孔が 3個配置される。

回転ナデ
カキロー回転ナ
ア

石・長

(1～ 2)

◎

灰色

(N6/Cl)

高郭
径
高

底
残

(92)
44

脚は外反し、裾部は内湾する。
方形透し3個入る。

脚 :カ キロ(7本

たm)→ ヨコナデ
裾 :回転ナデ

回転ナデ
長

(05～ 15)
◎

青灰色
(5PB6/1)

甕
口径 (222)
残高 60

口縁部は内湾する。端部は面を
持ち、水平になる。胴部外面は、
打ち欠いた痕跡が 2カ所確認で
きた。

ヨコナデ

口

胴

ヨコナデ
ヨコナデ・

才旨↓甲さえ

石 。長
(05～ 3)

◎

にぶい橙色

(7 5YR6/4)

褐灰色

(7 5YR5/1)

9

17 甕
残高 54
口径 (145)

口縁部は内湾 し、外面中位が膨
らむ。端部は面を持ち、内傾す
る。肩部の張 りが強い。

口 :ヨ コナデ
胴 :ヨ コハケ

(8～ 10本たm)
ヨコナデ

石・長

(1～ 4)

◎

にぶい掲色
(75YRV 4)

9

甕
口径 (122)
残高 61

小型品。口縁部は短 く、やや内
湾する。胴部は張 りが強い。

ヨコナデ

口

胴

ヨコナデ
ヨコナデ

指押 さえ

石・長

(05～ 25)
◎

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

9

甕
口径 (19働
残高 64

口縁部は、直線的に外傾 し、端
部は面を持ち外傾する。

マメツ

(一部ハケ9～ 10

本たm)

口

胴

マメツ
マメツ・指

押 さえ

石・長

(1～ 3)

△

にぶい橙色

(7 5YR6/4)
9

甕 残高 38
口縁部は有段になる。口縁端部
は内傾 し、僅かに内面が肥厚す
る。

ヨコナデ ヨコナデ
石。長(1～

彗去ウシモ

△

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

ニチュア
底径 19
残高 18

胴部は、外傾 し、底部は上げ底
である。

ナデ・指オサエ ナ デ

石・長

(1～ 2)
◎

灰褐色
(5YR5/2)
明赤褐色
(2 5YR5/6)

高郭
底径 (10.6)

残高 2.3
裾部の内面は、角度を変え接地
する。

マ メソ マ メツ

土
粒
＞

製
色
少
△

精
白
く

橙色
(75Y7/6)

甑 残高 57
甑の把手。舌状。棒状粘土に、
粘土を廻してナデと指押さえで

成形を行っている。

上 面 ナデ・

押さえ

石・長

(05～ 15
◎

にぶい橙色
(7 5YR6/4)
黒褐色
(75Y郎潔)
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番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内面)

備 考
図
版タト面 内面

土製品
さ
径

厚
直

土師器か弥生土器の再利用品。
相対照に欠損部があり、土錘と
して使われた可能性がある。

A面 (土器外側 )

iナ デ
B面 (土器内側)

:磨 き

長
０

・
一
◎

石
Ｑ

にぶい橙色
(7 5YR7/4)
にぶい黄橙色
(10YR6/3)

黒 斑

精塩土器
径
高

口
残

に4)

52
器壁が 1～ 3 nlalと 薄い。胴部は

楕円形である。

マメソ (一部指
押さえ)

マメツ (一部指
押さえ)

石・長

(1～ 2)

△

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

出土遺物観察表

SB001出 土遺物観察表  土製品

表14 第 1群竪穴式住居址 出土遺物観察表  土製品

(2)

表1l SB001出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 三皇

備 考
図
版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

敲石 完存 765

磨 石 完存 134

表12 SB002出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施文
調 整 土

成
胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

イ蓋
口径 (148)

残高 34

口縁部は、外反する。天丼部と口
縁部の境に緩い沈線が 1条巡る。
口縁端部は内面が僅かに窪む。

回転ナデ 回転ナデ
長

(05以 下)

◎

灰色

(N6/0)

甕
口径 (197)
残高 62

口縁部は、外傾し有段。口縁端
部は、面を持つ。

マメツ

口

胴
ナデ
マメツ・指
押さえ

石 ・長

(1～ 2)

△

にぶい赤褐色
(5YR6/4)
明赤褐色
(2 5YR5/6)

甕
回径 (148)

残高 75

口縁部は大きく外反する。胴部
は張りが強い。内外面とも、剥
離する。

ハ クリ クヽリ
石 ・長

(1～ 4)

△

明赤褐色
(2 5YR5/6)

碗
口径 (111)
残高 30

胴部は内湾し、口縁部は直立す
る。端部は尖る。

マ メツ マ メツ
石'長 (05～ 1)

金ウンモ

△

明赤褐色
(5YR5/6)

表13 SB002出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 中重

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) )享 さ(cm) 重量 (g)

支石 ほぼ完存 フォルンフェルス

砥 石 ほぼ完存 砂岩 出土地点不明の624と 同
一 相 次 の 可 台レ性 ふ n^

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

タト面 内面

杯蓋
口径 (143)
器高 41

天丼部は中央が窪む。天丼部と口
縁部の境には、2条の沈線が巡る。
端部内面に沈線が1条入る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

天 回転ナデ

(一部工具跡)

回転ナデ回

石 ,長

(1～ 3)

◎

暗灰色
(N3/0)
灰色(N卸働

不蓋
径
高

口
残

(148)
40

天丼部と口縁部の境には、 1条
の浅い凹線が巡る。口縁端部は

内面が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
長

(1～ 75)
◎

青灰色
(5PB6/1)

杯蓋
口径 (148)
器高 47

天丼部と口縁部の境には、 1条
の沈線が巡る。綾は丸みのある
断面三角形状になる。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石 長

①
◎

灰色
(N5/0)

不蓋
回径 (136)
器高 (45)

天丼部は平坦。天丼と口縁部の

境に、沈線が 2条巡る。口縁端
部内面が窪む①

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石 。長

(1～ 4)

◎

灰色

(N6/0)

不 身
口径 (114)
残高 50

口縁部は内傾 し、端部に沈線が
1条巡る。端部に l cmの 等間隔
に細かく打ち欠いた痕跡がある。

口

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
長

(05～ 2)

◎

黄灰色
(25Y6/1)
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番ら 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

高杯
径
高

底
残

脚部は外反し、裾部で角度を変える。脚
部下部に断面三角形の稜が巡り、垂直に
立ち上がる。方形透孔が穿孔される。

回転ナデ

脚柱 :カ キロ
(6～ 8本/cm)

回転ナデ
石 。長

(1～ 15)

◎

灰白色

(N駒0)

灰色 (N6/0)

霊
口径 (170)
残高 47

回縁部は外反し、中位に断面三

角形の稜が 1条巡る。稜の上下
に、波状文が施文される。

回転ナデ 回転ナデ
長

(2～ 3)

◎

灰色

(N5/Cl)

壺又は

器台
口径 (157)
残高 37

二重口縁壷の可能性あり。口縁部
はやや内湾する。一次口縁部又は、
頭部で大きく角度が変わる。

上
下

口

回
回転ナデ
ヘラナデ

回上 :回転ナデ
ロ下 :ナ デ

密
石・長

(05以 下)

◎

灰色

(N5/0)

杯 蓋
つまみ径(35)

残高 11

つまみ上面がす り鉢状に窪む。
天丼部 。つまみ部には、打ち欠
いた可能性のある箇所がある。

つまみ :回転ナデ 天 :回転ナデ

石
③

◎

灰色

(N6/0)
自然釉

奏
口径 (203)

残高 63

口縁部は外反するが外面中位は

膨 らむ。口縁端部は面を持ち、
外傾する。一部では沈線が 1条
確認出来る。

口

胴

ヨコナデ
ヨコハケ

口

胴

ヨコナデ
ー枚剥離
指押さえ

石・長
(1～ 3)

○

明赤褐色
(10YR6/3)
にぶい橙色
(7 5YR6/3)

甕
口径 (172)
残高 46

回縁部は内湾し、口縁端部は丸
く、内面に肥厚する。口縁部と

胴部の境は緩い。

ヨコナデ ヨコナデ
石・長

(05～ 10)

◎

にぶい褐色

(7 5YR5/4)
灰褐色
(7 5YR4/2)

甕
口径 (152)

残高 62
口縁部はやや内湾する。口縁端
部 は 丸 しヽ 。

口

胴

ヨコナデ
ヨコハケー

ナデ

口

胴

ヨコナデ
マメソ

石・長
(1)

○

にぶい黄橙色
(10YR7/3)
部分的に橙色
(2 5YR6/6)

黒 斑

甕 残高 49
口縁部は有段。下半は内湾し、
上半では外反する。端部は面を
持つ。

口

胴

マメツ
ヨコハケ

マ メツ

石・長・赤
(1)

○

にぶい黄橙色
(10YR7/8)

碗
径
高

口
器

回縁部は、直立ぎみに内湾する。
底部は平底。

口 :ヨ コハ ケ

(10本 /cnl)、 マ

メツ

ハクリ ,マ メツ
長 赤

(05～ 1)

△

明赤褐色
(2 5YR5/6)
橙色(5Y駒0

黒 斑

碗
径
高

口
残

(1■ 2)

36
口縁部は内湾する。端部は丸い。

ヨコナデ・指押
さえ

ヨコナデ・才旨押
さえ

密
小石

05以下
◎

にぶい赤褐色

(2 5YR5/4)
明赤褐色

(2 5YR5/6)

高郭 残高 59 脚は内傾し、裾部は直線的に外
に開く。内面は強い稜線が入る。

マメツ・指押さ
え

マメツ・絞 り痕
石。長 赤

(05～ 1)

△

,表 黄橙色
(10YR8/4)

高郭
底径 (102)
残高 23

脚は内傾し、裾部は直線的に外
に開く。内面は強い稜線が入る。
裾端部は尖り気味。

マ メ ツ マ メツ
長(05以 下)

金ウンモ

△

橙色

(5YR6/6)

甑 残高 41 甑の把手。舌状。端部になるほ
ど立ち上がり、厚さが薄くなる。

上面 :ナ デ・指
押さえ

石長(1～ 3)

金ウンモ

◎

橙色
(5YR6/6)

第 1群竪穴式住居l■ 出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

(2)

表15 第 1群竪穴式住居l■ 出土遺物観察表  石製品

番鍔 器 種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

扁平片刃石斧 完存 緑色片岩 48448 柱状片刃石斧の破損品を扁平片刃
石斧に二次加工する際の研磨段階

ナイフ形石器 上下端部欠損 サヌカイ ト 7224 後期旧石器時代後半期 9

表16 第 1群竪穴式住居址 出土遺物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 材 質
法

色 調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 7し准登(cm) 重量 (g)

臼 玉 完存 滑 石 070× 069 030× 0.43
上030
]〒023

0294 灰黄褐色・黒褐色

臼玉 3/4 滑石 055× 057 欠損×030 上020
下欠損

0097 暗オリーブ灰色
黒色
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表17 SB016出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 生

成
胎
焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

不蓋
口径 (122)
残高 43

天丼部は丸い。天丼部と口縁部
の境に鋭い断面三角形の稜が巡
る。口縁端部が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ

密
石
②
◎

灰色 (N4/0)

灰色 (N5/0)
自然釉

杯蓋
口径 (122)
残高 44

天丼部は平坦。稜は鋭 く断面三
角形に伸びる。口縁端部内面に
明瞭でない凹が 1条巡る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長
(05～ 4)

◎

青灰(5B5/1)

青灰色
(10B6/1)

S烈④

イ 身
口径
器高

口縁部は内傾する。底部は平坦。
口
底

回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

底 :タ タキ→ナ
デ消 し

石・長

(1～ 6)

小石 (45)

◎

灰色

(N5/0)

杯 身
口径 (110)

器高 (49)

口縁部は内傾する。口縁端部内
面が窪む。底部は丸い。

口

底
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

灰色
(N5/0)

杯 蓋

口径 120
つまみ径23
器高 53

天丼部は平坦。天丼部と口縁部
の境に鋭い断面三角形の稜が巡
る①つまみは中央が窪む。

つまみ・口 :

回転ナデ
天 :回転ヘラケズリ

回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

灰色
(N6/0)

自然釉

高不 残高 57
回縁都は杯部から角度を変え、上方で内
湾する。杯部上部には、断面三角形の稜
が2条巡り、直下に櫛描き波状文施文。

口

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
石． 長

①

◎

灰色
(N5/0)

高杯 残高 44 不部は碗状。中位に断面三角形
の突帯が 2条巡り、把手が付 く。

回転ナデ
把手 :ナ デ

回転ナデ
密

◎
灰色
(N6/0)

自然釉

高郭 残高 53 脚部は大きく外反する。イ部、
裾部は欠損。

回転ナデ
上
下

脚
脚

ナデ
回転ナデ

密

◎
灰色
(N5/0)

自然釉

醒
口径 (110)
残高 42

頸部には櫛描き波状文が施文さ
れる。回縁部との境に断面三角
形の突帯が巡る。口縁部は外傾
する。

回転ナデ 回転ナデ

密
白色粒
(若干)

◎

暗灰色
(N3/0)

自然釉

甕

口径 (182)
胴部最大径

(282)
残高 199

口縁部は内湾する。端部は面を
持ち、内傾する。

回

頸
胴 :マ メツ
ヨコナデ

口

胴

マメツ

ナデ・指押
さえ

石・長
(1～ 3)

金ウンモ

○

にぶい橙色
(10YR6/3)

甕
口径 (202)

残高 60

口縁部は内湾する。端部は面を
持ち、水平になる。口縁部外面
に接合痕が残る。

回
胴

ｃｍ

ヨコナデ
ハケ (5本 /

→ ヨコナデ

口

胴

ヨコナデ
ナデ・指押
さえ

石・長

(1～ 2)

◎

橙色

(5YR6/6)

甕
径
高

口
残

回縁部は外傾 し、端部はやや内
傾する。内面の粘土帯痕跡が顕
著。

口
頸
胴

ヨヨナデ
ハケーナデ
ナナメハケ
(5～ 8本/帥 )

口

胴

ヨコナデ

ナデ

石・長
(1～ 2)

金ウンモ

◎

橙色
(5YR 6/6)

橙色
(75YR駒6)

甕
口径 (184)

残高 91
口縁部は外反する。端部は面を
持ち、内傾する。内面は窪む。

マ メツ

口

胴

マメツ

ナデ 指押
さえ

石・長
(1～ 3)

◎

にぶい黄橙色
(10YR7/4)
橙色
(5YR7/6)

甕
口径 (280)
残高 70

口縁部は有段。下半は内湾 し、
上半では外反する。端部は面を
持ち、内傾する。

マ メツ マメツ

石・長

(1～ 3)

◎

にぶい責橙色
(7 5YR6/4)

甕 残高 53 口縁部は大きく外傾 し、胴部上
半は張 りが弱い。

マ メツ マ メ ツ

石
。

長

(05～ 2)

◎

にぶい褐色
(7 5YR5/3)
にぶい赤褐色
6YR粥 )

甕 残高 26
甕の胴部上半。 2条のヘラ描き
沈線が平行に並ぶ。ヘラ記号の
可能性あり。

マメツ マ メ ツ

石・長
(1～ 3)

◎

にぶい責橙色

(10YR 6/4)
暗赤褐色

(25YR V6)

奏
察住
古画

口
残

(173)
74

口縁部は外傾する。胴部上半の

張 りは弱い。
マ メツ マ メ ツ

石・長

(05～ 2)

◎

橙色(5YR働6)

にぶい責橙色
(10YR6/3)

短頸壺
径
高

口
残

(74)
45

口縁部はやや内傾 し、端部は面
を持つ。

マ メツ ナ デ

石。長・赤
(05～ 5)

○

にぶい黄橙色
(10YR7/3)
にぶい赤橙色
(10YR6/4)
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SB016出土遺物観察表  土製品

表20 SB016出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表

(2)

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 生

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

74 碗
口径 (138)

残高 62

底部はやや平坦で、胴部から口
縁部は内湾する。端部は上方に
立ち上がる。

口 ナデ・指押
さえ

板ナデ底

ナデ・指押さえ

石・長
(1～ 3)

金ウンモ

◎

にぶい黄橙色

(10YR7/4)

高不
狂仁
昔画

底
残

裾部は角度を変え、外傾する。
端部は細 くなる。

マ メツ マ メ ツ

石 。長
(05～ 1)

◎

橙色
(5YR 6/8)

甑
径
高

口
残

(210)
69

月同部から口縁吉Fに かけてタト傾す
る。粘土帯の痕跡が内外面とも
顕著。

ハケ (3～ 4本 /

cln)→ナデ・指
押さえ

ハ クリ・マメツ
石・長
(1～ 3)

◎

にぶい橙色
(5YR6/4)
橙色(5YR616)

甑 残高 5,8 甑の把手。舌状。 ナデ・指押さえ
長 (05)
金ウンモ

◎

橙色
(2 5YR6/8)

表18 SB016出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 里

皇
備 考

図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

柱状片刃石斧 1/4 緑色片岩 64163 弥生時代の石器

スクレイクヾ― 完存 1.403

台石 ほぼ完存 1152

台石 完存 123

台石 1/2 砂岩 124 925

自然石 完存 緑色片岩 原石 (素材 )

自然石 完存 756

自然石 完存 3269

自然石 1/2 砂岩 25654

自然石 完存 5.25

自然石 完存 チャー ト 1041

表19 SB016出土遺物観察表  鉄製品

番号 器 種 残 存
法 中璽

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

工具の一部あるいは釘 月ヽ片

不 明 月ヽ片 075 070 0233

不 明 刀ヽ片 055 0071

番号 器 種 残 存 材 質
法 日重

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 子し准登(cm) 重量 (g)

勾玉 完存 弱踏 長さ22× 幅125
厚 さ

045× 060
上033
下020

1887 橙色・赤茶色

臼玉 完存 滑石 045× 045 019× 0.20
上015
]ヾ015 灰オリーブ色

銘 臼王 完存 滑 石 035× 033 020X020 」二0.15

¬ぐ0,13
0043 オリーブ灰色
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番号 器 種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 局 さ (cm) 子しイ蚤(cm) 重量 (9)

臼 玉 ほぼ完存 滑石 049× 049 010× 008
上015
下015

0046 灰白色 。暗灰色

臼 玉 ほぼ完存 滑 石 045× 050 020× 019 上020
下020

0098 黄褐色・灰色

白 玉 ほぼ完存 滑石 045× 047 017× 025
上015
下015 008ユ オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑石 049× 047 029× 029
上029
下017 灰オリーブ色

臼 玉 完存 チャー ト 033× 031 017× 020
上

下
赤色

臼 玉 完存 滑 石 049× 050 015× 010
上019
下020

0061
灰オリーブ色・オ
リーブ黒色

臼 玉 完存 滑石 040× 048 030× 028
上015
下015

0107 オリーブ灰色

102 臼 王 完存 滑 石 045× 045 025× 033
」■020
下019

0085 暗青灰色

臼 玉 完存 滑 石 055× 055 027× 019
J二〇25

¬(021
0125 灰 色

臼 玉 完存 滑 石 051× 050 020× 027 Jし021
下019

0094 オリーブ灰色

臼 王 完存 滑石 050× 047 0,19× 020 上019
下020

オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 035× 037 017× 030
上

下
0055 暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑 石 035× 039 019× 009
上

下
0033 暗オリーブ色

臼 玉 完存 滑石 057× 050 025× 030 上020
¬〒013

0174
灰白色と灰色の混

臼玉 12 滑石 (051)× 059 欠損 ×020 」二〇15

下久損
0046 灰黄色

臼 玉 滑石 (027)× 040 欠損×027 J二〇19

下019
0043 暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑 石 045× 045 030× 025
上020
司ヾ015

0078 暗緑灰色

日 玉 ほぼ完存 滑石 057× 欠損 047× 047 上020
¬F021

0243 暗緑灰色

臼 玉 完存 滑 石 043× 045 015× 015
上

下
005 暗緑灰色

臼 玉 完存 滑 石 040× 040 020× 029
上

下
0067 暗オリーブ灰色

日 玉 ほぼ完存 滑 石 053× 050 023× 025
上

下
0110 灰 色

臼 玉 完存 滑 石 047× 049 030× 029
上

下
0106 青黒色

臼 玉 完存 滑 石 040× 025 023× 025
上

下
0072 暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑 石 045× 045 030× 030
上

下
0100 灰オリーブ色

臼 玉 完存 滑石 047× 049 025× 027 上020
司ヾ020

0067 灰オリーブ色

臼 玉 完存 滑 石 050× 050 030× 025
上020
T020 0077 暗緑灰色・緑灰色

臼 玉 完存 滑 石 039× 039 020× 029
上

下
0074 暗緑灰色

臼 玉 完存 滑石 033× 043 023× 015
上

下
0049 灰オリーブ色

123 臼 玉 完存 滑 石 040× 045 021× 020
J二〇20

司〒015
0049 緑灰色

臼 玉 完存 滑石 043× 043 021× 029
上

下 0060 暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑石 049× 049 023× 027
上

下
暗緑灰色・緑灰色

臼 玉 完存 滑 石 055× 057 021× 035 J二〇21

下020
0105 オリーブ黒色

SB016出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表

(2)
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番号 器  種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 子しイ塁(cm) 重量 (g)

127 臼玉 完存 滑 石 043× 040 033× 025
上

下
0066 オリーブ黒色

128 臼玉 完存 滑石 043× 045 023× 030
上

下
オリーブ灰色

129 臼玉 1/2 滑石 047× 049 015× 015
上0

下0
0049 暗オリーブ灰色

臼王 完存 滑 石 045× 045 017× 020
上0
下0

0070 オリーブ灰色

臼玉 1/2 滑 石 (045)× 030 欠損×015
上

下
0041 暗青灰色

臼玉 完 存 滑石 040× 043 019× 029
上

下
0057 暗オリーブ灰色

臼 玉 3/4 滑 石 043× 043 久損 ×033 帥碑
0066 暗オリーブ色

小 玉 完存 ガラス 027× 027 017× 017
上009
T009 0018 緑 色

小 玉 完存 ガラス 033× 025 029× 025
上015
下015

0045 半透明・薄めの青
緑色

小 玉 完存 ガラス 032× 031 020× 029
J二〇10

]ヾ010
0047 青緑色

137 栗玉 完存 ガラス 019× 019 013× 015
上009
1ギ007

(透 明感 のある )

青色

丸玉 1/3 土 製 (070)× 040 070 ①15) 0233 暗灰色

139 丸玉 完存 土 製 055× 081
J二 〇23

¬〒021
0455 暗灰色

丸玉 完存 土 製 080× 080
上

下
0547 暗灰色

SB016出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表

(3)

表21 SB016貝占床部 出土遺物観察表  土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成
胎
焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

不蓋
口径 (130)
器高 47

天丼部は平坦。天丼部と口縁部
の境に鋭い断面三角形の稜が巡
る。口縁端部は内面が窪む。

天

口

回転ヘラケスリ

回転ナデ
回転ナデ

石 。長
(1～ 3)

◎

灰色
(N54Э )

碗又は
杯

残高 17
底部は平坦。底外面に「×」が

線刻されている。ヘラ記号の可

育と性あり。
ナ デ ナ デ

白色粒
(05以下 )

◎

にぶい橙色
(5YR6/4)

甑
底径 (132)

残高 20
底部は平坦で、穿孔がある。
央部が直径40伽大の円孔、
りに半月形の孔が 2個残存。

中

周 マメツ ナ デ

石 長

(1～ 2)

◎

にぶい橙色

(7 5YR6/4)

表22 SB016貝占床部 出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 豆

備 考
図
版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

扁平片刃石斧 刃部残存 緑色片岩 15 7684

表23 SB016貝占床部 出土遺物観察表  鉄製品

番号 器  種 残 存
法 旦

皇
備 考

図
版

長さ(cm) 幅 (cm) ,享 さ (cm) 重量 (g)

工 具 小 片 065 0965

146 工具 小 片 035 0228

針 月ヽ片 020 020 0081

針 小 片 0050

149 針 小 片 085
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番号 器 種 残 存 材 質
法 三皇

色  調 備 考
図
版直径 (cm) 高さ(cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

勾 王 完存 漏 踏 28× 18 000× 123 透明感のある明褐
色

未製品

臼玉 完存 滑 石 043× 043 010× 011 」二〇19

]ヾ017
0047 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 040× 037 013× 011
上

下
0039 灰白色の透明

臼玉 完存 滑石 043× 043 013× 013
上

下
0052 黒色に灰白色混合

154 臼玉 完存 滑 石 037× 037 007× 007
」■013
]゛015

0018 オリーブ灰色

155 臼玉 完存 滑石 033× 035 017× 015 11013
1ギ013

0039 灰 色

臼玉 完存 滑石 040× 040 019× 0.23
上

下 灰色

臼玉 完存 滑石 035× 035 019× 020
上

下
0051 灰色

臼玉 完存 滑石 035× 033 019× 017
上

下
0043 灰色

159 臼玉 lZ 滑石 053× 欠損 013× 013 」
=0,20

]゛020
0049 灰 色

160 臼玉 完存 滑 石 048× 041 020× 010
上

下
0038 灰色 。オリーブ黒

色

臼玉 ほぼ完存 滑石 049× 049 010× 012 上021
]〒0.20

0041 灰 色

臼玉 完存 滑石 053× 049 035× 029
上

下
0150 灰白色を元に多色

混合

163 臼玉 完存 滑 石 035× 033 029× 0.27
J■013
T013 0081 灰色

臼玉 完存 滑石 040× 041 030× 039 J二 0,19

下017 0106 灰 色

臼玉 完存 滑石 033× 037 009× 0.17
11015
耳゙015

0022 灰色

臼玉 完存 滑 石 040× 041 025× 033
上

下
0113 暗灰色

臼玉 完存 滑石 043× 043 017× 020 J二〇19

]゛019
0.078 暗オリーブ灰色

168 臼玉 2/5 滑石 (025)× 027 欠損 ×0.15
J二〇15

下欠損
0022 灰色

臼玉 完存 滑 石 049× 049 017× 020
上

下
0087 灰色

臼玉 完存 滑石 055× 055 011× 0_20
上

下
0093 灰白色

臼玉 完存 滑 石 053× 053 020× 015
上

下
01■ 暗灰色

日玉 完存 滑 石 043× 043 033× 033
上

下
0101 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 035× 035 023× 023
上

下
0067 灰 色

174 臼玉 完存 滑石 045× 043 023× 027
上

下
0103 暗オリーブ灰色

臼玉 ほぼ完存 滑 石 040× 039 027× 0.25
上015
下015

0083 灰色

臼玉 完存 滑石 037× 033 019× 019 」i015
¬守015

0044 灰 自色

臼玉 完存 滑石 031× 031 030× 035 J二〇17

司'017
0065 オリーブ黒色

臼玉 完存 滑 石 050× 049 023× 027 」二〇19

]ヾ019
0095 オリーブ灰色

179 臼玉 完存 滑石 040× 043 039× 043
上

下
0143 暗オリーブ灰色 管 に近い

臼玉 完存 滑石 035× 038 025× 025 J二〇16

]ヾ015 灰色

臼玉 完存 滑 石 030× 033 017× 013 」二〇13

司ぐ013
0025 オリーブ灰色

表24 SB016貼 床部 出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表
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SB016貼床部 出土遺物窃察表  玉類

出土遺物観察表

(2)

番号 器 種 残 存 材 質
法

色 調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 子とイ墨(cm) 重量 (g)

臼 玉 完存 滑石 049× 047 037× 037
上

下
0151 灰色

臼 王 完存 滑 石 041× 043 029× 029
上

下
掲灰色

184 臼 玉 完存 滑石 043× 043 027× 035 「 020
司守020

0101 仄色

臼 玉 1/2 滑石 040× 0_39 欠損 ×021 」二〇15

下欠損
0052 オリーブ灰色

臼 玉 頭 滑 石 050× 050 欠損 ×0,09
J二〇19

¬〒019
0103 暗オリーブ灰色

緑灰色

臼 玉 完存 滑石 045× 043 019× 035
上023
下019

0101 暗オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 033× 035 017× 015
1二〇10

下010
0037 灰 色

臼 玉 完存 滑 石 050× 0_50 023× 033
J■020
1守018

灰 色

臼 玉 完存 滑石 035× 037 025× 025
」■014
]ヾ013

0060 灰色

臼玉 完存 滑石 045× 043 021× 025
」二〇21

T020 0067 暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑 石 043× 043 023× 035
J二 〇20

¬↑0.20
暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑石 041× 043 019× 017
上

下
暗灰色

194 臼玉 ほぼ完存 滑石 043× 045 027× 029
上

下
0102 オリーブ黒色

臼王 完存 滑 石 050× 053 020× 030
J二〇19

]〒019
0109 灰オリーブ色

196 臼 玉 完存 滑石 047× 047 020× 013
J二〇19

T020 0064 黒色

臼 玉 完存 滑石 045× 045 0.35× 021
」i019
¬ぐ023

0095 灰色

臼 玉 完存 滑 石 045× 049 037× 031
J二〇17

司ギ018
0119 黒 色

199 臼 玉 完存 滑石 045× 045 013× 019
J二〇17

下017
00M 暗灰色

臼玉 完存 滑石 047× 0.45 039× 035 上017
下019

0118 黒色

臼 玉 完存 滑 石 040× 043 015× 0,17
1二〇20

可〒0.20
0054 オリーブ黒色

/」 玉ヽ 完存 ガラス 030× 033 020× 019
」二〇10

]ヾ010
紺色

小 玉 完存 ガラス 030× 035 017× 019 」■007
]守 009

0032 半透明の紺色

204 小 王 完 存 ガラス 041× 04ユ 025× 029
J■ 010
]ヾ 010

0082 紺 色

河ヽ玉 完存 ガラス 027× 030 017× 019
上011
下011

0027 淡い紺色

小 玉 完存 ガラス 030× 029 010× 015
上

下
透明感のある紺色

小 玉 完存 ガラス 040× 040 023× 030
」二〇10

]ヾ010
0079 透明感のある紺色

小 玉 完存 ガラス 040× 039 027× 030
J二〇〇7

¬ヾ007
0076 半透明の紺色

丸玉 完存 土製 090× 089 077
」二〇10

下011
0581 黒褐色・褐灰色

側面は丸く、
天地は平坦
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出土遺物観察表

表25 SB01観占床部～埋土 出土遺物観察表  土製品

表28 SB016カ マ ド出土遺物観察表  石製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施文
調 整 胎土

焼成
色調

(外面)

(内 面)

備 考
図
版外面 内面

甕
口径 (86)
残高 47

口縁部は外反 し、胴部上半は張
りが弱い。

口 ナデ・指↓甲
さえ
タタキ月同

ナデ・指押さえ
石 。長
(1～ 2)

◎

にぶい黄橙色
(10YR 7/4)

高杯 残高 61 脚部は大きく外傾する。 マ メ ツ ナ デ

石 。長
(05～ 55

○

橙色
(2 5YR6/8)
橙色(5YR 7お )

甑 残高 22 底部は内湾 し、直径2 0cm大 の
円孔が 2個残存。

ナ デ ケズリ→ナデ
石・長(01)

金ウンモ

◎

褐色
(75YR 4/3)

表26 SB01観占床部～埋土 出土遺物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版直径 (cm) 局 さ (cm) 子と至登(cm) 重量 (g)

勾玉 完存 結晶片岩 長 さ430× 幅240
厚さ

023× 039 5993 暗緑灰色
未製品
研磨段階

管玉 1/2 碧 玉 (090)× 091 (100)× 120 J二〇20

下欠損
0.646 緑灰色

臼玉 完存 滑石 050× 051 020× 001
」■021
下020

0072 暗灰責色

臼王 完存 滑 石 033× 039 009× 013 r015
下015 0025 灰 色

臼玉 完存 滑 石 033× 035 019× 020
1二〇15

T015 0049 灰 色

218 臼玉 完存 滑石 045× 049 031× 030
上010
下010

0149 灰責色

臼玉 完存 滑石 050× 051 021× 030 」i020
F020 0143 灰 色

臼玉 完存 滑石 051× 052 020× 038
上

下
0.141 灰色

臼玉 ほぼ完存 滑石 043× 045 019× 042
上

下
0117 暗オリーブ灰色

222 臼玉 完存 滑 石 030× 031 025× 024
上

下
0049 オリーブ灰色

223 臼玉 完存 滑 石 039× 035 005× 020 L015
下欠損

0043 灰 色

臼玉 完存 滑 石 043× 045 021× 028
上020
]ヾ018 暗オリーブ灰色

225 臼玉 完存 滑 石 030× 031 020× 030
上

下
0043 灰 色

226 臼玉 完存 滑石 040× 040 019× 029
J二 〇19

]゛ 019
0062 黒色

227 臼玉 ほぼ完存 滑石 045× 042 031× 035 J■020
下久損

0120 暗オリーブ灰色

228 臼玉 完存 滑 石 031× 035 012× 019
J■015
下015 灰 色

229 臼王 完存 滑石 030× 03ユ 020× 021
1二〇13

]゛013
0035 灰白色

小 玉 完存 ガラス 029× 030 023× 020 1二〇10

下久損
0,026 紺色

表27 SB016カ マ ド出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 生

成

胎

焼
色調

(外面)

(内 面)

備 考
図
版タト面 内面

13N身
口径 (132)
残高 30

口縁部は垂直に立ち上がり、受
部は水平になる。月同部は底部か
ら角度を変える。

回転ナデ 回転ナデ
石 長

(1～ 2)

◎

黄灰(25Y6/1)

灰白色
(2 5YRη l)

番号 器  種 残 存 材  質
法 三

里
備 考

図
版長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

232 支石 完存 フォルンフェルス 3400
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出土遺物観察表

表29 SB016埋土～貼床部出土遺物観察表  玉類

表30 SB016・ 003出土遺物観察表  土製品

表32 SB016・ 003出土遺物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 局 さ(cm) 子し℃乙(cm) 重量 (a)

233 臼王 完存 滑石 050× 050 020× 030
上

下
0109 オリーブ黒色

臼王 ほぼ完存 滑石 035× 030 021× 019
J二 〇10

]章 010
0053 黒色

235 臼王 完存 滑 石 045× 049 035× 031
上

下
0113 暗オリーブ灰色

臼王 ほぼ完存 滑 石 035× 030 015× 013
上

下
0037 灰色 貼床吉旧

臼王 完存 滑石 035× 040 015× 017
J二〇13

¬守013
0045 灰 色 貼床吉Б

238 臼玉 ほぼ完存 滑 石 035× 038 020× 019
上

下
0033 灰 白色 貝占房RttБ

臼王 完存 滑石 040× 040 020× 023
上

下
0065 オリーブ灰色 貝占床吉Б

240 臼玉 完存 滑石 040× 040 020× 021
上

下
0049 灰色 貼床吉Б

臼王 完存 滑 石 040× 039 029× 025
上

下
0069 灰オリーブ色 貼床部

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版タト面 内面

242 不
底径 (120)

残高 28
底部は平坦で胴部は外傾する。高
台は底部の端に付き、端部外面が
少しはね上がる。底部外面工具痕。

回転ナデ 回転ナデ
白色粒
(若干)

◎

灰色

(N6/0)

碗
径
高

底
残

底部は円盤高台。内外面に緑釉
が施釉されている。京都系。

回転ヘラケズリ
高台 :回転糸切

→ケズリ
回転ナデ

密

◎

青灰色

(5B6/1)

244 高杯 残高 40 口縁部は段を持ち、内湾する。 マ メツ マ メツ
石,長

(1～ 3)

金ウンモ

◎

にぶい責橙色
(10YR6/3)

245 碗
口径 (122)

残高 40
底部は平坦で、回縁部は大 きく

内湾する。端部は、先が細 くな
る。

マメツ マ メツ
石'長 (1～ 4)

金ウンモ

◎

橙色

(5YR6/6)

246 ミニチュア

口径
底径
器高

上下ともタト反し、 端部は先が旅日
い。上下面とも窪む。

ナデ・指押さえ ナデ・指押さえ
石 長

①
◎

にぶい黄橙色
(10YR 7/4)

表31 SB016・ 003出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (a)

台石 ? 1/4? 122 903 受熟か ?

番号 器 種 残 存 材  質
法

色 調 備 考
図
版直径 (cm) 高 さ(cm) 子し4登 (cm) 重量 (9)

臼玉 完存 滑石 036× 036 020× 011
J二〇15

T017 0052 半透明の灰白色

臼玉 完存 滑 石 051× 050 020× 020
上

下
0077 にぶい黄色

250 臼玉 完存 滑 石 047× 045 027× 027
J二〇19

下015
0106 灰 白色

臼工 完存 滑 石 050× 050 028× 020
上

下
0111 暗オリーブ灰色

252 臼玉 完存 滑石 045× 041 031× 031
」二〇21

司守021
0078 灰オリーブ色

253 臼玉 完存 滑 石 049× 045 021× 021
上025
下025

0066 オリーブ灰色

254 九玉 完存 土製 071× 075 055
上009
下009

0240 黒色・にぶい橙色 球状
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表33 SB014・ 016出土遺物観察表  玉類

表34 SB014出土遺物観察表  土製品

表37 SB028出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

番号 器  種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版直径 (cm) 高さ(cm) 子し径 (cm) 重量 (g)

255 臼玉 ほぼ完存 滑 石 欠損 ×047 015× 欠損
上015
下0_15

灰白色

臼王 完存 滑 石 049× 047 031× 027
上

下
0118 暗緑灰色

257 臼玉 ほぼ完存 滑石 043× 040 040× 030
上

下
灰色
色

オリーブ灰

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴・施文
調 整 胎土

焼成
色調

(外面)

(内面)

備 考
図
版

外 面 内面

258 杯蓋
口径 (132)
残高 42

天丼部は平坦で、口縁部との境に
断面三角形の稜が巡る。口縁部は
やや内傾する。端部内面が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

灰色
(NVO)

259 不蓋
回径
残高

天丼部はやや丸 く、回縁部との

境に断面三角形の稜が巡る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

天 :タ タキ (同
ッとヽ円)

回転ナデ

石・長・炭
(1～ 3)

◎

灰白色
(N7/0)

霊 残高 36
非陶邑系 (市場系)。 胴部上半に断
面三角形の突帯1条 と沈線 1条 を
巡らせ、間に櫛描き波状文を施す。

回転ナデ (一部
格子タタキ)

回転ナデ
密

◎
灰色(5Y5/1)

灰色 (N「o/0)

261 甕
口径 (209)
残高 59

口縁部はやや内湾し上方へ伸びる。
瑞部は面を持ち水平になる。胴部
上半の器壁は薄くなる部分がある。

口

胴

ヨコナデ
ハケ (6本 /

cm)

口

胴

ヨコナデ
ナデ

長
か

。
一
◎

石
Ｑ

橙色

(5YR6/6)

262 甕
口径 (236)

残高 58
口縁部は外傾 し、端部は面を持
ち水平になる。

口
胴

ヨコナデ
ハケ (4本 /

cm)→ ナデ

口

胴

ヨコナデ
マメツ

石・長

(1～ 3)

◎

にぶい橙色
(75YR 6/4)

甕 残高 28
口縁部は段を持つ。下部は外傾
し、上部は外反する。端部は先
が細 くなる。

マメツ (一部ヨ
コナデ)

マ メツ

長
動

・
一
◎

石
Ｑ

橙色

(5YR6/6)

表35 焼±1出土遺物観察表  土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴・施文
調 整 生

成
胎
焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

不身
口径 (132)
残高 36 口縁部は内傾 し、端部は九い。 口 :回転ナデ 回転ナデ 密鋤的◎

灰色
(N5/0)

自然釉

不 身
口径 (130)

器高 38

口縁部は内傾する。底部は平坦。
口縁 端部が細か く欠損 してい

る。

口
底

回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
石

・
長

(1～ 3)

◎

灰色
(N6/0)

口縁部打
ち欠き痕

鉢
口径 (230)
残高 69

胴部は内湾し、口縁部は大きく
外傾する。端部は九い。

口 マメツ (一

部ハケ)

ハケ(6～ 8本/cm)

口 :ハ ケ

胴 :ナ デ (一部
ハケ)

石・長

(1～ 4)

◎

明赤褐色
(2 5YR5/6)
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

267 高郭
径
高

底
残

(13働
28

据部は大きく外反 し、端部は細
くなる。

マ メ ツ マ メツ

石・長

(1～ 2)

◎

橙 (2 5YR)

橙色95YR邪 )

.橙色(5YR716)

表36 焼±1出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残  存 材 質
法

備 考
図
版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

268 支石 ほぼ完存 110 2350

番ら 器 種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

邦蓋
口径 112
器高 48

天丼部九い。口縁部との境に断面
三角形の鋭い稜が巡る。口縁部は

垂直で、端部内面に段がある。

天

□

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長

(1～ 3)

◎

灰色
(N50)

270の 蓋 11

14N身

口径 94
～97
48器 高

日縁部は内傾し、端部は内面が窪む。受
部は水平に伸びる。胴部から底部は九い。
内面には明瞭なロクロロが確認できる。

口

底
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
石・長

(2～ 3)

◎

灰色

(N5/0)

269の身271

～281の 小
石が入る

11
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表38 SB028出土遺物観察表  石製品

表 39 SB028出土遺物観察表  土製品

表 40 SB028出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表

番号 器 種 残 存 材  質
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm)

271 自然石 完存

272 自然石 完存 11

273 自然石 完存

274 自然石 完存

自然石 完存

276 自然石 完存

277 自然石 一部欠損

278 自然石 完存

自然石 完存

280 自然石 完存

自然石 完存

番号 器種 法量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

杯蓋
口径 (110)
残高 38

天丼部と口縁部の境は断面三角
形の稜が巡る。口縁端部は内面
が段になる。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ 長 (1)

◎

灰色
(N5/0)

杯身
口径 (92)
残高 32

口縁部はやや内傾 しなが ら伸び

る。
回転ナデ 回転ナデ

密

◎
灰色
(54Э )

高杯

径
高
径

口
器
底

口縁部は内傾する。脚部は外反し、
裾部は角度を変え、内傾して立つ。
脚部に方形の透かし孔あり。

回転ナデ
イ底:回 転ヘラケズリ

回転ナデ
基部 :ナデ

密

◎
灰白色
(75Y7/1)

高杯 残高 34
脚部は外反し、裾部で角度を変える。境
に断面三角形の稜が巡り、垂直に立ち上
がる。方形の透かし孔が穿孔されている。

回転ナデ 回転ナデ
白色粒
◎

灰色

(N6/0)

甕
口径 (193)
残高 128

口縁部はタト傾し、端部は丸い

胴部最大径は中位に位置する。

マメツ (一部指
押さえ)

マメツ (一部指
押さえ)

石・長
(05～ 3)

◎

にぶい責橙色
(10YR7/3)

287 甕
径
高

底
残

l■ 4

141
胴部最大径部分の器壁は薄ヽ

底部は平底。

マメツ (一部指
押さえ)

マメツ (一部指
押さえ)

石・長・赤
(05～ 4)

◎

にぶい黄橙色
(10YR7/3)・

灰黄褐色
(10YR5/2)

甕
口径 (184)

残高 38

口縁部は内湾 し、上方に伸びる。

端吉るは内外面 ともや や突 出す
る。

端

‥

口

口

:ヨ コナデ

ナデ

ナデ

ロ端 :ヨ コナデ

石・長

(1～ 2)

金ウンモ

◎

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

甕
口径 (192)
残高 36

口縁部は外反する。端部は先が
細くなる。

マ メツ マ メツ

石・長

(1～ 2)

◎

橙色
(7 5YR7/6)

番号 器 種 残 存 材 質
法 旦

皇
色 調 備 考

図
版

直径 (cm) 高 さ (cm) 子し径 (cm) 重量 (g)

管玉 lβ 滑石 (055)× 065 ①5)
上 (045)
下 欠損

緑灰色

臼玉 完存 滑 石 037× 033 025× 025
」二〇13

下011
0061 暗オリーブ灰色

292 臼玉 1/2 滑石 (027)× 029 027× 029
J二〇23

¬ぐ023
0063 暗オリーブ灰色

293 臼玉 完存 滑 石 043× 041 020× 027 」二〇20
]゛020

0074 暗オリーブ灰色
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表45 SB019出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

表41 SB027出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

タトE] 内面

294 望 残高 42
口縁部は外反する。端部は内外
に肥厚する。端部外面直下に断
面三角形の突帯が 1条巡る。

平行 タタキー回
転ナデ

ロ端 :回転ナデ
回転ナデ

密
長 (15)
小石 (3)

◎

灰色

(N6/0)
黄灰色

(N6/1)

表42 SB020出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版タト面 内面

295 杯 蓋
口径 (110)

残高 28
天丼部と口縁部の境に、鋭い断
面三角形の稜が巡る。

回転ナデ 回転ナデ
密

◎
灰色
(5/0)

296 イ 身
口径 (102)

残高 35

口縁部は垂直に立ち上がり、
部は水平に伸びる。受部に、
ね焼痕あり。

受

重 回転ナデ 回転ナデ
石
②
Ｏ

灰色
(50)

自然釉

甕
口径 (210)

残高 79 口縁吉5は有段。肩部 に言己号か。
口

胴

ヨコナデ
ハケ

口

胴

ヨコナデ

ナデ

石・長

(1～ 2)

◎

乳黄褐色

298 甕
口径 (150)

残高 35
口縁部はやや内湾しながら上方
へ伸びる。端部は水平になる。

マ メ ソ マ メツ

石・長

(卜 3)

◎

橙色
(5YR6/6)

表43 8B020出土遺物観察表  鉄製品

蟹号 器 種 残 存
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

工具 小 片 3641

表44 SB020出 土遺物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 材 質
法 旦

皇
色  調 備 考

図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

臼玉 完存 滑 石 040× 040 020× 025
」二〇21

]ヾ 020
0063 オリーブ灰色

301 臼玉 完存 滑石 050× 049 030× 045
■_015
]=020

0145 灰オリーブ色

臼玉 完存 滑 石 035× 040 017× 021
J■019
]ぐ019

0043 灰色

臼玉 完存 滑 石 050× 053 030× 040
上

下
0131 黒色

臼王 完存 滑石 050× 050 010× 023
」二〇19

下019
0079 灰 色

305 小 玉 完存 ガラス 030× 039 005× 010
J二〇15

T015 0027 碧色

小 玉 12 ガラス (030)× 029 欠損 ×021
上

下
0015 透明感のある紺色

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 生

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

307 杯蓋
口径 (134)
残高 38

天丼部と口縁部の境には、断面
台形の稜が巡る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
長

(1～ 4)

◎

灰色

(N6/0)
自然釉

甕
口径 (160)
残高 51

口縁部は内湾 し、端部は面を持
ち水平になる。

マ メ ツ マ メツ 石．長ぐ‐・３，鉾◎
橙色
(2 5YR6/6)
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表46 SB019出土遺物観察表  玉類

番号 器  種 残 存 材 質
法 〕里

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 高 さ (cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

有溝円板 完存 結晶片岩 230× 190 038× 035
」二〇53

¬〒021
3284 暗オリーブ灰色

未製品・

研磨段階

臼玉 ほぼ完存 滑石 040× 039 020× 021
上011
下011

0069 灰 色

臼玉 ほぼ完存 滑石 050× 050 010× 020
上019
T019 0060 灰 オリーブ色

表48 SB024出土遺物観察表  玉類

表49 SB021出土遺物観察表  土製品

表50 SB021出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表

表47 SB024出土遺物観察表  鉄製品

番号 器  種 残  存
法 旦

皇
備 考

図
版長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (9)

棒状鉄製品 小 片 085 1992 lユ

棒状鉄製品 小片 255 090 3886 lユ

番号 器  種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版直径 (cm) 高さ(cm) 子し准登(cm) 重量 (g)

臼玉 完存 滑石 050× 050 030× 031
上015
T013 0112 暗オリーブ灰色

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内 面

315 郭蓋
口径 (110)
残高 36

天丼部と口縁部の境には、断面三角
形の鋭い稜が巡る。国縁端部内面が
窪む。端部は細かく欠損している。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石
“
◎

灰色
(N6/0)

イ 蓋
口径 (110)
残高 39

天丼部は平坦。天丼部と口縁部
の境には断面三角形の稜が巡
る。端部内面が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
密

◎
灰色
(N6/0)

郭蓋
口径 (114)
残高 44

天丼部は丸い。天丼都と口縁部の境に
は、Li面 三角形の稜が巡る。稜の先端
には九みあり。端部内面が段になる。

天

回

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
密

◎
灰色

(N6/0)

郭蓋
口径 (128)
残高 26

口縁部は、外反する。天丼部と
口縁部の境は緩い沈線が 1条巡
る。端部内面が僅かに窪む。

回転ナデ 回転ナデ
密

◎
灰色

(N6/0)

イ 身
口径 (110)

残高 36
口縁部は内傾する。口縁端部内
面が窪む。

口

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

密
白色粒
(若千 )

◎

灰白色
(N7/0)

杯蓋

口径 (114)
つまみ径29
器高 46

天丼部は平坦。天丼部と口縁部の

境は断面三角形の稜が巡る。つま
みは中央部が突出し、周りが窪む。

つまみ :回転ナデ
天 :回転ヘラケズリ
ロ :回転ナデ

回転ナデ
石 ・長

(1～ 2)

◎

灰白色
(N7/0)

自然〆由

甕
口径 (199)
残高 78

口縁部は外傾する。外面中位に
肥厚 した部分がある為、外面か
らは内湾している様に見える。

マ メツ マ メツ

石 。長
(05～ 3)

◎

にぶい黄橙色
(10YR6/4)

322 碗
口径 (126)

残高 43
月同部は内湾する。口縁端部は角
度を変えて外反する。

ア^

ブヽ

ナ
痕

(一部工具 デ

リヽ

ナ
痕

(一部工具
長

，
・
１
◎

石
ぐ

にぶい橙色
(7 5YR6/3)
橙色鬱5YR師 )

番号 器 種 残 存 材 質
法 璽

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

323 臼玉 完存 滑 石 043× 043 017× 017
上

下
0059 にぶい橙色

口 玉 完存 滑石 055× 053 041× 035
上

下
0196 暗オリーブ灰色

325 臼玉 完存 滑石 040× 041 018× 023
上

下
0084 暗オリーブ灰色

臼玉 ほぼ完存 滑 石 (047)× 055 031× 欠損
■023
下020

0126 暗褐色
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番号 器 種 残 存 材 質
法

色 調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 子し4登 (cm) 重量 (g)

臼 玉 完存 滑 石 045× 045 027× 031
上0.20

下020
0094 灰 色

328 臼玉 完存 滑石 047× 047 030× 013
」二〇19

下020
0089 黒色

329 臼玉 完存 滑石 051× 0.50 030× 031
上

下
0139

暗オリーブ灰色
・オリーブ灰色

330 臼玉 1潔 滑 石 (040)× 030 欠損×025 上0.23

下久損
0042 暗オリーブ灰色

臼玉 完存 滑 石 050× 050 011× 020 上020
下020

0072 オリーブ灰色

出土遺物観察表

SB021出土遺物観察表  玉類

表55 第 3群竪穴式住居址 出土這物観察表  土製品

(2)

表51 SB025出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成

胎

焼
色調

(外面)

(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

332 ネ身
径
高

口
残

日縁都は内傾し、受部は水平に伸びる。
胴部は下半から垂直に立ち上がる。胴部
下半外面に、放射状の沈線が線方Iさ れる。

口

底
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ 石

密
く
◎

灰色
(N6/0)

甑 残高 50 口縁部は外傾 し、端部は外反す
る。

口端 :ヨ コナデ
ロ :マメツ ー部
ハケ(4～ 5本/cm)

マメツ (一部ハ

ケ)

石・長

(1～ 4)

◎

橙色(2YRη 6)

黄灰色
(25YR 6/0)

表52 SB026出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成

胎

焼
色調

(外面 )

(内面 )

備 考
図
版

外面 内面

334 遂
口径 (124)

残高 33
頸部は外反し、口縁部は外傾す
る。どちらにも櫛描き波状文が

施文されている。
回転ナデ 回転ナデ

石・長

(2～ 5)

◎

灰色

(5Y6/1)
自然釉

335 高 郭
口径 (150)

残高 49
段を持つ。上方に内湾し、口縁
端部で外反する。端部は先が細
くなる。

マ メ ツ マ メツ

密
長 (1)

◎

橙色
(5YR7/8)

表53 SB025・ 026出土遺物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 材 質
法

色 調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 子し准登(cm) 重量 (g)

臼王 完存 滑石 040× 037 027× 027
上015
下015

0084 灰 色 SB025

臼 玉 完存 滑 石 049× 041 028× 025
上

下
0078 暗オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 030× 035 018× 020 」二〇15

下015
0043 灰オリーブ色

臼 玉 1/2 滑石 (040)× 040 欠損×(013)
上

下
0019 暗オリーブ灰色

表54 SB018出 土遺物観察表  土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成
胎
焼

(外面 )

色調
(内面)

備 考
図
版

外 面 内面

高杯 残高 4.2
段を持つ。上方に内湾する。端
部は先が糸田くなる。

マ メ ツ マ メツ

石・長

(1～ 2)

◎

橙色
(5YR6/6)

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面 )

色調
(内面 )

備 考
図
版

外面 内面

杯 蓋
回径 (126)

残高 36

天丼部と口縁部の境は断面三角
形の稜が巡る。口縁端部は内面
が段になる。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

灰色
(N6/0)

郭蓋
口径 (120)
残高 38

天丼部と口縁部の境は断面三角
形の稜が巡る①口縁端部は外面
に突出し、内面が段になる。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ

石． 長
①

◎

灰色

(N5/0)
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番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成
胎
焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

杯蓋
口径 (130)

残高 39

天丼部と口縁部の境は断面三角
形の稜が巡る。口縁端部は内面
が段になる。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

灰白色
(5Y7/1)

344 杯身
口径 (100)

残高 46
口縁部は内傾する。内面の中位
にロクロロが残る。

回

底
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

石・長
(1～ 35)

◎

貢 灰 色

(25Y6/1)
黄 灰 色

(25Y5/1)

杯身
口径 (116)
残高 36

口縁部は内傾する。受部は水平
に伸びる。胴部は外傾する。

回転ナデ 回転ナデ

石． 長
①

◎

灰色

(N5/0)

lTN身
口径 (136)
残高 36

口縁部は内傾する。受部は水平
に伸びる。

回転ナデ 回転ナデ
石・長
(1～ 4)

◎

灰色
(N5/0)

短頸壷 残高 51
底部は平底で、胴部はタト傾する。
胴部最大径は上位に位置する。
口顎部は垂直に立ち上がる。

胴

底
回転ナデ

回転ナデ→

ヘラケズ リ
回転ナデ

長

(1～ 4)

◎

灰色

(N6/0)
自然メ由

杯蓋
つまみ径(30)
残高 19

天丼部は丸い。つまみは中央部
が窪む。接合痕が確認できる。

つまみ :回 転ナデ
天 :回転ヘラケズリ

回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

貢灰色

(25Y6/1)
灰色 (N6/0)

高杯
口径 (100)

残高 45

口縁部は内傾 し、杯底部は平坦。
不底部外面に脚部の接合痕あ
り、また穿孔部分も残存する。

口

底
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

密
長

(05～ 15)
◎

灰色
(N5/0)

高杯
底径 (114)

残高 33

台付重の可能性もある。裾部は柱部から

角度を変え、外傾する。端部は先が細く
なる。直径1 0cm大 の円孔が穿孔される。

回転ナデ 回転ナデ
白色粒
(若干)

◎

灰色
(75Y6/1)
灰色 (N7/0)

351 甕
口径 (146)
残高 50

口縁部は外傾する。外面中位は

肥厚する。
マメ ツ マ メツ

石・長
(1～ 6)

◎

にぶい橙色
(10YR7/4)

甑
口径 (272)
残高 84

胴部から口縁部 |こ かけてタト傾す
る。口縁端部は面をなし、外傾
する。内外面に粘土帝痕跡が顕
著に残存する。

口端 :ヨ コナデ
ロ :ナ デ・指押

さえ

口端 :ヨ コナデ

(ハケ(6～

7本/clll))

胴 :ナ デ

石・長

(1～ 3)

◎

にぶい橙色
(7 5YR7/4)
灰黄褐色
(10YR5/2)

353 甑 残 高

甑の把手。断面は円形で、先が尖
る。上部には溝が 1条線刻され
る。長さ3 3cm、 深さ0 5cn4に なる。

ナデ・指押さえ

石 長 赤

(15)
炭 (2)

〇

橙色
(2 5YR6/8)

器 台 残 高

大型器台の柱部。沈線が5条巡り、
上下に円孔が穿孔される。円孔は

約1 0cm大で、3個残存する。

マメ ツ マ メ ツ

石・長
(1～ 3)

◎

橙色(5YR616)

にぶい黄橙色

(10YR6/4)

出土遺物観察表

第 3群竪穴式住居llL出土遺物観察表  土製品

表57 第 3群竪穴式住居l■ 出土遺物観察表  鉄製品

(2)

表56 第 3群竪穴式住居l■ 出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

355 砥 石 ほぼ完存 砂岩 164567

356 台石 完存

番号 器  種 残 存
法 三皇

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

357 摘 鎌 2/3 17371 未使用

藝 月ヽ片

棒状鉄製品 月ヽ片 1438

摘鎌 小片 0794

針 刀ヽ片 0075

362 針 小 片
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出土遺物観察表

表 58 第 3群竪穴式住居l■ 出土遣物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 務 質
法 日重

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 局 さ (cm) 子し4壬 (cm) 重量 (g)

管 玉 完存 滑石 057× 059 217× 221
上

下
1585 黒色

臼 玉 完存 滑 石 040× 041 013× 008 」二0.30
]゛ 0.30

0033 オリーブ黒色

臼 玉 完存 滑石 040× 040 020× 020
上

下
灰白色

臼 玉 完存 チャー ト 030× 031 010× 013
上

下
0023 にぶい赤

367 臼 玉 完存 滑 石 041× 041 020× 033
」二〇30

]ヾ 030
0074 暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑石 045× 049 040× 0.30
」二〇13

]守013
0110 オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑石 045× 050 035× 0.40
上

下
0154 暗オリーブ色

臼 玉 完存 滑 石 051× 049 023× 0,33
J二〇23

T021 0121 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 049× 047 0.30× 037
」二〇20

¬ヾ020
0141 オリーブ灰色

372 臼 玉 完存 滑石 039× 039 0.07× 010 」
=019

]=0.19
0025 灰オリーブ色

臼玉 2/3 滑 石 050× (035) 017× 015
J二0.20

TO.20
0039 オリーブ灰色

374 臼 玉 完存 滑石 049× 049 0.38× 035
J二 0.2ユ

司ヾ0.21
0151 オリーブ灰色

375 臼 玉 ほぼ完存 滑石 050)(041 021× 023
上

下
オリーブ黒色

臼 玉 ほぼ完存 滑石 049× 050 030× 029 」二0.21
下021

0111 オリーブ黒色

377 臼 玉 完存 滑石 043× 047 015× 017
J二〇17

1〒0,19
0073 灰色

378 臼玉 ほぼ完存 滑石 049× 050 017× 027 上025
下020

緑灰色

臼玉 ほぼ完存 滑石 050× 047 030× 欠損
■_021
T021 灰色

臼玉 完存 滑石 050× 050 0.20× 030
上020
下0.20

0095 オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑石 053× 05ユ 0.17〉く023
1二 0.17

]=0.21
0081 暗オリーブ灰色

臼 玉 ほぼ完存 滑石 048× 050 010× 015 1二 0.20

TO.20
0060 暗オリーブ灰色

臼 玉 1/3 滑石 (037)× 0.20 欠損×025
上欠損
T020 0021 オリーブ灰色

384 臼 玉 完存 滑石 050× 045 011× 013
上

下
0042 暗オリーブ灰色

臼 玉 完存 滑石 041× 040 020× 020
J■020
1〒020

0063 灰オリーブ色

/1ヽ 玉 完存 ガラス 029× 031 020× 0.21
」■010
]ヾ010

0033 緑色

小 玉 ほぼ完存 ガラス 040× 040 030〉〈023
上

下
0071 紺 色

月ヽ王 完存 ガラス 030× 029 029× 030
上0.11

¬ヾ009 淡い紺色
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表61 SB033出 土遺物観察表  土製品

出土遺物観祭表

表59 SB032出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内面)

備 考
図
版

外面 内面

389 郭 蓋
口径 (132)

器高 49

天丼部は平坦。天丼部と口縁部
の境に断面三角形の稜が巡る。
口縁端部は内面が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石 長

(1～ 2)

◎

灰色

(N6/0)

高杯
口径 (144)

残高 37
口縁部は外傾 し、境に2条の凹

線が巡る。端部は先が細くなる。
回転ナデ 回転ナデ

密
炭 (3)

◎

灰色 (N5/Cl)

黄灰色

(2 5YR6/1)

自然釉

薩
口径 (146)
残高 29

口縁部は内湾しながら上方で外反
する。端部は窪む。口縁部外面に
は、鋭い断面三角形の稜が巡る。

回転ナデ 回転ナデ
石
②
◎

灰色

(N6/0)

392 高 不
径
高

底
残

脚部は外反し、裾部は角度を変
え、内傾して立つ。

回転ナデ 回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

灰色

(N5/C)

表60 SB032出 土遺物観察表  石製品

番号 器  種 残 存 材 質
法 豆

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

石庖丁 結晶片岩 090 未製品 (打製段階)

自然石 完存 280 220 160 15123

剥 片 サヌカイ ト 1318

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施文
調 整 生

成
胎
焼

(外面 )

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

杯 蓋
口径 (126)

残高 40

天丼部と口縁部の境に断面三角形の稜
が巡る。口縁部は直立し、端部は内傾
する。天丼部外面に1条の線刻がある。

天

口
回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長・赤

(1～ 2)

◎

灰色

(N6/0)

397 杯 身
口径 (106)

器高 49

回縁部は内傾し、受部は水平に伸びる。胴
部は平坦で、外底部中央に1条の線刻あり。
受部に焼成時に覆っていた蓋の痕跡あり。

口

底
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

長
①
◎

灰色

(N6/Cl)
自然釉

ネ 身
口径 (112)
残高 44

口縁部は内傾 し、受部は水平に
なる。胴部外面には約1 0cmの

線刻が 2条平行にある。

口

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
長
①
◎

灰色
(N543)

訪
即
遮

残高 4ユ
口縁部は直立気味に外反する。口
縁部には断面三角形の稜が巡り、
間に櫛描き波状文が施文される。

回転ナデ 回転ナデ
長

(1～ 2)

◎

灰色
(N90)

寮 残高 40
口縁部は外反する。外面は中位
が肥厚する。端部は面を持ち、
平坦になる。

マメツ

顕 :ハ ケ

マメツ

顕 :ハ ケ

石。長・赤
(05～ 2)

金ウンモ

○

橙色
(2 5YR6/6)

橙色
(5YR6/6)

奏
口径 (172)
残高 37

口縁部は段を持つ。下部は外反
し、上部は角度を変え外反する。
端部は先は尖る。

マ メ ツ マ メツ

石・長
(1～ 3)

◎

にぶい黄橙色
(10YR6/4)

402 碗 残高 18
口縁部は内湾し、端部は角度を

変え外反する。端部は先が細 く
なる。

ナ デ ナ デ

石 長

(1)

釜ウンモ

◎

橙色
(7 5YR6/6)
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表63 SB033・ 034出土遺物観察表  土製品

表64 SB032・ 033出土遺物観察表  土製品

表65 SB032・ 033出土遺物観察表  石製品

表66 SB036出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

表62 SB033出土遺物観察表  石製品

番号 器  種 残 存 材 質
法

備 考
図
版長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

自然石 完存 18179

404 自然石 ほぼ完存 17

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 生

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

405 杯蓋
稜径 (122)

残高 33

天丼部は平坦。天丼部と口縁部
の境には鋭い断面三角形の稜が
巡る。口縁部の器壁が薄い。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
天 :タ タキ (青

海波紋)→ナデ

白色粒
(若 干)

◎

灰色 (N5/0)

灰色 (N4/0)

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴・施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内面)

備 考
図
版タト面 内面

蓋
径
高

口
残

(160)
49

天丼部は九い。天丼部と口縁部
の境は無い。端部内面には、 1
条の沈線が巡る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ

石・長
(1～ 2)

炭 (2)

◎

灰色

(N6ノ 0)

甕
口径 (158)

残高 45 口縁部はやや内湾する。 マ メ ツ マ メツ
石・長

(1～ 7)

◎

にぶい橙色
(5YR6/4)

番号 器  種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm)
'享

さ (cm) 重量 (g)

剥片刃器 完存 サヌカイト 3152

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

杯蓋
口径 (130)
残高 49

天丼部は丸い。天丼部と口縁部
の境には、鋭い断面三角形の稜
が巡る。端部内面が雀む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
長

(1～ 3)

◎

灰色

(N5/0)
自然釉

lTN蓋 稜径 (116)

残高 33

天丼部は内傾する。天丼部と口縁部の

境には断面三角形の鋭い稜が巡る。天
井部の外面には線刻が施されている。

天

回

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長

(1)

○

灰色 (N4/0)

灰色 (N「o/0)

杯身
径
高

口
残

口縁部は内傾 し、端部は直立し、
窪む。底部は平坦。

口

底
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

石・長

(1～ 3)

炭 (5)

△

灰白色(7Ю ).

灰色 (N6/Cl)

灰白色 (8/0)

宝 残高 51
口縁部は大きく外反する。中位
には沈線が 1条巡 り、上下に櫛
描き波状文が施文される。

回転ナデ 回転ナデ
石・長

(1～ 2)

◎

灰色 (N5/0)

灰色 (N4/0)

甕 残高 34 口縁部は外傾する。端部は面を
持つ。

マ メ ツ マ メツ
石・長・赤

(05～ 4)

◎

にぶい責橙色
(10YR6/4)

甕
口径 (184)

残高 249

口縁端部は外傾する。胴部上半
の張 りは弱い。最大径は推定
269mを 測る。

口 :ヨ コナデ

胴上 :ナ デ

胴下 :ハ ケ (6～

″膨cm)→ナデ

マ メツ 韓く・・５＞醐金ゥンモ◎

橙色
(7 5YR7/6)
・黄褐色
(10YR6泥 )

短頸壺
口径 (108)
残高  50

口縁端部は先が細 く外反する。
胴部の張りは弱い。

マメツ
ロ端 :ナ デ

頸 :ハケ(11本 /

cm)→ナデ

口 :ナ デ

胴上 :ヨ コナデ

胴下 :ナ デ

石 長・赤

(05～ 3)

金ウンモ

◎

橙色

(5YR6/6)

高郭 残高 27 杯部は段を持つ。脚部との接合
は円盤充填法。

マ メ ツ マ メ ツ
石・長

(1～ 2)

◎

橙色

(5YR7/8)
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表67 SB036出 土遺物観察表  石製品

番号 器  種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

石 錘 ほぼ完存 結晶片岩 17 386 両側面に2カ 所の使用痕あり。

台 石 完存 2000

表71 SB038出 土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

表68 SB037出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成

胎

焼
色調

(外面)

(内面)

備 考
図
版

外 面 内面

郭蓋
ル琵々二(124)
残高 25

天丼部は中央部がやや窪む。天

井部と口縁部の境には、断面三

角形の稜が巡る。
回転ヘラケズリ 回転ナデ

石・長

(1～ 3)

◎

灰色 (N6/0)

灰色 (N5/0)
自然矛由

霊
口径 (188)

残高 33
口縁部は外反し、端部は上下に

伸びる。

回転ナデ (カ キ

目6本/cm)
回転ナデ

白色粒
(若干)

◎

灰白色
(7 5Yη l)

421
高杯形
器台

残高 35
杯部は内湾する。外面には 1条
の凹線が巡り、直下に格子ロタ
タキ痕あり。

回転ナデ (一部
格子タタキ)

回転ナデ
密

◎

灰色 (N6/0)

責灰色

(N6/1)

422 甕
口径 (160)

残高 69 口縁部はやや内湾する。
口

胴

ヨコナデ
ハケ

マ メツ

石 ・長

(1～ 3)

◎

橙色
(5YR6/6)

甑 残 高
甑の把手。上方へ伸びる。先が

細くなる。

マメツ

ナデ・指押 さえ 石．長く・・２＞券◎
橙色
(2 5YR6/8)

表69 8B037出 土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 呈

皇
備 考

図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

磨石か ? 完存 6 80564

表70 SB039出 土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 生

成

胎

焼

(外面 )

色調
(内 面 )

備 考
図
版

夕1面 内面

甕
径
高

口
残

(90)
75

小型品。口縁部は短 く、外傾す

る。

タテハケ (7本 /

cm)

口

胴

ヨコハケ

ナデ

石・長

(05～ 2)

◎

にぶい橙色
(7 5YR6/4)
橙色05YR“ )

高イ
又は碗

口径 (198)

残高 33 口縁部は内湾する。 ヨコナデ マメ ツ

石・長・赤

(05～ 2)

△

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

427 碗
口径 (112)

残高 40
底部は平坦。胴部は内湾し、口
縁部は直立する。端部は先が細
くなる。

マメ ツ マメツ

密
石 長 赤

(05)
金 ウ ンモ

◎

にぶい橙色

(10YR6/4)
橙色 (5R6/6)

高杯 残 高
口縁部はやや内湾 しながら上方
へ伸びる。端部は先が細 くなる。

マ メツ マ メツ

石
・

長

(05^-2)
赤  (05)

◎

橙色
(5YR6お )

429 高郭 残高 25 不部は段を持つ。脚部との接合
は円盤充填法。

タテタヽケー ナデ マ メツ 石．長］券〇
にぶい責橙色

(10YR7/4)

430 高杯 残高 37 柱部は内傾する。 マ メツ マ メツ

百・ft方
(1～ 2)

金 ウ ンモ
◎

浅黄橙色
(10YR8/4)
橙色(5YR618)

器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 生

成

胎

焼

( 夕IEヨ )

色調

(内 面 )

備 考
図
版

外 面 内面

甕
口径 200
器高 297

ほぼ完存。口縁部はやや内傾す
る。胴部の張りは強い。内外と

も指押さえが顕著。底部は丸底。

口
胴

ｃｍ
底

ヨコナ デ
ハ ケ (8本 /
・指押 さえ
マ メツ

ナデ・指押 さえ
石・長・赤
(05～ 5)

◎

橙色

(5YR6/6)

甕
口径 (210)

残高 31
口縁部は外傾 し、端部は内面に

肥厚する。
マ メ ツ マ メ ツ

石 長

(05～ 2)

△

にぶい黄橙色
(10YR6/4)
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SB038出 土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

(2)

番弓 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼
色調

(外面)

(内 面)

備 考
図
版夕1面 内面

甕
口径 (116)

残高 54 口縁部はタト傾 し、端部は尖る。 マ メツ マ メツ
石 。長

(05～ 2)

△

灰黄掲色
(10YR5/2)
橙色(75YRα 6

壺又は

甕
口径 (141)
残高 29

口縁部は外傾する。端部は面を
持つ。

マ メ ツ マ メ ツ

石  長
(05～ 4)
金 ウ ンモ

〇

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

435 碗
口径 (100)
残高 38

胴部から口縁部にかけて内湾す
る。口縁端部は細 くなる。

ヨコナデ ヨコナデ

密
赤

(05～ 2)

◎

にぶい黄橙色
(10YR6β )

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

436 碗
径
高

口
残

(140)
34

胴部から口縁部にかけて内湾す
る。口縁端部は外傾 し、先が細
くなる。

マ メツ マ メ ツ
密長．赤∽
△

橙色
(2 5YR6/6)

437 高杯
口径 (152)
残高 58

イ部は段を持つ。口縁端部が外
反する。

マメツ (一部に
ハケ)

マ メ ツ 韓＜・・３ナ券〇

橙色
(7 5YR7/6)
・明赤褐色
(2 5YRワ8)

高 必 残高 62 柱部は内傾する。 マ メツ マ メ ツ

長
(05)

金 ウンモ
○

橙色(5YR6/6)

橙色
(7 5YR6/6)

表72 SB038・ 039出土遺物観察表  土製品

器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

杯 蓋
口径 (120)

残高 50

天丼部と口縁部の境には鋭い断
面三角形の稜が巡る。端部内面
が窪む。

天

回

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
密

◎ 灰色 (N6/0)

杯蓋
稜径 (126)

残高 38
天丼部は歪む。天丼部と口縁部
の境は 1条の凹線が巡る。

天 回転ヘラケズリ
(カ キロ4本たm)

回転ナデ口

回転ナデ
石。長・炭
(1～ 3)

◎

灰色 (N5/0)

灰色 (N6/0)

高 杯
径
高

底
残

(94)
44

脚部は外反し、裾部で角度を変
え垂直に立ち上がる。脚部に方
形の透かし子しが穿子しされている。

回転ナデ 回転ナデ

石． 長
①

◎
灰色 (N6/0)

奏 残高
口縁部はやや内湾気味に直立す
る。端部は面を持つ。

ヨコナデ ヨコナデ

石・長・赤

(1～ 5)

◎

にぶい橙色
(10YR6/4)
にぶい橙色
(7 5YR6/4)

奏 残高 28 口縁部は段を持つ。端部は面を
持つ。

ハ クリ マメッ ハクリ・マメツ

赤
ケ
モ

長
・・２”〇

石
く
金

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

霊 残高

顕部は外傾する。胴部には、焼
成後に直径2 0clnの 円形に穿孔
した痕跡あり。

ヨコナデ
マメツ (一部ハ

ケ (3～ 4本/cln))

白色粒
(若干)

◎

橙色(2 5YR6 8)

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

高不 残高 27 口縁部は段を持つ。接合部はや
や垂下する。

ナ デ ナ デ

長・赤

(05～ 1)

◎

橙色95YR邪 )

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

高郭 残高 52 柱部は内傾する。
ヨコハケ (10本

/cm)→ ナデ
工具 によるナデ 韓ぐ・・５ナ券◎

明赤褐色
(2 5YR5/8)

高イ
径
高

底
残

(99)
■4

裾部は柱部から角度を変え、水
平に伸びる。端部は先が細 くな
る。

ナデ ・ハ ケ
ハケ (8本 /cm)
→ナデ 長．赤］券◎

橙色

(5YR6/6)

高邪
径
高

底
残

(22)
22 裾部は外反する。 ナ デ ナ デ

石 長・赤

(05～ 2)

◎

にぶい責橙仁
(7 5YR7/4)
にぶい責橙佳
(10YR7/4)

表73 SB038・ 039出土遺物観察表  土製品

番号 器  種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

棒状磨石 完存 6223ユ
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表76 SB051出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

表74 第 7群竪穴式住居址 出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 生

成
胎
焼

(外面 )

色調
(内 面 )

備 考
図
版

タト面 内 面

450 郭蓋
口径 (122)
残高 39

天丼部は平坦。天丼部と口縁部の境は、

鋭い断面三角形の稜が巡る。回縁部は

直立し、端部は外方にやや突出する。

天

口

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

石 。長

(15～ 4)

◎

灰色 (N5/0)

灰色 (N4/0)

SB041か
SB042

不蓋
口径 (122)
残高 28

天丼部と口縁部の境は、九みのある

断面三角形の稜 1条 と凹線が巡るe

端部は内傾し、 1条の沈線が巡る。
回転ナデ 回転ナデ

石． 長
①

◎

灰色 (N54Э )

灰色 (N4/0)

sB041か
SB042

郭蓋
径
高

回
残

(126)
34

天丼部と口縁部の境は、鋭い断
面三角形の稜が巡る。口縁端部
は外方に突出する。

回転ナデ 回転ナデ
石

05^ヤ 15
◎

暗灰色

(N3/0)

灰色 (N5/0)

SB041
自然釉

453 杯 身
径
高

口
残

(112)
53

口縁は内傾し、受部は水平。底

部中央部が窪む。底外面は重ね

焼痕あり。

回
底

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ 粒

密
色
○

白 灰色 (N6/0) SB04ユ

甕 残高 76 胴部上半は内傾し、下半は直立
する。

胴 上 回転ナデ
→タタキ

回転ナデ胴 下

胴 上 回転ナデ

タタキ

回転ナデ胴 下

長
(1～ 2)

○

灰白色

(N7/0)
SB041

碗 残高 底部は平坦。 マメツ マ メツ 動的△

にぶい橙色

(10YR7/4)
橙色(7 5YR6お )

SB041

高郭 残高 柱部は内傾する。 マ メツ マ メツ

石・長・赤
(05～ 2)

○

橙色

(7 5YR7/6)

橙色(5YR616)

SB041

表75 第 7群竪穴式住居址 出土遺物観察表  石製品

番号 器  種 残  存 材 質
法

備 考
図
版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

剥片刃器 完存 サヌカイ ト 17 1896 SB041

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成

胎

焼
色調

(タト面)

(内面)

備 考
図
版

外面 内面

杯蓋
口径 (130)
残高 46

天丼部と口縁部の境は丸みのあ
る断面三角形の稜と凹線が各 1

条巡る。端部内面が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ

長

“
Ｏ

暗灰色
(N3/0)

灰色(N4/0
自然平由

郭 蓋
口径 (160)

残高 42

天丼部は平坦。天丼部と口縁部
の境は、 1条の凹線が巡る。端

部内面が窪む。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
石・長
(1～ 25)

○
灰色 (N6/0)

不 身
口径 (113)
残高 29

口縁部は直立し、端部は先が九
い。受部は水平に伸び、胴部は

浅い。

口

胴
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

長
(05～ 5)

◎
灰色 (N5/0) 自然罪由

461 器台 残高 85
口縁部は大きく外反する。端部は上下
に伸び、外面に1条 と口縁部3条の凹

線が巡り、間に櫛描き波状文を施す。

口端 :回転ナデ
ロ :カ キロ・回

転ナデ
回転ナデ

長

(05～ 2)

◎

灰色 (N4/0)

黄灰色
(25Y5/1)

自然釉

甕 残高 23 口縁部は内湾する。端部は先が

細 くなる。
ハクリ・マ メツ ハクリ・マメツ 誉］券〇

橙色脩YR6お )

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

甑 残高 60 胴部は直立し、口縁部はやや外
反する。端部は先が細 くなる。

ハ クリ・マ メツ ハクリ・マメツ 韓く・・２＞非〇
橙色
(5YR6/8)

カマ ド

表77 SB017出土遺物観察表  土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 胎土

焼成
色調

(タト面)

(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

奏
口径 (166)
残高 36

口縁部は外傾する。外面中位は肥厚
し、外面からは内湾している様に見
える。端部は水平で、中位が窪む。

ヨコナデ 口 :ヨ コナデ 石．長く・・２＞券◎
明責掲色

(10YR6/6)

甕
口径 (184)

残高 30
口縁部は外傾する。端部内面が

窪む。
マメツ

マメツ

ロ端 :ヨ コナデ

石・長・赤

(1～ 3)

△

橙色

(5YR6/6)

碗
口径 (104)

残高 39
胴部から口縁部にかけて内湾す
る。口縁端部は、先が細くなる。

マメツ ケヽーナデ

石 長

⑪
◎

橙色
(2 5YR6/6)
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表81 竪穴式住居l■出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表

表78 SB017出 土遺物観察表  石製品

番う 器 種 残 存 材 質
法

備 考
図
版長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

磨・敲石 一部欠損 山石珀岡一化 1088

表79 SB017出土遺物観察表  鉄製品

番号 器 種 残 存
法 日亘

備 考
図
版長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

鉄鎚 4× 3cm 025 9882

針 小片 025

0251
針 小 片 090 025

針 卜片 020

針 小 片 015

表80 SB017出土遺物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 材 質
法 中重

色  調 備 考
図
版直径 (cm) 高 さ (cm) 子し径 (cm) 重量 (g)

473 臼玉 ほぼ完存 滑石 043× 049 011× 0.13
上017
下013 0055 灰オリーブ色

474 臼エ 完存 滑石 040× 040 025× 023 上020
下020

0061 オリーブ黒色

臼王 ほぼ完存 滑石 057× 05ユ 015× 0,20
」二〇21

T021 0109 暗オリーブ色

番号 器 種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版直径 (cm) 高さ(cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

臼玉 完存 滑石 040× 039 029× 029
上

下
0081 灰 色

477 臼玉 完存 滑石 047× 047 020× 027
上017
下017 灰オリーブ色

478 臼玉 完存 滑 石 040× 043 020× 020
」二〇13

下013 0059 灰色

臼玉 完存 滑石 041× 043 015× 017
上

下
0056 灰 色

臼王 完存 滑 石 035× 033 025× 027
上

下 0055 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑 石 039× 037 017× 019
上

下 0045 暗オリーブ仄色

482 臼玉 完存 滑石 043× 041 013× 013
上

下
0036 灰オリーブ色

臼玉 完存 滑石 040× 039 010× 010
上

下 暗オリーブ灰色

臼玉 完存 滑 石 040× 039 017× 011
上

下
0040 オリーブ黒色

臼玉 完存 滑石 037× 039 010× 025
上

下
0040 灰オリーブ色

486 臼玉 完存 滑石 047× 043 011× 009
J■017
]゛015 暗緑灰色

臼玉 完存 滑石 037× 039 (015)× 017 」■017
下欠損

0.041 暗オリーブ灰色

臼王 完存 滑石 030× 041 027× 0_27
J二〇20

T019 0109 オリーブ黒色

489 臼玉 完存 滑 石 041× 041 029× 030 上019
下019 暗オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 035× 033 020× 023 上019
下019 0047 灰 色

臼玉 完存 滑石 050× 050 015× 020
上

下 0096 灰 色

口 玉 完存 滑 石 040× 040 025× 027 」二〇17

]・017
0086 灰 色
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竪穴式住居址出土遺物観察表  玉類

出土遺物観察表

(2)

番号 器 種 残 存 材 質
法

色  調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ (cm) 孔径 (cm) 重量 (9)

臼玉 完存 滑石 051× 055 015× 017
上020
下020

0095 灰 白色・灰色

臼 玉 完存 滑 石 0.55× 055 037× 040
上

下
0196 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 040× 039 027× 040
上019
下019

0077 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 045× 045 019× 030
1二〇23

T023 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑 石 045× 043 029× 030
J二〇17

下017
0082 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 047× 050 017× 017
J■020
下020

暗オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 040× 040 027× 025
上

下
0062 灰黄色

臼 玉 完存 滑 石 050× 047 017× 020
」二〇17

]ギ020
0059 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑 石 043× 045 027× 029
J二〇19

]ヾ 019
仄 色

臼玉 完存 滑石 040× 040 019× 017
」二〇17

下017
0.046 灰オリーブ色

503 臼玉 完存 滑石 040× 037 020× 017
」二〇17

下020
0029 灰 色

臼玉 完存 滑石 057× 055 033× 037
上0

下0
0150 黒褐色

505 臼 王 完存 滑石 050× 050 019× 019
上

下
0065 オリーブ黒色

506 臼玉 完存 滑石 057× 055 030× 035
上020
]=021

0190 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑 石 053× 051 031× 025
上

下
0113 オリーブ黒色

臼玉 ほぼ完存 滑石 045× 045 019× 015
上020
]ヾ020

0051 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 050× 049 031× 037
上025
T021 0125 オリーブ黒色

臼玉 完存 滑 石 049× 053 009× 020
」二〇21

¬ぐ021
0053 灰オリーブ色

臼玉 完存 滑石 0.50× 047 015× 020
J二〇21

司マ021
オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 045× 050 021× 015
」二〇15

下015
0063 オリーブ黒色

臼玉 完存 滑 石 055× 047 035× 020 」二〇17

T020 灰オリーブ色

臼玉 ほぼ完存 滑石 055× 055 023× 020
上019
下020

0067 オリーブ灰色

臼玉 完存 滑石 040× 039 029× 027
上017
F015

灰色

臼玉 完存 滑 石 0.51× 047 033× 031
J■020
下019

オリーブ黒色

517 臼玉 ほぼ完存 滑石 059× 055 021× 021
上020
]゛ 020

0100 灰褐色・黒褐色

518 臼玉 ほぼ完存 滑 石 050× 053 027× 015
J二〇21

¬F021
0087 オリーブ灰色

519 臼玉 完存 滑石 045× 045 035× 025
上020
¬ヾ013

0.084 オリーブ灰色

520 臼玉 完存 滑石 045× 041 015× 015
」二〇20

]ギ 020
0056 暗灰黄色

小王 完存 ガラス 040× 040 025× 025
上011
下01ユ

0062
やや白濁 した青緑
色

522 小 玉 完存 ガラス 037× 037 015× 0_11
上017
下015

0029
透明感のあるマリ
ンブルー

523 小 玉 1/6 ガラス (035)× 020 (021)× 021 上(0■ )

下 欠損
0014

透明感のあるマリ
ンブルー

小 玉 完存 ガラス 029× 029 019× 0_19
上007
下010

0020
やや透明感のある

紺色
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表82 掘立006出土遺物観察表  土製品

表83 掘立006出土遺物観察表  石製品

表84 掘立009出土遺物観察表  土製品

表86 掘立008出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 生

成

胎

焼

(外 面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

525 杯 身
口径 (127)
残高 40

口縁部は外反 して立ち上が り、
端部内面に、 1条の溝が入る。
受部はやや上方へ伸びる。

口

胴
回転ナデ
ー部カキメ

回転ナデ
長

(05～ 25)
◎

灰色 (N6/Cl)

自然釉
受部に打
ち欠き痕
Sp③

526 杯身
稜径 (140)
残高 44

口縁部はやや内傾。受部は緩い

沈線が 1条入り、やや上方に伸
びる。胴部は九い。

口

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
長

(05～ 1)

◎

灰責色
(25Yワ 1)

打ち欠き
痕
SP③

番号 器  種 残 存 材 質
法 豆

備 考
図
版長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

台 石 完存 花筒岩 132 936 SP④

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成

胎

焼

(外面 )

色調
(内 面 )

備 考
図
版タト面 内面

528 不 蓋 残高 20 稜は、鋭い断面三角形になる。
自然釉付着の為
不明

回転ナデ
石
②
◎

灰色 (N5/0)
灰色 (N6/0)

自然釉
SP①

表85 SK023出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

郭 蓋
口径 (148)
残高 30

口縁部は直立する。端部は内面
が窪む。

回転ナデ 回転ナデ
石・長
(05～ 5)

◎

灰 白色

(N7/0)

灰色 (N6/0)

530 笠
口径 (168)

残高 54

口縁部は緩やかに外反し、端部
は垂下する。内外から細かく打
ち欠いた痕跡もある。

回転ナデ
回転ナデ
顎 :カ キロ

白色粒
(若干)

◎
灰色 (N6/0)

打ち欠き
痕

宝
口径 (165)
残高 41

口縁部は内湾し、端部外面直下
に 1条の凹線が巡る。端部は九
V｀。

ハクリ・マメツ ハ クリ・マメツ
石・長 赤

(1～ 3)

○

明責褐色
(10YR7/6)
灰色(10YR4/1)

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版タト面 内面

532 杯蓋
稜径 28
残高 (124)

天丼部はやや平坦で、稜は鋭い

断面三角形になる。稜下溝に自
然釉が溜る①

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ 石．長ぐ・・３，攀○
灰色 (N4/0)

自然釉
SP⑦

533 杯 蓋
口径 (112)
残高 24

稜は鋭い断面三角形になる。口
縁部はやや内傾 し、端部は 1条
の溝が巡る。

回転ナデ 回転ナデ

密
長

(05以下)

◎

灰色 (N6/0) SP④

郭 蓋 残高 34
稜は九い断面三角形になる。稜下
に浅い沈線が入る。口縁都は内湾
し、端部は浅い 1条の溝が巡る。

回転ナデ 回転ナデ

石

巧
◎

灰色 (N6/0)

黄灰色

(25Y6/1)
SP①

535 醒 残高 44 胴部は丸い。中位に焼成前の直
径3 0cm大の円孔が穿孔される。

胴 上 カキロ
(5本 /cm)

ナデ胴 下

回転ナデ
長

(05～ 2)

◎

黄灰色

(25Yワ 1)

灰色 (N6/Cl)

SP④

奏 残高

口縁部はやや内湾し、外面の中
位で粘上 を足 して肥厚 してい
る。端部は内傾し、外面が尖る。

ナ デ ナ デ

石。長・赤
(1)

◎

橙色
(5Y R6/6)

SP③
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表87 掘立010出土遺物観察表  土製品

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面 )

備 考
図
版

外 面 内 面

537 不蓋 残高 31
口縁部はやや内湾する。回縁端
部内面には、 1条の浅い沈線が
巡る。

回転ナデ 回転ナデ
石
％
◎

灰色 (N5/0)

灰色 (N6/0)
S烈⑩

碗 残高 26 口縁～胴部にかけて内湾する。
端都は尖る。

マメ ツ マメ ツ
密

△

にぶい橙色
(75Y R6/4)

SP⑩

表88 SK019出土遺物観察表  土製品

表89 SK019出土遺物観察表  石製品

表90 SK019出土遺物観察表  瓦製品

表91 SP出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 生

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

539 招鉢 残高 30 東播系須恵器①口縁部は上下に
肥厚する。胴部はタト傾する。

口

胴
回転ナデ
カキロ

回転ナデ
長

(05～ 2)

◎

明オリーブ灰色
(25G Yηl)

灰色 (N4/0)
自然メ由

番号 器  種 残  存 材 質
法 璽

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

540 敲・磨石 ほぼ完存 花開岩 925 495

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成
胎
焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

平瓦

さ

　

さ

長
幅
厚

瓦質。側面欠損。焼成前に直径
1 5cm大の釘穴を 1個穿孔する。

マメツ (一部ナ
デ)

マメツ (一部ナ
デ)

粒
＞

径
色
少
◎

白

て

凸面 :灰黄色
(25Y7/2)
凹面 :灰 白色
(5Yηl)

542 平瓦

さ

　

さ

長
幅
厚

瓦質。ほぼ完存。
マメツ (一部ハ

ケ→ナデ)

マメソ (一部ナ
デ)

粒
＞

密
色
少
◎

白

く

凸面 :灰黄色
(25Y7/2)
凹面 :灰 白色
(25Y7/1)

平瓦

さ

　

さ

長
幅
厚

瓦質。ほぼ完存。 ハケーナデ ナ デ

密
石

・
長

(05^-2)
◎

凸面 :灰色
(5Y6/1)
凹面 :灰色
(5Y6/1)

平瓦

さ

　

さ

長
幅
厚

瓦質。欠損。焼成前に直径15
cm大 の釘穴を 1個穿孔する。

ナ デ ナ デ

密

石
・

長

(01～ 05)
◎

凸面 :灰色
(5Y6/1)
凹面 :灰色
(5Y6/1)

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

杯 蓋
口径 (124)
残高 35

天丼部と口縁部の境に、断面三

角形の鋭い稜が巡る。

天

口

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転 ナデ

白色粒
(若 干)

◎
灰色 (N4/0) SP60

杯 蓋
稜径 (126)

残高 34

天丼部は丸 く、稜は鋭 く断面三

角形。口縁部は全て破損してお

り、打ち欠きと考える。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
長

(05～ 2)

◎

青灰色
(10B6/1)

口縁吉る打
ち欠 き痕
SP067

杯蓋
口径 (116)

残高 35
稜は鋭 く断面三角形。口縁端部
内面は明瞭でない溝が 1条巡る。
細かく打ち欠いた痕跡がある。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ

密
長

(05^-1)
◎

灰色 (N4/0)

灰色 (N5/0)

打ち欠 き

痕
SPl12

548 郭 蓋 残高 33 稜は鋭い断面三角形になる。

天 回転ヘラケズリ
・回転ナデ
回転ナデ口

回転ナデ
長

(05～ 1)

◎
灰色 (N5/0) SP050

549 杯蓋
口径 (146)
残高 42

稜は鋭 く断面三角形に伸びる。
口縁端部内面に明瞭な溝が 1条
巡る。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
長

(1～ 2)

◎

灰色 (N6/0) SP014

郭 身
口径 (104)
残高 38

口縁部は内傾し、端部は面を持ち
内傾する。受部は水平に伸び、 1

条の沈線が巡る。胴部は膨らむ。
回転ナデ 回転ナデ

密

◎
灰白色
(75Y7/1)

SP60
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番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成
胎

焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

杯 身
口径 (134)
残高 37

口縁部は内傾 し、端部は九い。
内面に緩い沈線が 1条巡る。胴
部は浅い。稜端部は細かい打ち
欠きが多数入る。

回転ナデ 回転ナデ

密
長・石
(05～ 2)

◎

灰色 (N6/0) SP067

552 郭 身
口径 (130)
残高 37

口縁部は内傾する。端部内面に
明瞭でない溝が 1条巡る。受部
は水平になり、胴部は浅い。

口

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ

密
石 。長
(05～ 2)

◎

灰色
(5Y6/1)

SP133

553 郭 身 残高 23
口縁部は内傾する。受部は内面に1

条の沈線が巡り、水平に伸びる。口
縁都と受部に細かい打ち欠きが入る。

回転ナデ 回転ナデ

石
①

◎
灰色 (N6/0) SP065

琢 身
口径 (136)
残高 26

口縁部は短く直立 し、受部は水
平に伸びる。胴部は浅い①

回転ナデ 回転ナデ

石・長

(05～ 15:

金 ウンモ

◎

灰色 (N6/0) SP156

555 蓋
口径 (108)

残高 38

口縁部は直線的に立ち上が り、
天丼部は丸い。回縁端部内面に
1条の溝が巡る。

回転ナデ 回転ナデ
長

(05～ 1)

◎

灰黄色
(〃5Y7/1)
灰色 (N6/0)

自然釉
SP120

556
郭又は

小壷
残高 20

口縁部は角度を変え外反する。
口縁外面に、櫛描き波状文が施
文される。

回転ナデ
自然釉付着の為
不明

石・長
05‐-23

◎

灰色(75Y6/1)

灰 白色

(10Y71)

自然釉
SP031

557 高ネ
径
高

底
残

脚部は外反し、裾部で角度を変
える。境に断面三角形の稜が巡
り、垂直に立ち上がる。方形の
透孔が穿孔される。

上
下
　
端

脚
脚
　
脚

カキロ
カキロ→

回転ナデ
回転ナデ

自然釉付着の為
不明

密

◎ 灰色 (N4/0)
自然釉
SP059

558 甕
回径 (198)
残高 32

口縁部は内湾し、端部内面は肥
厚する。

マ メツ ナ デ

石・長
(05～ 3)

金ウンモ

○

橙色(5Y駒0
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

SP020

奏
口径 (199)
残高 35 回縁部は外反する。 マ メツ ナ デ

石・赤

(05～ 4)

△

にぶい黄褐色
(10YR5/3)

SP168

560 甕
口径 (160)
残高 35

口縁部はやや内湾する。外面中
位では粘土を足し、肥厚 してい

る。端吉る内面は肥厚する。

マ メツ ナ デ

石・長・赤

(05～ 4)

△

橙色(5Y6/6)

にぶい黄橙色
(10YR6/4)

SP138

561 高郭 残高 40 口縁吉るは大きく外反する。杯部
との境は有段である。

口

不
ナナメハケ

ナデ
ナ デ

精梨土
◎

橙色(5YR6お )

橙色
(75Y R6/6)

黒斑
SP001

562 甑
口径 (210)

残高 75
胴部～口縁部は、直立気味に外
傾する。端部は九い。幅3 5cm
の粘土帯で成形する。

ツメマ

えゝ

1旨押さ
マ メツ

石。長・赤
(1～ 3)

金ウンモ

○

にぶい黄橙色
(10Y R6/3)

SP087

SP出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

(2)

表92 SP出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

563 磨石・敲石 完存 花南岩 115 102 SP083

ス クレイパ ー ほぼ完存 サヌカイ ト 44694 SP028

565 根づめの石 ? 完存 SP123

表93 SP出土遺物観察表  鉄製品

番号 器 種 残 存
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

(椀型)淳 破 片 206363 SP153
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表94 包含層 出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴・施支
調 整 土

成
胎
焼

(外面)

色調
(内面)

備 考
図
版

外面 内面

碗
径
高

底
残

胴部は内湾する。底部は高台。 回転ナデ
胴 :ナ デ→ ミガ

キ

石。長・赤
(05～ 1)

◎

浅責橙色
(10YR8/4)

不

径
径
高

口
底
器

(60
(64)
29

在地品。口縁部はやや内湾 し、
立ち上がる。端部は丸い。底部
は平底。

マメツ

底 :回転糸切 り

口
胴

底

マメツ

回転ナデ

回転ナデ

石・長・赤

(1～ 4)

△

灰白色
(10YR8/2)

杯
径
高

底
残

底部は円盤高台 マ メツ マメツ

長

(05以 下 )

△

灰白色
(25Y8/1)

摺鉢 残高
東播系口縁部は外傾する。口縁
端部は上下に肥厚する。

マ メツ マ メツ

石・長

(2～ 3)

△

灰色

(75Y6/1)

碗

底径 (43)
高台高 07
残高 17

胴部内面は稜を持たず内湾する。
底部は高台。内面の目砂は、釉薬
を輪状に除いた後に付けている。

胴

底
汗由夢き
回転ヘラケズリ

胴 :釉薬
密

◎
灰白色
(N7/0)

不蓋
口径 (130)

残高 36

天丼部と口縁部の境は、稜線に
なる。口縁端部は尖る。内外面
には、細かい欠損が確認できる。

天

口

回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ

密

石
・

赤

(05～ 2)

〇

灰色 (N6/0)

573 杯身
口径 (116)
器高 47

口縁部は内傾する。端部内面と

受部に沈線が 1条巡る。

口
底

回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
石・長

(1)

◎
灰色 (N5/0)

574 杯身
口径 (128)

器高 (43)

口縁部は内傾後直立ぎみに立ち上が
る。端部は九い。受部は水平に伸び
1条の沈線が巡る。底部は平底。

口

底
回転ナデ
回転ヘラケズリ

口 :回転ナデ

底 :回転ナデー

ヨコナデ

長 (05以
下 )と 部分

白勺に (8)

△

にぶい責橙色
(10YR7/3)

575 士霊
径
高

口
残

(158)
66

頸部から回縁部は大きく外反する。端都
は上方に断面三角形に伸びる。日縁部と

頸部に外面から打ち欠いた痕跡あり。
回転ナデ

自然釉付着の為
不明 石．長］非◎

灰白色

(10YRη l)

暗灰色(N3/0)

自然メ由
打ち欠き
痕

高 lIN
口径 (124)
残高 56

杯身は碗状で、口縁部は尖る。
口縁部と底部の境に鋭い稜があ
る。脚部は方形の透かし孔が穿
孔されている。

口
底
　
脚

:回転ナデ
1回転ヘラケズリ
,一部にカキロ
ナデ

口
底

脚

回転ナデ
回転ナデ
ナデ

石・長

(1～ 6)

◎
灰色 (N5/0) 自然釉

577 盛

胴部最大径
(112)

残高 65

扁球形の胴部。胴部中位に2条の沈線
が巡り、沈線間に刺突列点文が施文さ
れる。胴部下半には、カキロが施文。

‥

下
回転ナデ
:カ キロ→

回転ナデ
回転ナデ

石 。長
(15～ 35)

◎

灰色 (N6/Cl)

灰色 (N4/0)

578
種
明

器
不

残高 11 底面は平坦で、胴部は外傾する。
境の屈曲は緩い。

ナ デ ナ デ

石 '長

(05～2,
◎

灰色オリーブ色

(5Y5/2)
灰色 (N5/0)

579 甕
口径 (196)

残高 29
口縁部は内湾 し、口縁端部は内
面に肥厚する。

ナ デ ナ デ

石。長・赤
(2)

○

橙色

“

Y硝お)

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

甕
ロイ垂(183)
残高 35

口縁部は内湾 し、外面の中位で

粘土を足して肥厚 している。端
部内面は肥厚する。

マ メツ ヨコハケー ナデ
石・長・赤
(05～ 3)

○

浅責橙色
(10YR8/3)

甕
径
高

口
残

口縁部は内湾する。端部は角度
を変え、外方へ伸びる。

マ メツ マ メツ

長

(05～ 3)

△

にぶい橙色

(7 5YR7/4)

奏
口径 (142)
残高 59

口縁部はやや内湾しながら、立ち上
がる。端部は九い。胴部の張りは弱
く、2条の線刻を縦方向に施す。

口

胴

ヨコナデ
ヨコハケー

ナデ

口

胴

ヨコナデ

指押 さえ→

ナデ 石．長］券◎
橙色
(5YR6/6)

奏 残高 54
口縁部は段を持つ。下段は内湾
し、上段は角度を変え直立する。
端部は先が尖る。

マ メツ マ メツ

石 長

モ①
”◎

金
浅黄橙色
(7 5YR3/4)

584 高杯 残高 40 郭部は内湾 し、脚は外傾する。
内面に絞 り痕跡あり。

マメツ マ メツ

精 製 土

長

(05'大¬〒)

△

橙色
(5YR6/6)

585 甑
口径 (272)

残高 205

胴部から口縁部はタト傾する。内
外面には粘土帯と指押さえの痕
跡がが顕著に残る。

口端 :ヨ コナデ
胴 :板ナデーナ

デ

マメツ

ロ :ナ デ

石・長
(1～ 2)

◎

橙色(2開R6お )

橙色(2 5YR6お )

.橙色95YR馴 )

甑又は

甕
残高 59 把手は舌状で、先端は上方へ伸

びる。厚さが薄い。
上面 ナ デ

ナデ・指
押さえ

下 面
石 。長

(25)
△

赤褐色(5Y
5/6)。 橙色
(7 5YR6/6)
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包含層 出土遺物観察表  土製品

表96 遺構検出面 出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

(2)

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

タト面 内面

587 ミニチュア
径
高

口
器

粘上のひび割れが顕著で歪む。
口縁部は、欠損部分が 2カ 所あ
る。胴底部は丸い。

ナデ・指押さえ
口 ナデ・指押

さえ
不明 石．長］非◎

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

黒斑

羽 口

径
さ
長

直
厚
残

筒状で、外面が 2次焼成を受け
ている。外面直径推定 (38)硼、
内面直径推定 (23)cm。

マ メツ マ メツ

石 。長
(05～ 4)

◎

橙色

(5Y R6/6)
黒斑

紡錘車
径
さ

直
厚

(51)
11

楕円形で円中央部に直径0 6cm
の円孔が焼成前突子しされる。

指押さえ・ナデ

石
・

長

(05～ 3)
笞ゴウンモ
◎

にぶい橙色
(5Y6/4)

黒斑

表95 包含層 出土遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考
図
版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 董量 (g)

石鏃 完存 サヌカイ ト 1594 弥生時代の石器

スクレイパー 完存 サヌカイ ト 17 4121

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成
胎
焼

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

イ 身
口径 (110)
残高 20

口縁部は内傾 し、端部は内面が
窪む。

回転ナデ 回転ナデ
密

石 (05)
◎

灰色 (N6/0)

高14N
口径 (160)

残高 39

口縁部は上方に立ち上が り、端
部は尖る。口縁吉Бと杯胴吉るの境
は、断面三角形の稜が巡る。杯
部は浅しヽ。

口

郭
回転ナデ
カキロ

ロ

ネ
回転ナデ
ナデ

石

(1～ 25)
◎

責灰色
(25Y4/1)
灰色
(5YR5/1)

自然罪由

霊
口径 (164)

残高 36
口縁部は外反し、端部は下方に
肥厚する。

回転ナデ
自然釉付着の為
不明

石

(05～ 2)

◎

貰灰色
(25Y6/1)
灰 白色
(5Y R″1)

自然栞由

595 霊 残高 47
口縁部は外反する。端部は角度を
変え、やや内湾し、面を持つ。外
面は2段の櫛描き波状文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
密

◎
灰色 (N5/0)

灰色 (N6/0)

器台 残高 35
脚部には、2段に穿孔され、間に
2条 の沈線が巡る。下孔は直径 2

伽程度で、上孔は形が不明である。

自然釉付着で不
明

回転ナデ (一 部
ハクリ)

長
②

◎
灰色 (N6/0) 自然罪由

甕 残高 31
口縁部は内湾する。タト面中位は
粘土を貼 りあわせ、肥厚させる。
端部は面を持ち、内傾する。

マ メツ ヨコナデ

赤
か
モ

長
・５．”〇

石
①
金

にぶ い褐色
(75Y6β )

にぶ い橙色
(7 5YR6β )

甕
口径 (136)

残高 42
口縁部は外傾 しながら、内湾す
る①端部内面は肥厚する。胴部
との境は内外面とも緩い。

マ メ ツ ヨコナデ

赤
か
モ

長
５．”〇

石
①
金

橙色
(5YR6/8)

甕 残高 22 口縁部はやや内湾する。端部は

先が細 くなる。
マ メツ マ メツ

赤
の
モ

長
卜
”
△

石
⑭
金

にぶ い橙色
(10YR6/4)
灰責褐 色
(10YR6/2)

碗
口径 (102)
残高 42

胴部から口縁部にかけて内湾ぎ
みに立ち上がる。端部は九い。

ナ デ ナ デ

長・石・赤
(05--15:
金 ウ ンモ

◎

橙色
(5YR6/6)

碗
口径 (154)

残高 46
胴部は内湾する。口縁部は立ち
上がり気味で、端部は九い。口
縁部外面には、接合痕が残る。

マ メツ マ メツ

赤
⊃
モ

・長．卜
”
△

石
⑩
金

明赤褐色
(2 5YR5/6)
橙色
(5YR6/6)

黒斑

高 ネ 残高 12 杯部は段 を持つ。 マ メツ マ メツ

長

(15～ 3)

△

橙色(5YR6/6)

橙色
(7 5YR7/6)

甑
口径 (168)
残高 84

胴部から口縁部にかけてやや外
傾する。端部は面を持ち、外傾
する。

マ メツ マ メツ

石,長 ,赤・炭

(05～ 4)

金 ウンモ
△

浅黄橙色
(10YR8/4)
橙色
(7 5YR6/6)

黒斑

-132-



遺構検出面 出土遺物観察表  土製品

表100 出土地点不明 遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

(2)

番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴・施文
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外面 内面

甑
�
甕

残高 58 胴部はやや外傾 し、把手は舌状
で、先端は上方へ伸びる。

上面 :ナデ・指
押さえ

下面 :ナ デ・指
押さえ

石・長 (1)

赤 (3)

◎

明赤褐色

(2 5YR5/8)

甑 残高 57 甑の把手。直径約33帥 の筒状
にで、水平に伸び先端が尖る。

上面 :ナ デ・指
押さえ

下面 :ナ デ・指
押さえ

石,長・炭,赤

(1～ 2)

△

貢橙色
(10YR3/6)
浅黄橙色
(10YR8/4)

606 瓢
底径 (130)
残高 10

底部は平底。底面に三角形の透
かし孔を穿孔する。推定イ回数 4

個。

マメツ マ メツ

長

(05～ 15)
△

橙色

(7 5YR6/6)

甑 残高 05
底部は平底。底面に推定直径が約
2 cmの 透かし孔を穿孔する。3個

確認した。内面にビラが残る。
ナ デ ナ デ

石  長
(05～ 2)
金 ウ ンモ

◎

橙色
(7 5YR7/6)

表97 遺構検出面 出土遺物観察表  玉類

番号 器  種 残 存 材  質
法

色 調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 孔径 (cm) 重量 (9)

臼玉 ほぼ完存 滑石 060× 063 欠子員×035
上025
]〒025

0137 オリーブ灰色

小 玉 完存 ガラス 037× 037 017× 017 」二〇15

下015 淡い黄緑色

表98 遺構検出面 出土遺物観察表  土製品

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

外 面 内面

無頸壷
径
高

口
残

口縁部は内傾する。破損部全て
が打ち欠きされている。口縁部
に、直径 5 nllnの 円子とが穿孔され
る。

口

胴
ナナメハケ
ヨコハケ

口

胴

ナデ 絞り痕
ナデ 1旨押さ
え

石
。

長

(05～ 2)

金ウンモ

◎

にぶい責橙色
(10YR7/4)
明赤褐色
(2 5YR「o/6)

黒 斑

霊 残高 17
複合口縁壷か、垂下口縁壺。文
様は4条の櫛描波状文とその上
下に竹管文が施文される。

ナ デ ナ デ

石・長
(05～ 2)

◎

橙色
(7 5YR6/6)

612 支脚 残高 46 上方へ伸びる。先が細 くなる。
上面 :ナ デ・指

押さえ

石・長・赤
(1～ 2)

金ウンモ

◎

橙色

(5YR6/6),
にぶい黄橙色

(10YR7/4)

深鉢 残高 37
大きく外反する。内面下に段が
付 く。内面には、粘土帯接合痕
が確認できる。

貝殻条痕 ナ デ

石・長

(05～ 3)

◎

黒褐色
(10YR32)
黒色(N2/11)

黒斑

深 鉢 残高 34 大きく外反する。内面には、粘
土帯接合痕が確認できる。

貝殻条痕 ナ デ

石 。長
(05～ 5)

◎

黒褐色
(10YR3/2)
黒色(N2/0)

黒 斑

表99 遺構検出面 出土遺物観察表  石製品

番号 器  種 残  存 材  質
法 重

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

スクレイパー 完存 122

スクレイパー 完存 サ ヌカ イ ト 29699

番号 器種 法 量 (cm) 形態特徴 。施支
調 整 胎土

焼成

(外面)

色調
(内 面)

備 考
図
版

夕1面 内面

碗

底(高台)径

(83)
残高 21

灰釉陶器。胴部は碗状。「ノ

字状に開く高台が付 く。
」

胴 :回転ナデ

底外面 :回転ナ
デ (一部回転ヘ

ラケズリ)

回転ナデ
密

◎ 灰色 (N6/Cl)
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番号 器 種 法 量 (cm) 形態特徴 。施文
調 整 土

成

胎

焼

(外面)

色調
(内面)

備 考
図
版

外面 内面

招 鉢 残 高

東播系。
口縁部は外反し、端部は下方に
肥厚する。

マ メツ マ メツ

石・長・赤
(1～ 2)

○

黄灰色
(25Y7/2)

杯 身
口径 (136)
残高 40

口縁部は内傾する。受部はやや
上方へ伸びる。胴部は受部下で

屈曲する。

口

胴
回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
石・長
(05～ 5)

◎
灰色 (N7/0) 自然釉

620 lTN蓋
つまみ径(35)

残高 20
つまみは円形で、内面が窪む。

つまみ :回転ナデ
天 :回転ナデ

回転ナデ
長
②
◎

灰白色
(2.5Y6/1)

gE
口径 (132)

残高 39
顕部は、胴部との境に明瞭な屈
曲を持ち外傾する。口縁部は頸
部から角度を変えて外傾する。

ヨコナデ

口

顕

ヨコナデ
ヨコハケ→

ヨコナデ

石・長・赤
(05^ヤ 2)
金 ウンモ

〇

明赤褐色
(5Y5/6)

ニチュア
径
高

口
残

口縁部は 2 1nmほ ど立 ち上がる。

胴部は扁平で丁寧なつ くりであ
る。

ナデ・指押さえ

口

胴
指↓甲さえ
指押さえ・

絞痕跡あり

石
・

長

(01^-2)
金 ウンモ

〇

橙色
(5YRЪ6)

空 残高 31 胴部上半には、 5条の波状文を

施す。上下不明。
胴上 :ハ ケ

胴上 :ナ デ・指
押さえ

石・長

(05～ 2)

○

にぶい責褐色

(10Y7/4)

灰黄褐色

(10YR4厖 )

出土地点不明 遺物観察表  土製品

出土遺物観察表

(2)

表101 出土地点不明 遺物観察表  石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 旦

皇
備 考

図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

剥片 完存 サヌカイ ト 7979 SB002の 石氏石 ・033と 同
一個体の可能性あ り。

表102 第2・ 3群竪穴式住居l■出土 遺物観察表  鉄製品

番号 器  種 残 存
法

備 考
図
版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

625 針 小片 090 035 025 0077

針 小片 060 025 025 0051

不 明 小片 095 0414

628 不明 小片 065 035 0132

表103  出土地点不明 這物観察表  玉類

番号 器 種 残 存 材 質
法

色 調 備 考
図
版

直径 (cm) 高さ(cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

九玉 完存 土製 195× 199 205 」■042
]゛ 0.18

8266 橙色
色

にぶい黄橙
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写 真 図版



写真図版例言

1.遺構は、主な状況については、 4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフイ

ルムで撮影 し、3511m判 で補足 している。一部の撮影には高所作業車・やぐらを使用 した。

使用機材 :

カメラ   トヨフイール ド45A    レンズ   スーパーァンギュロン9014m他

アサヒペンタックス67         ペンタックス67 55111111他

ニコンニューFM2          ズームニッコール28～ 854m他

フィルム  白 黒   プラスXパ ン・ネオパンSS・ アクロス

カラー   エクタクロームEPP・ RDPⅢ

2.遺物は、 4× 5判 または 6× 9判で撮影 した。すべて白黒フィルムで撮影 している。

使用機材 :

カメラ     トヨビユー45G・ 69ロ ールフィルムホルダー

レンズ     ジンマー S 240Hl14 F 5.6他

ス トロボ    コメット/C A32・ C B2400

スタンド等   トヨ無影撮影台・ウエイ トスタンド101

フィルム    白黒 プラスXパ ン・ネオパンアクロス

3.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機     ラツキー450M D。 90M S

レンズ     エル・ニッコール13511ull F5,6A・ 5041111 F2.8N

印画紙     イルフォー ドマルチグレー ドⅣ RCペ ーパー

4.製版   写真図版 175線

印刷   オフセット印刷

用紙   カラー図版 ― ニューVマ ット菊版 93.5kg使用

白黒図版  ― ニューVマ ット菊版 93.5kg使用

【参考】『坦文写真研究』vol,1～ 13   『報告書ガイド』

〔大西 朋子〕
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1.出土遺物 (S B 008:1・ 2・ 8、 S B001:10,16～ 19、 第 1群竪穴式住居址 :53)
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

樽味四反地遺跡

6次調査
集落 古墳時代中期

～後期

代

　

世

古

　

中

竪穴式住居址37基

掘立柱建物址 5棟

掘立柱建物址 2棟

掘立柱建物址 5棟

棚 4条

土坑 1基

須恵器・土師器

石製品・鉄製品

玉類・炭化物

炭化した骨・貝類

平瓦4点

玉類259点

湯築城と関連
あり



『樽味四反地遺跡-6次調査― (弥生時代～古墳時代初頭編)』 の正誤一覧

P9。  第 4図 遺構配置図中の S B023→欠呑  S B038→ S B039  S B039→ S B038

P ll. 第 6図 南壁①土層中の S B038→ S B 039  S B039→ S B 038

P46。  (3)掘 立005の本文中の S B038・ 045・ 049・ 050→ S B036・ 038・ 041・ 042

P48。  第38図 掘立005遺構切り合い図中の

S B 042→ S B051  S B 040→ S B041  S B 041→ S B 042

P63～ 65,表 3 掘立005柱穴一覧中の、遣構との切 り合い関係欄

柱穴 (SP)2 掘立009と SB弘21こ 切られる。→掘立008と S B 051に切られる。

柱穴 (SP)3 S B 042・ S P203・ 204に切られる。→ S B 051。 S P203・ 2041こ 切られる。

柱穴 (SP)4 S B 042に 切られる。→ S B051に 切られる。

柱穴 (SP)5 S B042に 切られる。→ S B 051に切られる。

柱穴 (SP)9 S B036と S P2091こ切られる。→ S B 036と S P153に 切られる。

柱穴 (SP)10 S P199を 切る。→ S P176を 切る。

柱穴 (SP)14 掘立010。 S P216・ 217に切られる。→ S P216・ 217に 切られる。

柱穴 (SP)21 S B041に 切られる。→ S B 0421こ 切られる。

柱穴 (SP)25 SB髄 2・ S P2081こ切られる。→ S B 051・ S P208に 切られる。

柱穴 (SP)26 S B042に 切 られる。→ S B051に 切られる。

柱穴 (SP)27 S B 0421こ 切 られる。→ S B051に 切られる。

柱穴 (SP)28 S B 042と 掘立0081こ 切られる。→ S B051と 掘立008に切られる。

柱穴 (SP)43 S K017と S P197を 切る。→ S K017と S P199を 切る。

柱穴 (SP)44 S P145に 切られる。―→S P142に 切られる。

柱穴 (SP)45 S B 0401こ 切られる。→ S B041に 切られる。

柱穴 (SP)46 S B 040に切られる。→ S B 041に切られる。

P65,表 4 土坑一覧中の、備考欄

土坑(SK)003 S B019,023に 切られる。→ S B020・ 021に 切られる。

編世中一期中代時墳古一査調次６
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